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第一章  研究の背景と問題意識・目的  

1.は じ め に  

 本 研 究 は 、 経 済 ・ 金 融 市 場 を 動 か す キ ー プ レ ー ヤ ー で あ る 富 裕 層 、 準 富 裕 層 を 中

心 と し た 顧 客 の 視 点 か ら 金 融 機 関 を 選 択 す る 際 の 影 響 要 因 を 日 本 の 富 裕 層 だ け で は

な く 、 ア ジ ア 富 裕 層 の 動 向 も 採 り 上 げ 調 査 す る こ と に よ っ て グ ロ ー バ ル リ テ ー ル を

展 開 す る 金 融 機 関 の ロ ー カ ル 戦 略 の 課 題 を 明 ら か に し て 、 経 営 戦 略 の 一 助 と な る 方

策 を 提 示 す る こ と を 目 的 と し て い る 。  

 リ テ ー ル・バ ン キ ン グ が 大 き な 転 換 点 を 迎 え て い る 。多 く の 日 本 の 銀 行 に と っ て 、

従 来 の リ テ ー ル 業 務 は 、 圧 倒 的 な 収 益 の 柱 で あ る 法 人 向 け の 業 務 を 支 え る 資 金 調 達

と そ れ に 付 随 す る サ ー ビ ス を 提 供 す る 業 務 と い う 位 置 づ け が 色 濃 か っ た 。 し か し な

が ら 近 年 で は 長 期 縮 小 に あ る 法 人 向 け 貸 出 業 務 に 代 わ り 、 リ テ ー ル ・ バ ン キ ン グ を

成 長 の 柱 に 据 え る 金 融 機 関 が 増 え て い る 。 一 方 で 収 益 性 に つ い て は 厳 し い 状 況 が 続

い て い る 。 従 来 の 規 制 時 代 と 同 様 、 ど の 層 の 顧 客 に 対 し て も 総 花 的 な サ ー ビ ス を 続

け 、 資 本 コ ス ト に 見 合 わ な い 顧 客 を 守 り 続 け て い る 。 こ れ に 対 し て シ テ ィ バ ン ク 、

新 生 銀 行 、 東 京 ス タ ー 銀 行 等 の 外 資 系 及 び 外 資 フ ァ ン ド に 買 収 さ れ た 金 融 機 関 は 日

本 の 富 裕 層 を 明 確 な タ ー ゲ ッ ト と し て 、 あ の 手 こ の 手 で 富 裕 層 市 場 に 入 り 込 も う と

し て い る 。  

 本 論 文 で は 日 本 の 富 裕 層 だ け で な く 、 成 長 著 し い 新 興 国 の 富 裕 層 の 動 向 も 調 査 し

て い る 。I T の 発 達 に よ る グ ロ ー バ ル 化 に よ り 、海 外 富 裕 層 に よ る 日 本 不 動 産 等 へ の

投 資 、 観 光 、 医 療 ツ ー リ ズ ム の 進 展 が 見 ら れ 、 日 本 市 場 も 海 外 の 富 裕 層 の 動 向 に つ

い て は 無 視 す る こ と が で き な く な っ て い る 。  

ま た 、 本 論 文 で は 過 去 の 調 査 を 踏 ま え て 、 近 年 注 目 さ れ て い る 富 裕 層 ネ ッ ト ワ ー

ク 、 コ ミ ュ ニ テ ィ に も 焦 点 を 当 て る 。 日 本 と 新 興 国 の 富 裕 層 に 対 す る 質 問 票 調 査 を

実 施 す る だ け で な く 、 質 問 票 で は 見 え な い 個 々 の 富 裕 層 に 対 す る イ ン タ ビ ュ ー 、 ま

た 富 裕 層 向 け サ ー ビ ス を 展 開 す る 企 業 の 調 査 を 行 い 、 富 裕 層 市 場 に 参 加 す る プ レ イ

ヤ ー も 調 査 す る こ と に よ り 、 こ の 市 場 の 問 題 点 、 課 題 を 浮 か び 上 が ら せ る こ と が で

き る と 考 え て い る 。  

従 来 の 研 究 で は 、 富 裕 層 の 金 融 機 関 の 選 択 要 因 、 特 に 海 外 又 は 外 資 系 金 融 機 関 の

選 択 に つ い て は 、 人 や 人 的 ネ ッ ト ワ ー ク 、 コ ミ ュ ニ テ ィ か ら の 情 報 を 重 視 す る 傾 向

が あ り 、 非 富 裕 層 の そ れ と は 異 な る と 言 わ れ て い る 。 本 研 究 に お い て は 、 日 本 の 非

富 裕 層 は 富 裕 層 で は な い も の の 、 そ の 予 備 軍 と 見 ら れ る 若 手 の 専 門 職 や 大 手 企 業 の

会 社 員 が 多 く 含 ま れ て い た 。 中 国 と 比 較 し て 、 富 裕 層 、 準 富 裕 層 と そ れ 以 下 の 層 の

金 融 機 関 選 択 に 関 す る 要 因 に つ い て 際 立 っ た 差 が 見 ら れ な い こ と が 示 唆 さ れ 、 日 本

市 場 の し か も 富 裕 層 、準 富 裕 層 マ ー ケ ッ ト に ロ ー カ ラ ー ズ し て い く 際 に は 、富 裕 層 、

準 富 裕 層 に 焦 点 を 当 て る こ と が 、 そ の ま ま 富 裕 層 と 準 富 裕 層 の 予 備 軍 に も 効 果 が あ

る こ と が 実 証 さ れ て い る 。  

 日 本 市 場 に お い て 、外 資 系 銀 行 は メ ガ バ ン ク を は じ め と し た 邦 銀 と は そ の 支 店 網 、

人 員 等 に つ い て 圧 倒 的 な 劣 位 に あ る が 、 担 当 者 の 専 門 性 、 教 養 、 人 格 教 育 に 経 営 資

源 を 注 力 す る こ と に よ り 、 強 み に 変 え ら れ る 可 能 性 が あ る 。 ま た 金 融 機 関 の 枠 を 超

え た オ ー プ ン な 富 裕 層 コ ミ ュ ニ テ ィ を 創 り だ す こ と 、 ま た 既 に あ る 富 裕 層 コ ミ ュ ニ

テ ィ に 対 す る 継 続 的 な 働 き か け が 富 裕 層 の 外 資 系 金 融 機 関 の 選 択 に つ な が る 。 上 記

に 取 り 組 む こ と に よ り 、 外 資 系 金 融 機 関 に お い て も 富 裕 層 市 場 に 入 り 込 み 、 そ の 存
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在 感 を 高 め る こ と は 可 能 で あ る と 考 え る 。  

今 ま で 富 裕 層 そ の 存 在 は 認 識 さ れ て い た が 、 彼 ら の 考 え 、 行 動 様 式 、 日 本 以 外 の

そ れ も 新 興 国 の 富 裕 層 に ア プ ロ ー チ し た 本 論 文 は 、 邦 銀 を は じ め ク ロ ス ボ ー ダ ー で

金 融 リ テ ー ル を 手 掛 け る 金 融 機 関 、 個 人 金 融 資 産 1 ,200 兆 円 、 富 裕 層 人 口 世 界 第 ２

位 の 日 本 市 場 （ 図 1） を 攻 略 し よ う と す る 世 界 の 金 融 機 関 に と っ て 有 益 な 示 唆 を 与

え ら れ る も の で あ る と 言 え る 。  

 

図 1 . 日 本 の 個 人 金 融 資 産 1 ,200 兆 円 の 分 布 図  

 

 

※ 注 )出 所 2007 年  野 村 総 合 研 究 所 の デ ー タ を 基 に ア ブ ラ ハ ム ・ グ ル ー プ ・ ホ ー ル

デ ィ ン グ が 作 成 。  

※ 注 )一 般 的 に 富 裕 層 と は 不 動 産 を 除 い た 純 金 融 資 産 を 1 億 円 以 上 保 有 し て い る 人

と 定 義 さ れ て い る 。ま た 野 村 総 合 研 究 所 は 純 金 融 資 産 5 億 円 以 上 を「 超 富 裕 層 」、 1

億 円 以 上 5 億 円 未 満 を「 富 裕 層 」、 5 ,000 万 円 以 上 1 億 円 未 満 を「 準 富 裕 層 」と 分 類

し て い る 。  

 

2 .研究背景・問題意識  

（ １ ） 金 融 業 界 を 取 り 巻 く 改 革 ・ 環 境 変 化  

1990 年 代 に 政 府 は 、金 融 ビ ッ グ バ ン と 呼 ば れ る 金 融 シ ス テ ム の 大 改 革 に 着 手 し た 。

こ れ は 、2001 年 ま で に 東 京 を ニ ュ ー ヨ ー ク や ロ ン ド ン に 匹 敵 す る 国 際 金 融 セ ン タ ー

と す る た め 、1996 年 1 月 に 、当 時 の 橋 本 首 相 が 宣 言 し た「 フ リ ー (Free )、フ ェ ア (Fa i r )、

グ ロ ー バ ル (Globa l )」 を 原 則 し た 改 革 で あ る 。 そ の 後 、 旧 大 蔵 省 の 各 諮 問 委 員 会 が

取 り ま と め た 報 告 を も と に「 金 融 シ ス テ ム 改 革 法 案 」な ど 四 法 案 が 可 決 さ れ 、 1998

年 6 月 に 成 立 し 、 同 年 12 月 1 日 か ら 施 行 さ れ た 。 尚 、「 改 正 外 為 法 」 は 1998 年 4

月 1 日 か ら 施 行 さ れ た 。  

ビ ッ ク バ ン の 原 則 の う ち 、「 フ リ ー 」と は 市 場 原 理 の 働 く 市 場 を 作 る こ と で あ る 。

超富裕層 金融資産5億円以上     

6.1万世帯 65兆円 

 富裕層     同1億円以上     

84.2万世帯  189兆円 

   準富裕層   同5,000万円以上 

271.1万世帯  195兆円 

アッパーマス層同3,000万円以上    
659.8万世帯   254兆円 

マス層          同3,000万円未満         

3,940万世帯   470兆円 

※ 1 .8%の 超 富 裕 層 、富

裕 層 が 21 .7% の 富 を

保 有  

※ 日 本 の 億 万 長 者 は  

174 万 人  
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具 体 的 に は ① 手 数 料 や 価 格 の 自 由 化 、 ② 新 し い 活 力 を 導 入 す る た め の 金 融 機 関 相 互

の 垣 根 の 引 下 げ 、 ③ 幅 広 い ニ ー ズ に 応 え る た め に 金 融 機 関 が 取 り 扱 え ら れ る 商 品 や

サ ー ビ ス の 範 囲 を 拡 大 す る こ と 、 ④ 自 由 な 内 外 取 引 を 促 進 す る た め 、 企 業 の 為 替 取

引 の 自 由 化 を 実 現 し 、外 為 業 務 を 外 為 銀 行 の み が 扱 え る と す る 為 銀 主 義 を 撤 廃 す る 、

⑤ 1 ,200 兆 円 の 個 人 貯 蓄 の 効 率 的 運 用 を 図 る た め 、 投 信 、 商 品 フ ァ ン ド 、 年 金 等 の

資 産 運 用 業 務 に 対 す る 規 制 の 見 直 し と デ ィ ス ク ロ ー ジ ャ ー を 充 実 さ せ る こ と で あ る 。 

 次 に 、「 フ ェ ア 」と は 、金 融 市 場 を 自 己 責 任 に 委 ね る も の の 、透 明 で 信 頼 で き る 市

場 に 変 え て い く 姿 勢 で あ る 。 具 体 的 に は 、 ① 自 己 責 任 原 則 の 確 立 の た め に 十 分 な 情

報 の 提 供 と ル ー ル の 明 確 化 が 求 め ら れ て い る 。 金 融 機 関 の 不 良 債 権 等 の 開 示 の 推 進

等 に 代 表 さ れ る デ ィ ス ク ロ ー ジ ャ ー （ 企 業 情 報 の 開 示 ） の 充 実 と 一 層 の 徹 底 、 貯 蓄

者 や 投 資 家 へ の 公 正 、 公 平 な 情 報 提 供 、 ② ル ー ル 違 反 へ の 処 分 の 積 極 的 発 動 を 図 る

た め に 、 早 期 是 正 措 置 の 実 現 を 求 め て い る 。  

最 後 に 、「 グ ロ ー バ ル 」 と は 、 日 本 の 市 場 を 国 際 的 で 時 代 を 先 取 り す る 市 場 に し

よ う と す る 姿 勢 で あ る 。 ① デ ィ リ バ テ ィ ブ （ 金 融 派 生 商 品 ） 取 引 な ど に 対 応 し た 法

制 度 の 整 備 、 会 計 制 度 の 国 際 的 標 準 化 を 図 る 。 こ れ に は 有 価 証 券 取 引 等 の 税 制 の 見

直 し 画 幅 荒 れ て い る 。 ② グ ロ ー バ ル な 監 督 協 力 体 制 の 確 立 で あ る 。  

 

 （２）リテール金融部門の変遷   

リ テ ー ル と は 一 般 に 個 人 向 け 若 し く は 小 規 模 企 業 向 け と 位 置 づ け ら れ る 。 グ ロ ー

バ ル に 展 開 す る 金 融 機 関 は 歴 史 的 に 大 規 模 法 人 、 ト レ ー デ ィ ン グ 業 務 が 中 心 で あ っ

た 。1990 年 代 以 降 、東 西 冷 戦 が 終 結 し 、各 国 の 市 場 開 放 が 一 段 と 進 み 、世 界 経 済 の

統 合 化 が 進 ん だ 。 そ の た め 企 業 の 海 外 進 出 、 個 人 の 海 外 移 動 が こ れ ま で に な く 活 発

な も の と な る に つ れ て 金 融 機 関 の な か で グ ロ ー バ ル 化 が 進 ん だ 。 更 に 1992 年 EU

市 場 統 合 、 1994 年 米 国 リ ー グ ル ・ ニ ー ル 法 に よ る 州 を 越 え た 企 業 展 開 、 2002 年 の

グ ラ ム ・ リ ー チ ・ プ ラ イ リ ー 法 で 金 融 持 ち 株 会 社 下 で の 保 険 、 証 券 仲 介 業 務 へ の 参

入 を 経 て 先 進 国 を 中 心 に グ ロ ー バ ル リ テ ー ル が 金 融 機 関 に お け る 中 心 業 務 と し て 確

立 さ れ た 。 近 年 で は 成 長 著 し い ア ジ ア ・ 中 南 米 な ど の 新 興 国 の 顧 客 獲 得 競 争 が 激 化

し て い る 。  

日 本 に お い て も 、1990 年 代 の 後 半 に 金 融 ビ ッ ク バ ン に よ り 規 制 緩 和 、各 種 金 利 手

数 料 の 自 由 化 、 リ ス ク 商 品 、 保 険 、 証 券 仲 介 取 引 等 が 順 次 解 禁 さ れ 、 従 来 の 横 並 び

体 制 、 護 送 船 団 体 制 が 完 全 に 崩 れ た 。 ハ ー ド の 面 に お い て は イ ン タ ー ネ ッ ト を 用 い

た ネ ッ ト 専 業 銀 行 の 出 現 や 24 時 間 ATM 導 入 、外 国 銀 行 の 異 業 者 か ら の 金 融 業 参 入

が あ り 、 邦 銀 の 店 舗 中 心 主 義 に つ い て は 大 幅 な 見 直 し が 迫 ら れ て い る 。  

ま た 、 急 速 な グ ロ ー バ ル 化 に 伴 い 、 日 本 社 会 に お い て 企 業 の 海 外 進 出 や 個 人 の 海

外 旅 行 は も は や 日 常 と な っ て い る 。 そ の た め 日 本 と 現 地 を 繋 ぐ サ ー ビ ス 、 日 本 に い

な が ら 海 外 の 金 融 サ ー ビ ス を 受 け ら れ る サ ー ビ ス の 需 要 も 増 え て き て い る 。 近 年 で

は 富 裕 層 を 主 要 顧 客 と す る プ ラ イ ベ ー ト バ ン ク 等 セ グ メ ン ト を 絞 り 専 門 ス タ ッ フ 、

サ ー ビ ス の み に 特 化 し て い る 金 融 機 関 も 出 て き て い る 。  

日 本 経 済 は 長 期 低 迷 に あ り 、 財 政 の 悪 化 、 産 業 の 空 洞 化 等 の 構 造 的 な 問 題 を か か

え て い る が 、 過 去 の 富 の 蓄 積 に よ り 、 現 在 に お い て も 世 界 第 ２ 位 の 富 裕 層 大 国 （ 図

2） で あ り 、 世 界 の 金 融 機 関 に と っ て 重 要 な マ ー ケ ッ ト と し て の 位 置 づ け に あ る 。  
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図 2 .ご 参 考  富 裕 層 の 国 別 人 口  

 

※ 出 所  メ リ ル リ ン チ 「 ワ ー ル ド ・ ウ ェ ル ス ・ レ ポ ー ト 2011」 単 位 ： 万 人  

 

3 .本論文の研究方法と構成  

本 論 文 に お い て は そ う し た 富 裕 層 顧 客 中 心 の 視 点 か ら 金 融 機 関 を 選 択 す る 要 因

を 日 本 の 富 裕 層 市 場 だ け で な く 、 近 年 成 長 著 し い 中 国 、 イ ン ド を 中 心 と し た ア ジ ア

富 裕 層 の 動 向 を 分 析 す る 。 そ う し た 顧 客 層 の 取 り 込 み に 注 力 し て い る 企 業 も 調 査 対

象 と す る 。  

上 記 実 証 的 な 調 査 か ら 得 ら れ た 内 容 か ら 、 日 本 市 場 に お い て 劣 位 に あ る グ ロ ー バ

ル リ テ ー ル 金 融 機 関 を 選 択 す る 富 裕 層 を よ り 多 く す る た め の 施 策 に つ い て 一 定 の 具

体 的 か つ 実 践 的 な イ ン プ リ ケ ー シ ョ ン を 導 き 出 す 。 最 後 に 今 後 に 残 さ れ た 課 題 に 関

し て 述 べ る 。  

  

米国, 310  

日本, 174  

ドイツ, 92  中国, 54  

英国, 45  

フランス, 40  

その他, 375  

 全 世 界 合 計  1 ,090 万 人  
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第二章 先行研究、文献レビュー及び課題の導出  

 1 .先行研究、文献レビュー  

（１）概要、歴史的経緯  

富 裕 層 の 研 究 は 、当 初 富 裕 層 向 け の 製 品 /サ ー ビ ス の 提 供 す る 実 務 レ ベ ル で の ア プ

ロ ー チ を 基 礎 と し て 始 ま っ て お り 、 学 術 的 な 視 点 に よ る 体 系 的 な 研 究 は あ ま り 見 ら

れ な い (金 、韓 、鎌 田  2009 )。た だ 近 年 、経 済 の グ ロ ー バ ル 化 と 規 制 緩 和 の 流 れ の 中

で 世 界 範 囲 で の 富 裕 層 人 口 、 資 産 規 模 の 増 加 し て い る 。 そ れ に 伴 い 企 業 の 売 上 及 び

収 益 創 出 に お け る 富 裕 層 消 費 の 割 合 が よ り 増 大 し つ つ あ る  (Lee (2006 )。こ う し た 消

費 市 場 に 影 響 を 与 え る 富 裕 層 に 対 し て よ り 学 術 的 な 視 点 か ら の 体 系 的 な 富 裕 層 マ ー

ケ テ ィ ン グ 研 究 は 重 要 な 意 義 を 持 つ  (Ham  20 03 )。 学 術 的 な 富 裕 層 マ ー ケ テ ィ ン グ

の 研 究 は 欧 米 で は 比 較 的 早 い 段 階 か ら 始 ま っ て い た が 、 近 年 経 済 成 長 の 著 し い ア ジ

ア 地 域 に お い て は 研 究 遅 れ が 指 摘 さ れ て い る の が 現 状 で あ る 。  

（２）富裕層の定義  

「 富 裕 層 」と い う 定 義 付 け に お い て も 経 済 が 成 熟 し て い る 欧 米 先 進 国 と 異 な り 、各

国 で ば ら つ き が あ り 、 ま た そ の 基 準 も ス ト ッ ク 、 フ ロ ー を ベ ー ス と す る か 、 実 際 の

消 費 行 動 で 分 類 す る な ど 変 化 し 続 け て い る の が 現 状 で あ る 。  

日 本 の 富 裕 層 マ ー ケ テ ィ ン グ の 第 一 人 者 と 言 わ れ る 臼 井 氏 は 、日 本 に お い て「 年 収

5 ,000 万 円 、 金 融 資 産 1 億 円 以 上 」 で あ る 富 裕 層 を ビ ジ ネ ス の メ イ ン タ ー ゲ ッ ト と

し て い る (臼 井 2006 )。富 裕 層 の ラ イ フ ス タ イ ル の 分 析 を 行 っ た 三 浦 (2007 )も 同 様 な

定 義 を 採 用 し て い る 。 ま た 日 本 で 最 大 規 模 の 富 裕 層 会 員 組 織 と い わ れ る 「 ゆ か し 」

で は 、 入 会 の 条 件 を 純 金 融 資 産 1 億 円 以 上 保 有 の 富 裕 層 と し て い る 。  

韓 国 、中 国 に お い て も 同 様 な 基 準 が あ る 一 方 で 、韓 国 シ テ ィ バ ン ク で は 、金 融 資 産

10 億 ウ ォ ン (当 時 約 1 億 3 ,000 万 円 )、 年 収 1 億 ウ ォ ン (当 時 約 1 ,300 万 円 )を 富 裕 層

と し 、 中 国 で は 2007 年 8 月 に 発 表 し た 中 国 富 裕 層 調 査 報 告 書 で は 、 北 京 、 上 海 、

広 州 の 中 心 街 及 び シ ョ ッ ピ ン グ モ ー ル で の 街 頭 で 年 収 2 .5 万 ド ル (当 時 約 300 万 円 )

以 上 の 回 答 者 を 富 裕 層 と し て 行 っ た 調 査 デ ー タ を 用 い な が ら 、 彼 ら の ブ ラ ン ド 先 行

に つ い て の 考 察 を 行 っ て い る 。  

 

（３）富裕層コミュニティと人的ネットワーク  

 富 裕 層 の 行 動 を 規 定 す る も の と し て 、 富 裕 層 が 形 成 し て い る コ ミ ュ ニ テ ィ の 存 在

に 関 す る も の が あ る 。  

ウ ォ ー ル ス ト リ ー ト・ジ ャ ー ナ ル 紙 は じ ま っ て 以 来 の 、「 ニ ュ ー リ ッ チ (新 富 裕 層 )」

専 任 担 当 者 記 者 で あ る Rober t  F ran k は 富 裕 層 の 実 態 を 調 査 す る 中 で 「 ザ ・ リ ッ チ

ス タ ン (富 裕 層 が 形 成 す る 独 立 国 家 )」 と い う 概 念 を 提 唱 し て い る 。 独 自 の 医 療 シ ス

テ ム 、独 自 の 旅 行 ネ ッ ト ワ ー ク (ジ ェ ッ ト 機 の 共 同 所 有 及 び 運 行 サ ー ビ ス や 高 級 リ ゾ

ー ト 施 設 )、独 自 の 経 済 、独 自 の 言 語 (仲 間 内 の 言 い 回 し )等 を も つ 世 界 で あ る 。富 裕

層 は 、 そ の 数 を 利 用 し て 自 己 完 結 し た 内 輪 の 世 界 を 築 い て い る 。 そ し て 経 済 の グ ロ

ー バ ル 化 に 伴 い リ ッ チ ス タ ン 人 が 世 界 に 拡 散 し て い く 、 即 ち 世 界 中 の 新 世 代 富 裕 層

が 、 そ れ ぞ れ 自 国 の 文 化 や 経 済 と は 遊 離 し な が ら リ ッ チ ス タ ン と い う 独 自 の 世 界 観

を 構 築 し て い く こ と を 推 測 し て い る 。     

リ ッ チ ス タ ン 人 は リ ッ チ ス タ ン 人 同 士 で 相 談 す る こ と を 好 む 。 リ ッ チ ス タ ン 人 は

巨 大 化 し た 証 券 会 社 を 信 用 し て お ら ず 、 客 観 的 な ア ド バ イ ス を す る よ り も 、 む し ろ
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商 品 を 売 り つ け て く る 売 り 手 と 見 て い る 。 富 裕 層 同 士 で 集 ま る こ と の で き る 会 合 で

は 、「 知 人 で は な い が 自 分 と 同 じ く ら い 裕 福 な 人 が 集 ま る と 、不 思 議 と 開 放 的 に な れ

る こ と が わ か っ た 」、「 夫 が 子 供 に も 話 さ な い よ う な こ と も 、 こ こ の 人 た ち に は 話 せ

ま す 。 こ こ の メ ン バ ー は 私 が 靴 に か け る 費 用 か ら 実 家 の 母 の こ と ま で 、 私 の こ と は

何 で も 知 っ て い ま す 。 何 で も 話 し ま す か ら 」 と い っ た 声 が あ る 。  

安 田 (1996 )は こ う し た コ ミ ュ ニ テ ィ と 人 的 ネ ッ ト ワ ー ク の 関 係 の 強 さ を 「 紐 帯 の

力 」 と し て い る 。 家 族 ・ 親 し い 友 人 や 知 人 ・ 学 校 や 職 場 の 同 僚 と い っ た 人 々 の あ い

だ に 存 在 す る の が 「 強 い 紐 帯 」 で あ る 。 一 方 、 あ ま り 親 し く な い 友 人 、 会 う 機 会 の

少 な い 疎 遠 な 知 人 等 の あ い だ に あ る の が 「 弱 い 紐 帯 」 で あ る 。  

グ ラ ノ ベ ッ タ ー (1974 )は 、 転 職 情 報 を だ れ か ら 得 る の か が 、 転 職 先 の 仕 事 に つ い

て の 満 足 度 や 会 社 へ の 帰 属 意 識 、 転 職 後 の 年 収 、 企 業 規 模 な ど に 影 響 を 与 え る と い

う 実 証 研 究 を 行 っ て い る 。 そ の 結 果 、 転 職 後 の 仕 事 に 満 足 し て い る 人 は 強 い 紐 帯 で

な く 、弱 い 紐 帯 か ら の 情 報 に も と づ い て 転 職 し た 人 々 が 多 い と い う 結 果 で 出 て お り 、

上 述 の リ ッ チ ス タ ン の 住 民 と 同 様 の 傾 向 が あ る こ と が 伺 え る 。 こ れ は 、 日 常 、 自 分

の 所 属 す る 世 界 と は 全 く か け 離 れ た 世 界 に い る 人 々 は 、 自 分 と 異 な る 質 や 量 の 情 報

を 持 っ て い る 。 そ の た め に 、 彼 ら と 自 分 を 結 ぶ 弱 い 紐 帯 に は 、 強 い 紐 帯 以 上 の 情 報

収 集 力 が あ る の だ と 論 じ て い る 。  

 ま た Rosen (2002 )は 、コ ミ ュ ニ テ ィ と ネ ッ ト ワ ー ク 内 に お け る 情 報 の 伝 播 (BUZZ)

に つ い て 次 の よ う に 述 べ て い る 。 新 し い 製 品 や サ ー ビ ス は 、 人 と 人 と の コ ミ ュ ニ ケ

ー シ ョ ン を 通 じ て 消 費 者 の 間 に 広 ま る 。 こ れ ら の ネ ッ ト ワ ー ク の 大 部 分 は 目 に 見 え

ず 、 ミ ス テ リ ア ス な 働 き を す る 。 こ の た め 、 こ の 非 常 に 強 力 な マ ー ケ テ ィ ン グ ・ プ

ロ セ ス に つ い て は 、ほ と ん ど 知 ら れ て い な い 。顧 客 は 情 報 過 多 の 世 界 で 、疑 い 深 く 、

イ ン タ ー ネ ッ ト で つ な が っ て い る 。  

e サ テ ィ ス フ ァ イ 社 は オ ン ラ イ ン で の 顧 客 サ ー ビ ス に つ い て の 調 査 を 行 っ た 。 こ

れ に よ る と 、 不 満 足 オ ン ラ イ ン の 顧 客 は 、 満 足 し た 顧 客 に 比 べ て 四 倍 も そ の 経 験 を

オ ン ラ イ ン・チ ャ ッ ト で 話 す こ と が 示 さ れ た 。し か し BUZZ は プ ラ イ バ シ ー に よ る

伝 播 の 制 限 が あ る 。 金 融 サ ー ビ ス や ヘ ル ス ケ ア は あ ま り 多 く の こ と を 話 さ な い 傾 向

が あ る 。  

BUZZ に は 「 ネ ッ ト ワ ー ク ・ ハ ブ 」 と よ ば れ る 情 報 を 拡 散 す る 中 心 人 物 が お り 、

決 し て 声 が 大 き い 人 で は な く 、 平 均 よ り も 多 く コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 取 り 、 目 に 見

え に く い 影 響 力 を 行 使 し て い る 人 で あ る 。 ネ ッ ト ワ ー ク ・ ハ ブ は 四 種 類 あ る 。  

「 通 常 の ハ ブ 」、あ る 製 品 カ テ ゴ リ ー に お い て 、情 報 や 影 響 を 与 え る 人 々 の こ と 。

彼 ら は 数 人 か ら 、 数 十 人 と 結 び つ い て い る 。「 メ ガ ・ ハ ブ 」、 報 道 陣 、 有 名 人 、 ア ナ

リ ス ト 。 政 治 家 な ど 。 彼 ら も 、 通 常 の ハ ブ と 同 じ よ う に 双 方 向 の リ ン ク を 多 く 持 っ

て い る 。た だ し 彼 ら は 、こ れ に 加 え て 、マ ス メ デ ィ ア を 通 じ て メ ッ セ ー ジ を 聞 く 人 々

と の 一 方 向 の リ ン ク を 無 数 に 持 っ て い る 。「 エ キ ス パ ー ト ・ ハ ブ 」、 特 定 の 分 野 で 顕

著 な 知 識 を 示 し て き た た め 、質 問 さ れ る 人 々 (少 な く と も 、あ る 分 野 に つ い て は 、他

の 人 か ら 権 威 だ と 思 わ れ て い る )。「 社 会 的 ハ ブ 」、ど ん な グ ル ー プ に も 中 心 に な る 人

が い る 。 カ リ ス マ 性 、 仲 間 か ら の 信 頼 、 単 に 、 よ り 社 会 的 な 活 動 を し て い る か ら な

ど 、そ の 理 由 は さ ま ざ ま で あ る 。業 界 の BUZZ と 顧 客 の BUZZ は 異 な り 、業 界 内 で

言 わ れ て い る BUZZ だ け に 注 目 す る だ け で は 不 十 分 で あ り 、顧 客 の BUZZ へ 変 化 さ

せ な け れ ば 、 最 終 的 に 製 品 ・ サ ー ビ ス の 拡 散 に つ な が ら な い と し て い る 。 BUZZ を

発 生 さ せ る た め に は 、 ネ ッ ト ワ ー ク ・ ハ ブ が 他 人 に 伝 え た い と い う 衝 動 を 起 こ す こ
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と が 必 要 と 説 い て い る 。そ の た め の キ ー ワ ー ド と し て「 希 少 性 と 神 秘 性 」「 期 待 値 を

上 回 る 」「 舞 台 裏 を 見 せ る 」 が あ る 。  

 

    （ ４）消費者行動  

 現 実 の 消 費 者 行 動 は 多 面 的 で あ り 、 か つ 複 雑 ・ 多 様 で あ る 。 歴 史 的 に は 、 ニ コ シ

ア や ハ ワ ー ド ＝ シ ェ ス 、 エ ン ゲ ル た ち の モ デ ル に 始 ま り 、 社 会 学 や 心 理 学 、 あ る い

は 社 会 心 理 学 な ど の 人 間 行 動 に 関 す る 諸 科 学 (行 動 科 学 )の 知 的 諸 要 因 の 整 理 が 行 わ

れ て き た 。 (Ni cos ia  ( 1966 ) 、 Ho war d  an d  She th (1969 ) 、 Enge l 、 Kol la t  and  

Blac kwe l (196 8 ) )。  

上 記 複 雑 性 、 多 様 性 を 対 処 す る た め 「 集 計 水 準 」 と 「 選 択 の 階 層 性 」 に 着 目 し て

整 理 の 枠 組 み を 行 っ て い る 。 集 計 水 準 で は 個 人 行 動 の レ ベ ル を 対 象 と し 、 選 択 の 階

層 性 に お い て は 購 買 行 動 (と く に ブ ラ ン ド 選 択 )の レ ベ ル に 焦 点 を 当 て る と い う 形 で 、

分 析 対 象 を 限 定 し 特 定 化 す る こ と に な る 。 し か し な が ら 現 実 に 観 察 さ れ る 消 費 者 の

購 買 行 動 は き わ め て 多 様 で あ る た め 、 こ の よ う な 多 様 性 を 説 明 ・ 整 理 す る た め の さ

ら な る 視 点 ・ 枠 組 み が 必 要 と な る 。 過 去 の 消 費 者 行 動 研 究 に お い て は 、 消 費 者 行 動

に 影 響 を 与 え る 外 的 要 因 群 (主 と し て 、 文 化 的 、 社 会 的 要 因 )と 個 人 差 を 生 み 出 す 内

的 要 因 群 (主 と し て 心 理 的 要 因 )と に 着 目 し 、 消 費 者 行 動 の 多 様 性 を 、 体 系 的 か つ 系

統 的 に 整 理 ・ 説 明 し よ う と し て い る 。  

 

表 1 .  消 費 者 行 動 に 影 響 を 与 え る 要 因  

要 因  影 響 の 範 囲  時 間 的 長 さ  消 費 者 へ の 影 響 源  

一 般 的  長 期 間  1 つ な い し 少 数  

文 化     

下 位 文 化     

社 会 階 層     

家 族     

準 拠 集 団 と 友 人     

外 的 要 因     

マ ー ケ テ ィ ン グ 環

境  

   

状 況 要 因     

 特 定 的  短 期 間  多 数  

Mar ke t in g : Consume r  Behavio r  an d  St ra teg y  P.61 よ り  

 

外 的 要 因 と し て は 文 化 、 下 位 文 化 、 社 会 階 層 、 家 族 、 準 拠 集 団 と 友 人 、 外 的 条 件

と 状 況 要 因 、 マ ー ケ テ ィ ン グ 環 境 に 整 理 さ れ る 。 詳 細 は 下 記 。  

・文 化：あ る 社 会 の 構 成 員 で あ る 人 々 に よ っ て 共 有 さ れ た 価 値 観 を 指 す 。文 化 は 人 々

の 価 値 観 に 一 定 の 枠 を 与 え る こ と で 、 衣 ・ 食 ・ 住 な ど の あ ら ゆ る 領 域 で 消 費 に 影 響

を 及 ぼ し て い る 。  

・ 下 位 文 化 ： 社 会 を 構 成 す る 下 位 集 団 の 人 々 に よ っ て 共 有 さ れ て い る 価 値 観 。 サ ブ

カ ル チ ャ ー と も 言 わ れ る 。 具 体 的 に は 若 者 文 化 、 団 塊 世 代 の 文 化 、 オ タ ク の 文 化 等

で あ る 。  
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・ 社 会 階 層 ： 職 業 、 所 得 、 教 育 水 準 な ど の 変 数 に よ る 社 会 的 な 序 列 。 近 年 、 経 済 格

差 の 拡 大 が 指 摘 さ れ 、 社 会 階 層 の 問 題 が 意 識 さ れ る よ う に な っ て き た 。 ま た 階 層 帰

属 意 識 に よ っ て も 、 生 活 ・ 消 費 の 仕 方 は 大 き く こ と な る と 考 え ら れ る 。 重 要 な 外 的

要 因 の １ つ で あ る 。  

・ 家 族 ： 社 会 に お け る 最 も 基 本 的 な 単 位 で あ り 、 多 く の 場 合 、 そ れ は 家 計 の 維 持 単

位 で も あ る 。 消 費 の 担 い 手 と し て の 家 族 ・ 家 計 の 役 割 に つ い て は 、 家 族 の 形 態 や 家

族 ラ イ フ ス タ イ ル 上 の 段 階 に よ っ て 生 活 ・ 消 費 の 内 容 は 大 き く 異 な る 。 子 供 は 、 家

族 の な か で 、 親 や 兄 弟 (姉 妹 )の 影 響 を 受 け な が ら 、 消 費 者 と し て の 知 識 や ス キ ル を

身 に つ け て い く 。 (こ れ を 消 費 者 と し て の 社 会 化 と 呼 ぶ )。 親 か ら 子 へ と 製 品 や サ ー

ビ ス の 選 好 が 継 承 さ れ た り 、 あ る い は 反 対 に 子 か ら 親 へ の 影 響 も 存 在 す る 。  

・ 準 拠 集 団 と 友 人 ： 個 人 が 、 自 身 の 判 断 や 行 動 の 拠 り 所 と す る 集 団 (個 人 )を 指 す 。

準 拠 集 団 は 、個 人 が そ こ に 所 属 す る 所 属 集 団 に 限 ら ず 、非 所 属 集 団 (所 属 し な い が あ

こ が れ た り 、参 加・所 属 を 熱 望 す る 集 団 な ど )の 場 合 も あ る 。具 体 例 と し て 、学 生 の

サ ー ク ル 、 ス ポ ー ツ 選 手 、 人 気 タ レ ン ト な ど 。 消 費 者 行 動 の 観 点 か ら は 、 製 品 ・ サ

ー ビ ス の 受 容 や 特 定 ブ ラ ン ド の 選 択 な ど の 場 面 で 、 準 拠 集 団 は 大 き な 影 響 を 及 ぼ す

と 考 え ら れ る 。  

・ 外 的 条 件 と 状 況 要 因 ： 好 況 ・ 不 況 、 イ ン フ レ ・ デ フ レ 、 為 替 相 場 や 金 利 水 準 な ど

の 経 済 環 境 に 始 ま り 、 消 費 者 が 置 か れ て い る 特 定 の 環 境 ・ 状 況 ・ 文 脈 を 指 す 。 な お

Be lk (1974 ,19 75 )は 状 況 要 因 を 、 ① 物 理 的 環 境 (気 候 、 温 度 、 音 、 店 舗 レ イ ア ウ ト 、

店 頭 陳 列 な ど )、② 社 会 的 環 境 (他 の 人 の 存 在 、そ の 役 割 、相 互 作 用 な ど )、③ 時 間 的

状 況 (季 節 、時 間 帯 、購 買 間 隔 、時 間 的 制 約 な ど )、④ 課 題 定 義 (買 物 の 目 的 、購 買 者

の 役 割 な ど )、⑤ 先 行 条 件 (所 持 金 、体 調 、雰 囲 気 な ど )の ５ つ に 分 類・整 理 し て い る 。  

・ マ ー ケ テ ィ ン グ 環 境 ： 消 費 者 の 購 買 意 思 決 定 に 影 響 を 与 え よ う と し て 、 日 々 、 マ

ー ケ タ ー は 努 力 し て い る 。 具 体 的 に は 、 競 合 他 社 の マ ー ケ テ ィ ン グ 努 力 も 含 め て 、

マ ー ケ テ ィ ン グ ミ ッ ク ス を 構 成 す る ４ Ｐ の 施 策 群 を 指 す 。  

 内 的 要 因 群 と し て は 、 Blac kwe l l ,  Min ia r d  and  E nge l (2005 )が 消 費 者 行 動 を 規 定

す る 個 人 的 要 因 (内 的 要 因 )と し て 、 以 下 の も の を 挙 げ て い る 。  

・ 人 口 統 計 的 属 性 、 価 値 意 識 、 パ ー ソ ナ リ テ ィ ： 男 か 女 か と い っ た 性 別 、 子 供 、 若

者 、 中 高 年 と い っ た 年 齢 の 違 い は 、 当 然 、 必 要 と す る 商 品 や サ ー ビ ス の 違 い を 生 み

出 し 、 同 じ 商 品 で も 異 な る ブ ラ ン ド へ の 選 好 を 生 む で あ ろ う 。 ま た 性 別 や 年 齢 と い

っ た 人 口 統 計 的 属 性 が 同 じ で あ っ て も 、価 値 意 識 や パ ー ソ ナ リ テ ィ の 違 い に よ っ て 、

消 費 者 行 動 に は 大 き な 違 い や 多 様 性 が 生 ま れ て く る 。  

・生 活 資 源 と 情 報 処 理 能 力：一 方 で は 、さ ま ざ ま な 消 費 行 動 を 可 能 に す る と と も に 、

他 方 で は 制 約 条 件 と も な る 。 生 活 時 間 は 単 身 者 で あ る か パ ー ト ナ ー や 家 族 と 一 緒 に

暮 ら し て い る か に よ っ て 利 用 可 能 な 時 間 に は 大 き な 違 い が 出 て く る 。 ま た 所 得 は 職

業 ・ 職 位 に よ っ て 大 き く 規 定 さ れ る し 、 同 一 家 計 を 営 む 者 の 人 数 や そ の 所 得 に よ っ

て 可 処 分 所 得 が 異 な る 。 さ ら に 情 報 処 理 能 力 に 至 っ て は 、 非 常 に 大 き な 個 人 差 が 存

在 す る 。 ま た 単 に 資 源 や 能 力 の 総 量 の 面 で の 個 人 差 だ け で な く 、 制 約 下 で の 資 源 や

能 力 の 配 分 の 仕 方 の 違 い に よ っ て さ ら に 増 幅 さ れ る 。  

・ モ チ ベ ー シ ョ ン と 関 与 ： 消 費 者 の 欲 求 を 満 た す 製 品 や サ ー ビ ス が 誘 因 で あ り 、 そ

れ ら を 入 手 し 消 費 ・ 使 用 す る こ と で 動 因 は 低 減 し て い く 。 一 方 、 生 理 的 な 欲 求 を ベ

ー ス に 。 経 験 や 学 習 を 通 じ て 、 よ り 高 次 の 欲 求 が 獲 得 さ れ て い く が 、 そ れ ら の 欲 求

を 満 た す 誘 因 と し て の 製 品 や サ ー ビ ス の 価 値 も 学 習 さ れ て い く 。 こ う し た 一 連 の プ
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ロ セ ス を モ チ ベ ー シ ョ ン と 呼 ぶ 。 関 与 と は 、 こ う し た 動 機 づ け の メ カ ニ ズ ム を 前 提

に 、 製 品 や サ ー ビ ス と 欲 求 や 価 値 と が 結 び つ い て 形 成 さ れ る 動 機 づ け ら れ た 状 態 の

こ と で あ る 。  

・ 知 識 ： 消 費 者 の 行 動 や 情 報 処 理 活 動 は 、 モ チ ベ ー シ ョ ン や 関 与 水 準 の 高 さ だ け で

な く 、 商 品 や サ ー ビ ス に 関 す る 知 識 を ど の 程 度 、 ど の よ う な 内 容 や 構 造 で 持 っ て い

る か に よ っ て も 大 き く 異 な る 。  

・ 態 度 ： 消 費 者 は 、 経 験 や 学 習 を と お し て 、 選 択 対 象 で あ る ブ ラ ン ド や 店 舗 に 対 し

て 、「 好 き・嫌 い 」「 良 い・悪 い 」と い っ た 全 体 的 評 価 (感 情 を ベ ー ス と し た「 心 理 的

な 構 え 」 )を 形 成 し て い く 。こ の 全 体 的 評 価 の こ と を 態 度 と い う 。そ れ は 当 該 対 象 に

対 す る 特 定 の 行 動 の 準 備 状 態 、 な い し は 先 有 傾 向 と な り 、 さ ら に 意 図 の 形 成 に つ な

が り 、 行 動 を 規 定 す る と 考 え ら れ る 。  

（５）機関選好  

金 融 機 関 の 選 好 要 因 と し て 、 銀 行 業 に と っ て は 消 費 者 の 機 関 選 択 の 問 題 を 考 え る

際 に サ ー ビ ス ・ プ ロ フ ィ ッ ト ・ チ ェ ー ン と の 関 連 で 留 意 す べ き こ と が あ る 。 金 融 機

関 の 選 択 は 取 引 相 手 の 選 択 と 同 時 に 製 品 の 選 択 と い う 二 つ の 側 面 も 持 っ て い る (田

村  2002 )。日 本 で は か っ て 金 融 商 品 の 販 売 に 関 し て 種 々 の 規 制 が あ っ た た め 、差 別

化 は ほ と ん ど 行 わ れ て い な か っ た 。 各 金 融 機 関 は 支 店 網 や 人 海 戦 術 に よ る 顧 客 を 囲

い 込 み 、維 持 の た め の 戦 略 が 専 ら で あ っ た 。1990 年 代 後 半 か ら 規 制 緩 和 が 進 ん だ が 、

依 然 と し て 本 質 的 な 差 別 化 は 起 き て い な い 。 そ う し た 環 境 下 で は あ る が 、 消 費 者 は

金 融 機 関 を 使 い 分 け て い る 。 そ の 要 因 は い く つ か 考 え ら れ る が 、 限 度 額 の あ る マ ル

優 制 度 、 ペ イ オ フ に 備 え た リ ス ク 分 散 等 が 考 え ら れ る 。  

田 村 (200 2 )は 、 消 費 者 の タ イ プ を 現 状 維 持 、 革 新 志 向 者 、 高 不 安 、 低 関 心 の ４ つ

の セ グ メ ン ト に 分 け 、 都 市 部 と 地 方 部 に お け る 都 市 銀 行 、 信 託 銀 行 、 地 方 銀 行 、 郵

便 局 の 機 関 選 好 に つ い て 分 析 を し て い る 。 研 究 対 象 は 年 齢 層 、 金 融 資 産 も 様 々 で あ

り 、 富 裕 層 サ ー ビ ス へ の 取 り 組 み は 今 後 の モ デ ル と し て 紹 介 が さ れ て い る の み で あ

る 。  

 戸 谷 (2006 )は 金 融 サ ー ビ ス を 3 つ の 品 質 次 元 で 測 る と 定 義 し て い る 。 即 ち 商 品 品

質 、 相 互 作 用 品 質 、 機 関 品 質 で あ る 。 商 品 品 質 は 、 金 利 、 手 数 料 、 分 か り や す さ 、

品 ぞ ろ え 、 手 続 き の 容 易 さ 、 優 遇 有 無 な ど 。 相 互 作 用 品 質 は 処 理 の 迅 速 さ 、 応 対 印

象 、 店 舗 立 地 、 使 い や す さ 、 担 当 者 の 専 門 知 識 、 ト ラ ブ ル 対 応 、 な じ み 客 へ の 特 別

配 慮 な ど 。 最 後 に 機 関 品 質 は 存 在 感 、 知 名 度 、 信 頼 感 、 安 心 感 、 躍 動 感 、 先 進 性 な

ど 。 一 方 で 顧 客 の 金 融 行 動 に 着 目 す る と 、 顧 客 は 自 身 の 価 値 観 、 ラ イ フ ス タ イ ル か

ら 発 生 す る 金 融 ニ ー ズ を 満 た し た 「 製 品 」 を 選 択 し 、 機 関 選 択 と い う 「 行 動 」 を 起

こ す 。 取 引 に 至 っ た 金 融 機 関 は な ぜ 自 社 が 選 ば れ た か は わ か ら ず 、 金 融 機 関 の 内 部

デ ー タ だ け で は 、 機 関 選 好 の 真 の 要 因 が わ か ら な い 。 機 関 選 択 が 目 に 見 え る 行 動 で

あ り 、 そ の 行 動 を 分 析 す る 中 で 製 品 や リ レ ー シ ョ ン シ ッ プ 、 機 関 の ブ ラ ン ド 等 の 要

因 が 相 互 に 影 響 し て い る 。  

         

2.ア ジア主要国の富裕層市場の動向 (日本 .及びアジア主要国：中国、インド、韓国 )  

（１）  日本における富裕層市場動向  

  宮 本 (2007 )に お い て 、 日 本 で は 金 融 資 産 5 億 円 超 の 超 富 裕 層 と そ れ 以 下 の 富 裕 層

に お い て ま ず 職 業 に お い て 明 確 な 差 異 が あ る 。 超 富 裕 層 の 主 な 職 業 は 、 上 場 企 業 オ

ー ナ ー 経 営 者 や そ の 創 業 者 一 族 、 非 上 場 企 業 オ ー ナ ー 経 営 者 、 大 病 院 の 経 営 者 、 不
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動 産 オ ー ナ ー で あ る 。 こ れ は 筆 者 の 実 務 的 経 験 か ら も 同 意 で き る こ と で あ る 。 富 裕

層 に は 上 記 に 加 え て 、 開 業 医 、 公 認 会 計 士 、 税 理 士 、 弁 護 士 、 大 企 業 の 役 員 、 外 資

系 金 融 機 関 の 専 門 職 、 プ ロ ス ポ ー ツ 選 手 、 給 与 所 得 者 、 主 婦 、 遺 産 相 続 者 、 運 用 成

功 者 な ど 多 種 に わ た る 。 こ れ ら は 継 続 的 若 し く は 一 時 的 に 数 千 万 円 か ら 数 億 円 の 高

所 得 を 得 る が 、 そ の フ ロ ー 収 入 だ け で は 、 高 い 税 率 と 社 会 的 な ス テ イ タ ス を 維 持 す

る コ ス ト の た め 、 超 富 裕 層 へ ス テ ッ プ ア ッ プ す る こ と は 非 常 に 難 し い 。 特 に 日 本 に

お い て は 国 際 的 に 相 続 税 ・ 贈 与 税 が 高 い た め 、 自 分 の 労 働 以 外 で フ ロ ー 収 入 を 生 み

出 す 企 業 や 不 動 産 を 所 有 し な け れ ば 、 世 代 を 超 え て 資 産 家 で あ り 続 け る こ と は で き

な い 。  

日 本 の 三 大 都 市 圏 (東 京 、 名 古 屋 、 大 阪 )と 地 方 で の 超 富 裕 層 、 富 裕 層 の 職 業 の 実

態 を 見 て い る と 、 超 富 裕 層 に お い て は 差 異 が ほ と ん ど 見 ら れ な い が 、 富 裕 層 に お い

て は 、 地 方 で は 非 上 場 企 業 オ ー ナ ー 経 営 者 、 開 業 医 、 自 営 業 、 不 動 産 オ ー ナ ー が 中

心 で あ る が 、 三 大 都 市 圏 に お い て は 上 記 に 加 え て 新 た な 富 裕 層 が 次 か ら 次 へ と 誕 生

し て お り 、 潜 在 性 の 高 い マ ー ケ ッ ト と な っ て い る 。 例 え ば 、 ネ ッ ト ビ ジ ネ ス で 急 成

長 し た ベ ン チ ャ ー 企 業 オ ー ナ ー 経 営 者 、 退 職 金 や 相 続 し た 土 地 の 売 却 で 多 額 の 金 融

資 産 を 得 た 大 手 企 業 の 元 役 員 、 ス ト ッ ク オ プ シ ョ ン や 高 額 の 成 功 報 酬 を 短 期 間 で 得

た 外 資 系 金 融 機 関 の デ ィ ー ラ ー や フ ァ ン ド マ ネ ー ジ ャ ー 、 高 学 歴 ・ 高 所 得 の 共 働 き

夫 婦 な ど が 、新 た な 富 裕 層 を 形 成 し て い る 。こ れ ら の 新 た な 富 裕 層 は 、1947 年 以 降

に 生 ま れ た 新 世 代 で あ る 。 彼 ら は 、 上 の 世 代 よ り も 活 動 的 で 、 イ ン タ ー ネ ッ ト を 使

い こ な し 、自 分 で 情 報 を 集 め る 。ま た 金 融 リ テ ラ シ ー (自 分 で 学 習 し て 知 識 を 習 得 ・

活 用 す る 能 力 )が 高 く 、 合 理 的 な 判 断 を 志 向 す る 。  

コ ミ ュ ニ テ ィ と い う 観 点 で 見 て み る と 、 一 般 的 に 富 裕 層 は 富 裕 層 同 士 の ネ ッ ト ワ

ー ク を 大 切 に す る 。 彼 ら は 「 人 と 人 と の つ な が り が 、 資 産 の 保 全 や 事 業 の 拡 大 に お

い て 重 要 な 働 き を す る 」 こ と を よ く 理 解 を し て い る 。 特 に 地 方 圏 で は 、 経 済 の 規 模

や ダ イ ナ ミ ズ ム が 三 大 都 市 圏 よ り も 小 さ い た め 、 誰 が 富 裕 層 で あ る か が 、 お 互 い に

よ く わ か る 。 そ の た め 富 裕 層 の 地 域 コ ミ ュ ニ テ ィ に お け る 結 び つ き は 三 大 都 市 圏 よ

り も 強 固 で あ る 。実 際 に は 地 域 の 経 済 界 の 集 ま り 、行 政 が 主 催 す る 委 員 会 や 懇 談 会 、

地 元 の 有 名 高 校 の 同 窓 会 な ど に 顔 を そ ろ え る こ と が 多 い 。 さ ら に お 互 い の 子 供 や 孫

が 結 婚 す る と 、縁 戚 関 係 で 結 び つ く 。調 査 会 社 に よ る 調 査 で は 、ラ イ オ ン ズ ク ラ ブ 、

ロ ー タ リ ー ク ラ ブ 、 商 工 会 議 所 、 青 年 会 、 同 業 者 組 織 、 自 治 会 と い っ た コ ミ ュ ニ テ

ィ 活 用 事 例 が 多 い 。  

三 大 都 市 圏 の 富 裕 層 は 年 齢 層 も 比 較 的 若 く 、 自 身 の 専 門 知 識 、 技 能 に よ り 財 産 を

築 い た 方 が 比 較 的 多 い 。 そ の た め 地 域 の つ な が り と い う よ り は 、 仕 事 と 同 様 、 よ り

積 極 的 に 新 し い コ ミ ュ ニ テ ィ に お い て 関 係 を 築 く こ と に 主 眼 を 置 い て い る 。 か つ て

欧 米 を 中 心 に 発 展 し て き た プ ラ イ ベ ー ト ク ラ ブ (成 功 者 の 個 人 が 集 ま る 社 交 ク ラ ブ )

が 挙 げ ら れ る 。 日 本 で は 「 ア ー ク ヒ ル ズ ク ラ ブ 」 が 富 裕 層 向 け プ ラ イ ベ ー ト ク ラ ブ

の 草 分 け 的 存 在 で あ る 。 こ こ で は オ ー プ ン な 形 で の 会 員 募 集 を 行 っ て お ら ず 、 ク ラ

ブ メ ン バ ー 推 薦 が あ っ て 初 め て 入 会 で き る 。  

近 年 で は イ ン タ ー ネ ッ ト 環 境 の 飛 躍 的 向 上 に よ り 、 「 YUCAS EE」 と い っ た イ ン

タ ー ネ ッ ト 上 で の プ ラ イ ベ ー ト ク ラ ブ な ど も あ る 。 特 徴 的 な こ と は 、 既 存 の コ ミ ュ

ニ テ ィ に と ど ま ら ず 、 あ る 目 的 の も と に 新 た に コ ミ ュ ニ テ ィ を 創 る と い う 動 き が で

て き て い る 。  

提 供 側 の ア プ ロ ー チ 面 を 考 え る と 、 富 裕 層 ビ ジ ネ ス の 成 功 を 考 え る 時 、 画 一 的 な
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マ ス マ ー ケ テ ィ ン グ は 通 用 せ ず 、 富 裕 層 コ ミ ュ ニ テ ィ ー マ ー ケ テ ィ ン グ が 有 効 と い

う こ と が わ か っ て き た 。 調 査 の 過 程 で 富 裕 層 の 多 く は 何 か し ら の コ ミ ュ ニ テ ィ に 属

し て い る こ と が 多 い 。 そ の コ ミ ュ ニ テ ィ と は 、 会 員 制 の ク ラ ブ だ け に 留 ま ら ず 、 趣

味 や 嗜 好 、 価 値 観 と い っ た よ う な 有 形 、 無 形 で の 富 裕 層 同 士 の 結 び つ き で あ っ た り

す る 。 サ ー ビ ス の 提 供 側 と し て は 、 費 用 対 効 果 の 面 で は 基 本 的 に コ ミ ュ ニ テ ィ へ の

関 係 を 深 め て い く こ と に な る が 、 一 定 の 距 離 感 を 保 つ こ と も そ の コ ミ ュ ニ テ ィ の 理

解 に つ な が る 場 合 も あ る の で 各 々 の コ ミ ュ ニ テ ィ 、 富 裕 層 に つ い て 柔 軟 な 対 応 が 必

要 で あ る 。  

 

（２）  中国における富裕層市場動向  

 中 国 は 1949 年 の 建 国 以 後 、長 ら く 社 会 主 義 国 家 体 制 を と っ て い た が 、 1978 年 に

鄧 小 平 か ら 市 場 経 済 体 制 へ の 移 行 が 始 ま り 、 そ れ に と も に 富 裕 層 が 増 加 し て き た 。

し か し な が ら 中 国 に お い て は 富 裕 層 の 歴 史 が 浅 い こ と も あ り 、 様 々 な 定 義 が あ り 、

富 裕 層 自 体 の 焦 点 が 定 ま っ て い な い の が 現 状 で あ る 。 下 記 は 様 々 な 研 究 機 関 、 民 間

企 業 に よ る 定 義 で あ る 。  

 河 北 経 貿 大 学 経 済 研 究 所 、蘆 嘉 瑞 (1997 )が 実 施 し た「 中 国 都 市 居 住 者 消 費 者 研 究 」

で は 、都 市 部 世 帯 を 一 人 当 た り 可 処 分 所 得 で 5 つ に 区 分 し て い る 。可 処 分 所 得 の 高

い 順 に 「 富 有 世 帯 」 (世 帯 年 収 10 万 元 以 上 ≒ 130 万 円 以 上 、 都 市 部 世 帯 1%前 後 )、

「 富 裕 世 帯 」 (3 万 元 ～ 10 万 元 ≒ 36 万 円 ～ 130 万 円 、同 8%)、「 小 康 世 帯 (1 万 元 ～ 3

万 元 ≒ 13 万 円 か ら 36 万 円 、 同 50 .1%)、「 温 飽 世 帯 」 (5 千 元 ～ 1 万 元 ≒ 6 万 5 千 円

～ 13 万 円 、 同 36 .1%)、 「 貧 困 」 (5 千 元 以 下 ≒ 6 万 5 千 円 以 下 、 同 3 .8%)に 区 分 し 、

富 裕 層 は「 富 有 世 帯 」と「 富 裕 世 帯 」で 都 市 部 世 帯 の 約 10%を 占 め る と 試 算 し て い

る 。  

 中 国 の 代 表 的 な マ ー ケ テ ィ ン グ リ サ ー チ 会 社 の 新 世 代 市 場 観 測 機 構 が 毎 年 実 施 し

て い る 「 中 国 新 富 消 費 行 動 ・ 生 活 形 態 調 査 」 (新 富 と は 、 新 し く 台 頭 し た 18 歳 ～ 45

歳 の 若 年 富 裕 層 )で は 、1 級 都 市 (北 京 、上 海 、広 州 な ど )で 世 帯 年 収 8 万 元 以 上 ≒ 104

万 円 以 上 、 2 級 都 市 (南 京 、 武 漢 、 重 慶 な ど )で は 6 万 元 以 上 ≒ 78 万 円 以 上 に 設 定 し

て い る 。  

 定 期 的 に 中 国 の 富 裕 層 を 調 査 し て い る マ ス タ ー カ ー ド は 、 富 裕 層 を 年 収 17 万 元

～ 35 万 元 ≒ 221 万 円 ～ 455 万 円 、 超 富 裕 層 を 35 万 元 以 上 ≒ 455 万 円 以 上 と し て 、

2005 年 末 で 290 万 世 帯 の 富 裕 層 及 び 超 富 裕 層 は 、2015 年 に は 850 万 世 帯 と 予 測 し

て い る 。  

 2004 年 中 国 招 商 銀 行 が 実 施 し た「 中 国 富 裕 層 の 投 資 調 査 」で は 、富 裕 層 を 金 融 資

産 50 万 元 以 上 ≒ 650 万 円 以 上 に 設 定 し 、 同 年 時 点 に お い て 都 市 人 口 の 約 5%、 全 人

口 の 1 .5%と 推 計 し て い る 。メ リ ル リ ン チ な ど に よ る「 ア ジ ア 太 平 洋 ウ ェ ル ス・レ ポ

ー ト 2007 年 版 」 で は 、 富 裕 層 (HNW = Hig h  Net  Worth  In d iv i dua l )を 金 融 資 産 100

万 ド ル 以 上 (約 700 万 元 以 上 ≒ 9 ,100 万 円 以 上 )と 、上 記 の 10 倍 以 上 に 定 義 し て い る 。 

 こ れ は 中 国 の 経 済 成 長 、 国 民 の 所 得 水 準 の 伸 び が 急 激 で あ っ た た め に 、 そ の 時 々

に お け る 水 準 で 定 義 を し 直 し た こ と の 結 果 で あ る 。 筆 者 は 2012 年 2 月 に 中 国 ・ 上

海 の 中 国 工 商 銀 行 ( ICB C)の プ ラ イ ベ ー ト バ ン ク オ フ ィ ス へ 訪 問 し 、現 地 の プ ラ イ ベ

ー ト バ ン カ ー へ の イ ン タ ビ ュ ー を 行 っ た が 、 3 年 前 に 発 足 し た ICBC プ ラ イ ベ ー ト

バ ン ク 部 門 に お け る 顧 客 最 低 預 か り 残 高 を 800 万 元 以 上 ≒ 1 億 400 万 円 以 上 と 設 定

し て い る 。  
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 北 京 市 、上 海 市 、広 州 市 で 2008 年 に 実 施 さ れ た 中 国 (3 都 市 )富 裕 層 ラ イ フ ス タ イ

ル 調 査 で 世 帯 年 間 収 入 が 8 万 元 以 上 ≒ 104 万 円 以 上 を 富 裕 層 と し て 、1448 名 を 抽 出 、

職 業 か ら 富 裕 層 を 見 る と 、 「 経 営 者 ・ 責 任 者 」 の 占 め る 割 合 が 高 く 、 36 .2%を 占 め

る 。次 に「 専 門 技 能 者 、技 術 者 」28 .2%、「 貿 易 、販 売 及 び そ の 他 の 業 務 」が 11 .0%、

「 総 務 、 事 務 職 」 が 12 .8%と な っ て い る 。  

世 代 か ら を 見 る と 、日 本 と は 異 な り 、1960 年 代 後 半 ～ 1970 年 代 前 半 に お き た 文 化

大 革 命 の 体 験 年 齢 、 及 び 1979 年 か ら 実 施 さ れ た 一 人 っ 子 政 策 を 2 つ の 基 軸 と し て

区 分 さ れ る 。  

 文 革 世 代 (1951 年 ～ 1965 年 生 ま れ 、 現 47 歳 ～ 61 歳 で 文 革 を 経 験 し て い る 世 代 )

を 含 め 、 そ れ 以 前 の 世 代 の 消 費 を 一 言 で 表 現 す る と 質 素 ・ 倹 約 で あ る 。 一 方 、 ポ ス

ト 文 革 世 代 (1966 年 ～ 1978 年 生 ま れ 、現 34 歳 ～ 46 歳 で 文 革 時 に 生 ま れ た が 、幼 少

期 な の で 文 革 の 影 響 を 受 け て い な い 世 代 )は 、教 育 水 準 も 高 く 、消 費 意 欲 は そ れ 以 前

の 世 代 に 比 べ て 高 い 。 そ し て 現 在 の 消 費 リ ー ダ ー と し て 台 頭 し て い る の が 、 一 人 っ

子 世 代 政 策 ス タ ー ト 後 、 1979 年 以 降 に 生 ま れ た 一 人 っ 子 世 代 で あ る 。 1979 年 生 ま

れ の 一 人 っ 子 世 代 の 先 頭 は 、 2007 年 ほ ぼ 30 歳 と な り 消 費 の ピ ー ク を 迎 え て い る 。

自 ら 収 入 を 得 る よ う に な っ た 一 人 っ 子 世 代 の 共 通 項 は 、「 高 学 歴 、高 収 入 、高 消 費 、

高 感 度 」 で 消 費 意 欲 が 旺 盛 で 個 性 的 で あ る こ と 、 高 級 ブ ラ ン ド を 好 み 、 刺 激 的 ・ 体

験 的 消 費 行 動 が 目 立 ち 、 そ の 価 値 観 は 日 本 や 欧 米 の 同 世 代 と 遜 色 が な い と 言 わ れ て

い る 。実 際 、分 譲 マ ン シ ョ ン 、乗 用 車 、海 外 ブ ラ ン ド 品 消 費 は 、一 人 っ 子 世 代 の「 80

後 (1980 年 代 生 ま れ の 世 代 )」世 代 が 主 役 と な っ て い る 。サ ー ビ ス 等 提 供 側 か ら は 中

国 の 富 裕 層 を 市 場 と し て 捉 え る 際 に は 、 収 入 ・ 所 得 の フ ロ ー 及 び 資 産 と い う ス ト ッ

ク の 、 消 費 に お け る 経 済 的 ポ テ ン シ ャ ル 以 外 に 、 消 費 意 欲 の 高 低 と い っ た 消 費 マ イ

ン ド と い う 視 点 が 必 要 に な る 。  

（３）インドにおける富裕層市場の動向  

  メ リ ル リ ン チ ・ キ ャ ッ プ ジ ェ ミ ニ の ワ ー ル ド ・ ウ ェ ル ス ・ レ ポ ー ト (2011 )に お い

て は 、イ ン ド の 富 裕 層 (主 な 居 住 用 不 動 産 、収 集 品 、消 費 財 、お よ び 耐 久 消 費 財 を 除

き 、100 万 米 ド ル 以 上 の 投 資 可 能 資 産 所 有 者 )の 人 口 が 2010 年 に 153 千 人 と 世 界 12

位 と な っ た 。  

し か し な が ら イ ン ド に お い て は 富 裕 層 の 統 一 的 な 研 究 が ま だ な さ れ て お ら ず 、NRI

に お け る 2009 年 調 査 に お い て は デ リ ー 、 ム ン バ イ 、 チ ャ ン テ ィ ー ガ ル 、 バ ン ガ ロ

ー ル 、 ジ ャ イ プ ー ル の 5 都 市 に お け る 所 得 が 50 万 ル ピ ー (約 75 万 円 )以 上 を 富 裕 層

と し て 耐 久 消 費 財 の 所 有 状 況 、 ブ ラ ン ド ロ イ ヤ リ テ ィ の 調 査 を 行 っ て い る 。 ニ ュ ー

ス サ イ ト イ ン ド 新 聞 に お い て は 、 ラ イ フ ス タ イ ル を イ ン ド 特 有 の 社 会 階 層 分 類

(S EC:  So c ia l  E conomic  C lass )の 視 点 か ら 富 裕 層 、 中 間 層 を 分 析 し て い る 。 こ れ は

イ ン ド が 経 済 発 展 に よ り 、I T 関 連 業 種 な ど 旧 来 の カ ー ス ト 制 に よ る 職 能 集 団 に 存 在

し な い 職 種 が 現 れ た こ と 、 ま た 市 場 全 体 を 理 解 す る 上 で 新 た な 社 会 階 層 区 分 が 必 要

と な っ て き た こ と が 影 響 し て い る 。SEC は 世 帯 年 収 と 最 終 学 歴 に よ り 構 成 さ さ れ て

い る 。 年 収 で は Globa ls (年 収 100 万 ル ピ ー 以 上 ≒ 150 万 円 以 上 )、 Str ives (年 収 50

万 ～ 100 万 ル ピ ー ≒ 75 万 円 ～ 149 万 円 )、Seeke rs (2 0 万 ～ 50 万 ル ピ ー ≒ 30 万 円 ～ 74

万 円 )、 Aspi res (9 万 ～ 2 0 万 ル ピ ー ≒ 14 万 円 ～ 29 万 円 )、 Dep r ive d (9 万 ル ピ ー 以 下

≒ 13 万 円 以 下 )と 区 分 し て お り 、 こ の 内 、 Globa l s を 富 裕 層 と し て い る 。  

（４）  韓国における富裕層市場動向  

 NRI 調 査 (2008 )で は 韓 国 の 2007 年 時 点 で の 人 口 は 4 ,845 万 6 千 人 (日 本 1 億 2 ,778
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万 人 )、G DP は 9 ,571 億 ド ル (日 本 4 兆 3 ,838 億 ド ル )、富 裕 層 は 11 .8 万 人 (日 本 151

万 人 )、同 増 加 率 18 .9%/年 (日 本 2 .2%/年 )と 人 口 は 日 本 の 2 .6 分 の 1、経 済 規 模 は 4 .6

分 の で は あ る が 、 富 裕 層 の 人 口 は 日 本 の 12 .8 分 の 1 程 度 に な っ て い る 。  

し か し な が ら 、富 裕 層 の 増 加 率 は 日 本 よ り も 非 常 に 高 く な っ て い る 。韓 国 は「 銀 行 、

証 券 な ど の 金 融 業 態 別 の 分 野 規 制 」 、 「 海 外 投 資 の 制 限 」 等 日 本 と 似 た よ う な 金 融

規 制 が あ り 、「 戦 後 復 興 」、「 ベ ビ ー ブ ー ム 」、「 不 動 産 ブ ー ム 」な ど は 日 本 と 10

年 ～ 15 年 の 隔 た り が あ る 。  

物 価 水 準 を 考 慮 し て 韓 国 の 富 裕 層 (金 融 資 産 5 億 ウ ォ ン (≒ 4 ,300 万 円 )以 上 、60 歳

以 下 )の 職 業 で は 日 本 と 同 様 、 上 場 ・ 非 上 場 企 業 経 営 者 と プ ロ フ ェ ッ シ ョ ナ ル (医 療

法 人 の 経 営 者 、開 業 医 、勤 務 医 、公 認 会 計 士 、税 理 士 、弁 護 士 等 )が 多 い 。こ れ は 歴

史 的 な 要 因 が 影 響 し て い る と 考 え ら れ る 。  

韓 国 の 富 裕 層 の 資 産 形 成 の 方 法 は 、有 価 証 券 や 不 動 産 の 価 格 上 昇 に よ る と こ ろ が 大

き い 。 日 本 と 異 な り 、 所 得 の 蓄 積 に 加 え て 、 相 続 ・ 贈 与 や 資 産 運 用 を 組 み 合 わ せ て

い る 。 特 徴 的 な こ と と し て 、 韓 国 で は 1997 年 に タ イ を 中 心 に 始 ま っ た ア ジ ア 通 貨

危 機 に よ る IMF シ ョ ッ ク が 起 こ っ た こ と で あ る 。 ウ ォ ン の 急 激 な 下 落 、 IMF の 支

援 に 続 き 、1997 年 以 降 2007 ま で 株 価 や 地 価 が 一 貫 し て 上 昇 を 続 け た こ と が 韓 国 の

富 裕 層 の 持 続 的 増 加 に つ な が っ た 。  

金 融 機 関 と の 取 引 状 況 と し て 韓 国 で は 日 本 と 同 様 、国 内 系 の 銀 行 が 圧 倒 的 な 地 位 を

占 め て い る 。 但 し 韓 国 の 富 裕 層 の 方 が 外 資 系 金 融 機 関 の 利 用 に は 積 極 的 で あ る 。  

 

3 .  富裕層をめぐる主要プレイヤー (金融機関 )の状況  

（１）メガバンク (三菱 UFJ、三井住友、みずほ )  

 三 菱 UFJ フ ィ ナ ン シ ャ ル グ ル ー プ で は 、 三 菱 東 京 UFJ 銀 行 本 体 に プ ラ イ ベ ー ト

バ ン キ ン グ 営 業 室 が 置 か れ て い る 。 同 室 の 担 当 ア ド バ イ ザ ー と 、 支 店 ・ 支 社 の 担 当

者 が 、「 お 客 様 サ イ ド 」に 立 っ て 、グ ル ー プ の 窓 口 機 能 を 果 た し て い る 。グ ル ー プ 内

で は 、連 結 子 会 社・持 分 法 適 用 関 連 会 社 と し て 、三 菱 UFJ ウ ェ ル ネ ス マ ネ ジ メ ン ト

証 券 (100%出 資 )、三 菱 UFJ メ リ ル リ ン チ PB 証 券 (50%出 資 )、三 菱 UFJ 個 人 財 務 ア

ド バ イ ザ ー ズ (73 .6%出 資 )が PB サ ー ビ ス を 専 門 に 提 供 し て い る 。ま た グ ル ー プ の 主

要 会 社 で あ る 三 菱 UFJ 証 券 、 三 菱 UFJ 信 託 銀 行 に も 、 独 自 の PB 部 門 が 置 か れ て

い る 。  

 み ず ほ フ ィ ナ ン シ ャ ル グ ル ー プ に つ い て 、 中 核 の み ず ほ 銀 行 に は 、 個 人 グ ル ー プ

の コ ン サ ル テ ィ ン グ 業 務 部 の 中 に PB 室 が 設 置 さ れ て い る 。 ま た グ ル ー プ 内 に は 、

ウ ル ト ラ ハ イ ネ ッ ト ワ ー ス (み ず ほ フ ィ ナ ン シ ャ ル グ ル ー プ に き わ め て 多 額 の 資 産

を 預 け て い る 顧 客 )向 け に 、金 融・非 金 融 に 関 す る 総 合 コ ン サ ル テ ィ ン グ サ ー ビ ス を

提 供 す る 、み ず ほ プ ラ イ ベ ー ト ウ ェ ル ネ ス マ ネ ジ メ ン ト が あ る 。同 社 は 、銀 行 商 品 、

証 券 商 品 、 信 託 商 品 な ど の 金 融 商 品 だ け で な く 、 不 動 産 、 ア ー ト 、 フ ィ ラ ン ソ ロ ピ

ー な ど の 非 金 融 商 品 ・ サ ー ビ ス の 提 供 会 社 と も 業 務 提 携 を 行 い 、 日 本 の 法 制 度 の も

と で 欧 米 金 融 機 関 に 匹 敵 す る 包 括 的・一 元 的 な PB サ ー ビ ス の 提 供 を 目 指 し て い る 。

こ の ほ か 、 み ず ほ フ ィ ナ ン シ ャ ル グ ル ー プ に は 、 み ず ほ 信 託 銀 行 、 み ず ほ 証 券 、 み

ず ほ イ ン ベ ス タ ー ズ 証 券 に 、 そ れ ぞ れ PB 部 門 が 設 置 さ れ て い る 。  

 三 井 住 友 銀 行 は 、 個 人 部 門 、 法 人 部 門 、 企 業 金 融 部 門 を 横 断 す る 組 織 と し て 、 プ

ラ イ ベ ー ト ア ド バ イ ザ リ ー 本 部 を 設 置 し 、 そ の な か に オ ー ダ ー メ イ ド 型 の 商 品 や 高

度 な 運 用 手 法 の 提 案 を 行 う プ ラ イ ベ ー ト バ ン キ ン グ 事 業 部 を 置 い て い る 。 ま た 、 事
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業 承 継 に 対 す る サ ポ ー ト を 専 門 に 行 う 承 継 ビ ジ ネ ス 事 業 部 も 同 本 部 の 傘 下 に 置 か れ

て い る 。 同 行 は 、 個 人 取 引 ・ 法 人 取 引 を 横 断 す る 顧 客 ニ ー ズ に 対 応 す る た め 、 PB

サ ー ビ ス 専 門 会 社 を 別 会 社 と し て 設 置 す る の で は な く 、 銀 行 本 体 に 設 置 し 、 さ ら に

個 人・法 人 取 引 の 両 部 門 を 横 断 す る 位 置 づ け と し て い る 。こ れ に よ っ て 、法 人 取 引 ・

個 人 取 引 の 両 面 か ら 企 業 オ ー ナ ー の 囲 い 込 み が 図 れ る と 考 え て い る 。  

 メ ガ バ ン ク は い ず れ も 日 本 国 内 の 厚 い 顧 客 基 盤 を 利 用 し て 、 ロ ー ン や 融 資 を キ ー

と し て 富 裕 層 に ア プ ロ ー チ を し て い る 。 但 し あ く ま で も 企 業 オ ー ナ ー や 不 動 産 オ ー

ナ ー に は 強 さ を 発 揮 し て い る が 、 専 門 職 等 に は 十 分 ア プ ロ ー チ し き れ て い な い 現 状

も あ る 。  

（２）証券会社の PB サービス  

 野 村 證 券 で は 、 フ ィ ナ ン シ ャ ル マ ネ ジ メ ン ト 本 部 で 、 公 開 企 業 ・ 公 開 準 備 企 業 お

よ び 関 連 個 人 へ の 資 産 管 理 面 に お け る リ レ ー シ ョ ン ・ マ ネ ジ メ ン ト 業 務 を 行 っ て い

る 。 一 方 、 全 国 の 本 支 店 に お い て は 「 ウ ェ ル ス 層 ・ 富 裕 層 に 対 し て 、 資 産 全 体 の 管

理 ・ サ ポ ー ト を 行 う 高 度 な ノ ウ ハ ウ を 有 す る 社 員 に よ る 、 コ ン サ ル テ ィ ン グ 能 力 を

生 か し た 対 面 サ ー ビ ス 」を 提 供 し て い る 。ま た 、富 裕 層 向 け SMA(ラ ッ プ 口 座 )を 通

じ た 資 産 運 用 サ ー ビ ス を 、2006 年 4 月 か ら 全 国 の 本 支 店 に お い て 取 扱 い を 開 始 し た 。

今 後 、 フ ィ ナ ン シ ャ ル プ ラ ン ナ ー は 7 ,000 人 体 制 を 目 指 し て い る 。  

 大 和 証 券 は 、1999 年 7 月 に プ ラ イ ベ ー ト バ ン キ ン グ 部 を 設 立 し 、富 裕 層 向 け ビ ジ

ネ ス へ の 本 格 参 入 を 開 始 し 、 翌 年 の 2000 年 7 月 に 、 大 阪 及 び 名 古 屋 に 拠 点 を 拡 張

し た 。大 和 証 券 プ ラ イ ベ ー ト バ ン キ ン グ で は ダ イ ワ SMA、保 険 商 品 、オ ル タ ナ テ ィ

ブ 商 品 (仕 組 債 、 不 動 産 私 募 フ ァ ン ド な ど )な ど の 商 品 提 供 、 資 産 配 分 や 事 業 承 継 の

コ ン サ ル テ ィ ン グ サ ー ビ ス 、大 和 LMS(有 価 証 券 担 保 ロ ー ン )、自 社 株 管 理 サ ー ビ ス

な ど を 提 供 し て い る 。  

 日 興 コ ー デ ィ ア ル 証 券 は 、 ウ ェ ル ス マ ネ ジ メ ン ト 本 部 の な か に プ ラ イ ベ ー ト バ ン

キ ン グ 部 を 設 置 し て い る 。そ し て 、残 高 ベ ー ス で の 手 数 料 口 座 で あ る ラ ッ プ 口 座 や 、

専 門 の 運 用 口 座 に 一 任 す る SMA に も 力 を 入 れ て お り 、 1998 年 に 日 本 初 の 投 信 ラ ッ

プ 「 グ ロ ー バ ル ・ ラ ッ プ 」、 2006 年 に 日 興 SMA「 グ ロ ー バ ル ポ ー ト (一 任 型 )」 を 開

始 し た 。 ま た 2006 年 2 月 に は 、 バ ン ク ・ プ リ ヴ ェ ・ エ ド モ ン ・ ド ゥ ・ ロ ス チ ャ イ

ル ド ・ ヨ ー ロ ッ パ と 合 弁 で フ ァ ミ リ ー オ フ ィ ス ・ サ ー ビ ス の 提 供 を 専 業 と す る 合 弁

会 社「 LCF エ ド モ ン ・ド ゥ・ ロ ス チ ャ イ ル ド・ 日 興 コ ー デ ィ ア ル 」を 設 立 し た 。こ

の 会 社 は 富 裕 層 フ ァ ミ リ ー が 抱 か え る 多 種 多 様 な 非 金 融 分 野 に お け る ニ ー ズ に 対 し

て 、 個 別 に カ ス タ マ イ ズ さ れ た サ ー ビ ス 等 の 提 供 を す る と い う 。 具 体 的 に は 、 美 術

品・宝 飾 品 な ど の 購 入・査 定 に 関 す る 情 報 提 供 、特 別 な 旅 行・イ ベ ン ト の ア レ ン ジ 、

海 外 留 学 な ど の 子 弟 教 育 に 関 す る サ ポ ー ト 、 社 会 貢 献 活 動 に 対 す る ア ド バ イ ス な ど

が あ げ ら れ て い る 。 証 券 会 社 は 、 資 産 運 用 の ア ド バ イ ス 経 験 、 ノ ウ ハ ウ は 豊 富 で あ

る が 、 運 用 に 積 極 的 な 顧 客 へ の 対 応 に 終 始 し 、 融 資 の よ う な 安 定 収 益 源 の 拡 大 は 進

ん で い な い 。 ま た 、 大 手 証 券 は 、 マ ス 層 か ら 富 裕 層 ・ 超 富 裕 層 ま で 、 す べ て 個 人 営

業 部 門 の 担 当 者 が 受 け 持 っ て い る 。さ ま ざ ま な 顧 客 を 数 百 人 単 位 で 担 当 し て い る と 、

顧 客 一 人 ひ と り の ニ ー ズ に 気 を 配 る よ り も 、 金 融 商 品 の 販 売 に 注 力 せ ざ る を え な く

な っ て し ま う 。 事 業 承 継 や 相 続 対 策 も 顧 客 依 頼 が あ っ て 初 め て 対 応 し て い る の が 実

情 で あ る 。  

（３）信託銀行の PB サービス  

 三 菱 UFJ 信 託 銀 行 は 、 リ テ ー ル 部 門 内 に プ ラ イ ベ ー ト バ ン キ ン グ 営 業 部 を 置 き 、
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支 店 で の サ ー ビ ス と は 区 別 さ れ た PB サ ー ビ ス を 提 供 し て い る 。 そ の 内 容 は 、 企 業

オ ー ナ ー な ど 、資 産 家 と そ の 家 族 の た め の オ ー ダ ー メ イ ド の バ ン キ ン グ サ ー ビ ス で 、

具 体 的 に は 、 自 社 株 の 承 継 ・ 管 理 を は じ め と す る 資 産 承 継 コ ン サ ル テ ィ ン グ や 資 産

運 用 の コ ン サ ル テ ィ ン グ を 行 っ て い る 。  

 旧 住 友 信 託 銀 行 は 、リ テ ー ル 部 門 内 に プ ラ イ ベ ー ト バ ン キ ン グ 部 を 設 置 し て い る 。

ま た 、 取 引 残 高 1 億 円 以 上 を 入 会 条 件 に し た 「 す み し ん プ ラ イ ベ ー ト ・ ト ラ ス ト ・

ク ラ ブ 」 と い う 会 員 組 織 を 持 っ て い る 。 同 社 の プ ラ イ ベ ー ト バ ン キ ン グ で は 、 オ ー

ダ ー メ イ ド 商 品 を 含 む 資 産 運 用 商 品 や 包 括 管 理 信 託 ・ 事 業 承 継 信 託 な ど の 資 産 管 理

商 品 の 提 供 と 、 不 動 産 活 用 な ど の ア ド バ イ ス を 、 専 任 の リ レ ー シ ョ ン シ ッ プ マ ネ ー

ジ ャ ー の 顔 写 真 や 相 談 事 例 を 公 開 し て い る 点 は ユ ニ ー ク で あ る 。 ま た 、 医 療 相 談 、

美 術 品 の 選 定 、 健 康 サ ポ ー ト な ど の 非 金 融 サ ー ビ ス に つ い て は 専 門 会 社 と 提 携 し て

い る 。 さ ら に 、 2007 年 1 月 か ら は 、 投 資 一 任 サ ー ビ ス 「 す み し ん SMA」 を 、 プ ラ

イ ベ ー ト バ ン キ ン グ の 顧 客 を 対 象 に 提 供 開 始 し た 。  

 旧 中 央 三 井 信 託 銀 行 は 、 資 産 家 の た め の 相 談 サ ー ビ ス と し て PB サ ー ビ ス を 提 供

し て い る 。 資 産 承 継 、 資 産 運 用 ・ 管 理 に つ い て の ノ ウ ハ ウ 、 税 理 士 、 弁 護 士 、 社 会

保 険 労 務 士 、 司 法 書 士 な ど の 社 外 専 門 家 ネ ッ ト ワ ー ク の 活 用 、 顧 客 と の フ ァ イ ス ・

ト ゥ ・ フ ェ イ ス で の 相 談 を 通 じ た 提 案 を 行 っ て い る 。 ま た 同 社 は 、 国 の 重 要 文 化 財

に 指 定 さ れ て い る 三 井 本 館 に 「 プ ラ イ ベ ー ト ト ラ ス ト サ ロ ン 」 と い う PB サ ー ビ ス

の た め の 専 門 ス ペ ー ス を 持 っ て い る 。 取 引 残 高 3 ,000 万 円 以 上 か ら 入 会 で き る 「 ベ

ス ト ク オ リ テ ィ 」 の 会 員 で あ れ ば こ の サ ロ ン を 利 用 で き る 。 な お 、 サ ロ ン に 隣 接 し

て 国 内 有 数 の 大 き さ の 貸 金 庫 が 設 置 さ れ て い る 点 に 特 徴 が あ る 。  

 信 託 銀 行 は 、 運 用 商 品 、 融 資 、 事 業 承 継 、 非 金 融 サ ー ビ ス の 紹 介 な ど の 幅 広 い サ

ー ビ ス ラ イ ン ナ ッ プ を 用 意 し て い る 。 し か し 、 信 託 銀 行 を メ イ ン 金 融 機 関 と す る 富

裕 層 は 多 く な い 。 支 店 や 人 員 の 経 営 資 源 の 量 が メ ガ バ ン ク 、 証 券 会 社 よ り も 劣 っ て

い る こ と が 主 因 で あ る 。 ま た PB サ ー ビ ス を 利 用 す る 顧 客 層 も 不 動 産 オ ー ナ ー や 高

齢 の 女 性 が 多 い 。 信 託 銀 行 の 顧 客 は 、 大 地 主 、 元 上 場 企 業 の 役 員 、 代 々 相 続 で ビ ル

を い く つ か 持 っ て い る 人 が 中 心 で あ る 。 大 企 業 取 引 と の 取 引 が 中 心 だ っ た の で 、 都

市 銀 行 と 比 較 し て 中 小 企 業 の 取 引 は 多 く な い と い っ た 特 徴 が あ る 。 メ ガ バ ン ク や 証

券 会 社 、 地 方 銀 行 と 比 較 し て も 提 供 で き る ラ イ ン ナ ッ プ や 専 門 性 が 高 い 。 し か し な

が ら 、 信 託 銀 行 の 強 み で あ る 遺 言 書 の 作 成 、 遺 言 信 託 、 遺 産 整 理 業 務 な ど の 相 続 対

策 の 相 談 は 信 頼 関 係 が で き て か ら 初 め て 金 融 機 関 に 依 頼 す る も の で あ り 、 選 択 に 関

し て 受 身 的 な 状 態 を 打 破 す る こ と が 課 題 と な っ て い る 。  

（４）外資系銀行 /証券の PB サービス  

 日 本 で 最 初 に PB サ ー ビ ス を 本 格 的 に 立 ち 上 げ て 成 功 し た の は 、 シ テ ィ バ ン ク で

あ る 。 1987 年 、 東 京 に シ テ ィ バ ン ク ・ プ ラ イ ベ ー ト バ ン ク を 開 設 し 、 90 年 代 後 半

に は 100 名 を 超 え る プ ラ イ ベ ー ト バ ン カ ー を 抱 え る ま で に 成 長 し た 。 と こ ろ が 、

2004 年 に 、法 令 違 反 で 日 本 か ら PB サ ー ビ ス 業 務 を 撤 退 す る こ と に な っ た 。現 在 で

は 個 人 金 融 部 門 に て プ レ ミ ア ム サ ー ビ ス を 提 供 し て い る 。 同 行 は 外 資 系 金 融 機 関 で

は 初 め て 2007 年 7 月 に 日 本 の 銀 行 法 に 基 づ き 現 地 法 人 を 果 た し 、 預 金 保 険 機 構 に

も 加 入 し て 、 日 本 市 場 の 中 で 存 在 感 を 再 構 築 し て い る 。  

 UBS 銀 行 東 京 支 店 は 、東 京 、大 阪 、名 古 屋 の 三 拠 点 で ウ ェ ル ス マ ネ ジ メ ン ト サ ー

ビ ス を 提 供 し て い る 。こ の ほ か UBS 証 券 も 東 京 (大 手 町 )に 拠 点 を 持 ち 、独 自 に ウ ェ

ル ス マ ネ ジ メ ン ト サ ー ビ ス を 提 供 し て い る 。 UB S は 、「 UB S ア ド バ イ ザ リ ー プ ロ セ
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ス 」 と い う 顧 客 へ の 助 言 の サ イ ク ル を 重 視 し て い る 。 具 体 的 に は 、 投 資 プ ロ フ ィ ー

ル の ヒ ヤ リ ン グ に は じ ま り 、 投 資 プ ラ ン の 提 案 、 投 資 プ ラ ン の 実 行 、 投 資 プ ラ ン の

レ ビ ュ ー と い う 一 連 の サ イ ク ル を 通 じ て 、 商 品 販 売 と は 一 線 を 画 す サ ー ビ ス を 提 供

し て い る 。  

 HS BC (香 港 上 海 銀 行 )は 、金 融 資 産 3 億 円 以 上 の 富 裕 層・超 富 裕 層 を 対 象 に 、香 港

上 海 銀 行 東 京 支 店 及 び HS B C 証 券 会 社 東 京 支 店 に お い て 、ウ ェ ル ス マ ネ ジ メ ン ト サ

ー ビ ス を 提 供 し て い る 。 HSB C は 、日 本 で 金 融 サ ー ビ ス を 開 始 し て か ら 140 年 に な

る が 、 HSB C プ ラ イ ベ ー ト バ ン ク は 1996 年 に サ ー ビ ス を 開 始 し た 。 な お 、 HSB C

は 、2008 年 1 月 か ら 、金 融 資 産 1 ,000 万 円 以 上 の マ ス 富 裕 層 を 対 象 に 、東 京・大 阪

を は じ め と す る 主 要 都 市 で HSB C プ レ ミ ア ム と い う ウ ェ ル ス マ ネ ジ メ ン ト サ ー ビ ス

を 開 始 し た 。 し か し な が ら プ ラ イ ベ ー ト バ ン ク 部 門 の 売 却 に つ づ き 、 2012 年 に は

HS B C プ レ ミ ア ム の 閉 鎖 も 決 定 。 富 裕 層 向 け の サ ー ビ ス は 全 面 撤 退 し て し ま っ た 。  

 三 菱 UFJ メ リ ル リ ン チ PB 証 券 は 、メ リ ル リ ン チ 日 本 証 券 が 50%、三 菱 東 京 UFJ

銀 行 が 40%、 三 菱 UFJ 証 券 が 10%出 資 し て 、 2006 年 5 月 に 設 立 し た 「 和 洋 折 衷 」

の PB 専 門 会 社 で あ る 。東 京 、大 阪 、名 古 屋 、福 岡 に 拠 点 を 持 ち 、約 150 名 の FA(フ

ァ イ ナ ン シ ャ ル ア ド バ イ ザ ー )を 抱 か え て い る 。同 社 は 、メ リ ル リ ン チ 日 本 証 券 の 個

人 金 融 部 門 を 引 き 継 ぎ 、メ リ ル リ ン チ の 持 つ 商 品 開 発 力 と 、三 菱 東 京 UFJ 銀 行 の 顧

客 基 盤 を 融 合 さ せ た 新 し い タ イ プ の プ ラ イ ベ ー ト バ ン ク を 目 指 し て い る 。  

 ド イ ツ 銀 行 グ ル ー プ は 、 法 人 お よ び 機 関 投 資 家 向 け の 証 券 ・ 投 資 銀 行 業 務 に 強 み

を 持 っ て い る 。 個 人 富 裕 層 及 び 上 場 ・ 未 上 場 の 事 業 会 社 や 医 療 法 人 、 学 校 法 人 、 宗

教 法 人 な ど の 各 種 団 体 を 対 象 に 、 プ ラ イ ベ ー ト ウ ェ ル ス マ ネ ジ メ ン ト サ ー ビ ス を 、

ド イ ツ 証 券 な ら び に ド イ ツ 銀 行 東 京 支 店 を 通 じ て そ れ ぞ れ 提 供 し て い る 。 投 資 銀 行

業 務 の 強 み を 生 か し た 法 人 オ ー ナ ー お よ び ミ ド ル マ ー ケ ッ ト の 顧 客 開 拓 に 強 み を 持

っ て い る 。  

 外 資 系 の 銀 行 /証 券 は 、欧 州 の 高 級 車 の イ メ ー ジ に 似 て い る 。性 能 や 品 質 だ け で な

く 、「 外 資 系 で あ る こ と 」あ る い は「 長 い 歴 史 や 伝 統 か ら 生 ま れ た ス テ イ タ ス や あ こ

が れ 」 が 、 顧 客 に と っ て 金 融 機 関 を 選 択 す る 際 の 重 要 な 要 素 と な っ て い る 。 現 実 と

し て 国 内 で は 、同 じ 制 度 の 下 で 金 融 サ ー ビ ス を 提 供 し て い る 限 り 、外 資 系 銀 行 /証 券

だ け で し か 提 供 で き な い 商 品・サ ー ビ ス は 存 在 し な い 。外 資 系 銀 行 /証 券 は 、母 国 (と

く に 欧 州 )に お け る PB サ ー ビ ス の 提 供 形 式 と は 異 な る ビ ジ ネ ス モ デ ル を 日 本 で 展 開

し て い る 。 そ の 理 由 は 、 第 一 に 日 本 と 欧 州 で は 金 融 制 度 が 異 な り 、 ユ ニ バ ー サ ル バ

ン キ ン グ サ ー ビ ス 提 供 の 制 限 が あ る こ と 。 第 二 に 、 PB サ ー ビ ス が は じ ま っ て 間 も

な い た め 、 PB サ ー ビ ス を 上 手 に 使 い こ な す ノ ウ ハ ウ を 顧 客 が 持 っ て い な い 。 第 三

に 、日 本 に 進 出 し て い る 外 資 系 銀 行 /証 券 は 、母 国 で は た い て い 、ト ッ プ 金 融 機 関 で

あ る が 、 日 本 で は チ ャ レ ン ジ ャ ー の ポ ジ シ ョ ン で あ る 。 チ ャ レ ン ジ ャ ー は チ ャ ン ピ

オ ン よ り も 先 鋭 的 な 商 品 ・ サ ー ビ ス で 、 攻 撃 的 に 顧 客 を 獲 得 し な け れ ば な ら な い 。

ま た 、 新 規 に 進 出 し た 国 に お い て 、 短 期 間 で 黒 字 化 す る こ と を 求 め る な ら ば 、 収 益

性 の 高 い 運 用 商 品 の 販 売 に 傾 注 せ ざ る を 得 な く な る と い う 面 も あ る 。 そ の 結 果 、 欧

州 で は 、 資 産 ポ ー ト フ ォ リ オ の ア ド バ イ ス か ら 、 運 用 商 品 、 融 資 、 非 金 融 サ ー ビ ス

ま で バ ラ ン ス よ く 提 供 し て い る 金 融 機 関 が 、 日 本 で は 、 特 殊 な 運 用 商 品 の 提 案 に 特

化 す る と い う こ と が 起 き て い る 。  

 日 本 に 進 出 し て い る 外 資 系 銀 行 /証 券 だ け で な く 、海 外 金 融 機 関 の プ ラ イ ベ ー ト バ

ン カ ー が 、海 外 拠 点 か ら 直 接 、日 本 の 顧 客 に サ ー ビ ス を 提 供 す る と い う 方 法 も あ る 。
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数 年 前 に 、 海 外 の 資 産 移 転 や 海 外 移 住 が 話 題 に な っ た 頃 、 海 外 金 融 機 関 の プ ラ イ ベ

ー ト バ ン カ ー が 盛 ん に 日 本 国 内 の 超 富 裕 層 に ア プ ロ ー チ を し た 。 し か し 、 国 税 当 局

の 監 視 が 強 化 さ れ 、 ま た 、 マ ネ ー ロ ン ダ リ ン グ を 防 止 す る た め の さ ま ざ ま な 対 策 が

と ら れ て き た た め 、 資 産 の 移 転 は 一 時 ほ ど の ブ ー ム で は な く な っ た 。  

 現 状 の 外 資 系 銀 行 /証 券 の PB サ ー ビ ス 戦 略 は 、ひ っ そ り と 小 規 模 の ま ま で い る か 、

量 的 な 拡 大 を 志 向 す る か に よ っ て 大 き く 分 か れ る 。 昨 今 で は 外 資 系 の 優 位 性 も 一 時

期 よ り 衰 え て お り 、 顧 客 も 優 秀 な 人 材 も 邦 銀 か ら こ ぞ っ て く る こ と が 少 な く な っ て

い る 。  

 

4 .  用語の定義  

 

 本 論 文 に お け る 用 語 の 定 義 は 、 以 下 に 通 り で あ る 。 以 後 特 別 な 記 述 が な い 限 り 、

同 様 の 意 味 で 使 用 す る 。  

 

表 2 . 本 論 文 に お け る 重 要 な 用 語 の 定 義  

用 語  定 義  

富 裕 層  金 融 資 産 5 ,000 万 円 以 上 の 方 。 収 入 に つ い て は

各 国 の 経 済 水 準 に よ り ば ら つ き が あ り 、 定 義 せ

ず 。  

 

非 富 裕 層  金 融 資 産 5 ,000 万 円 未 満 の 方 。 収 入 に つ い て は

各 国 で 経 済 水 準 に よ り ば ら つ き が あ り 、 定 義 せ

ず 。  

 

( 金 融 機 関 選 択 に お け る ) 

ス タ ッ フ (人 )に よ る 要 因  

担 当 者 の 存 在 、 人 柄 、 態 度 、 親 身 な 対 応 、 事 務

処 理 の 迅 速 ・ 正 確 さ 、 専 門 知 識 の 豊 富 さ 等 、 主

と し て ス タ ッ フ の 属 人 的 な 要 因 。  

 

( 金 融 機 関 選 択 に お け る ) 機

関 (組 織 )に よ る 要 因  

格 付 、 企 業 理 念 、 自 国 他 国 資 本 、 ブ ラ ン ド 、 店

舗・ ATM な ど の ア ク セ ス 、店 舗 内 外 装 、ホ ー ム

ペ ー ジ 、 広 告 宣 伝 等 、 主 と し て 金 融 機 関 に 帰 属

す る 要 因 。  

( 金 融 機 関 選 択 に お け る ) 商

品 、 サ ー ビ ス に よ る 要 因  

 

投 資 商 品 の 品 揃 え 、 専 門 的 な サ ー ビ ス 、 金 利 、

手 数 料 、 イ ン タ ー ネ ッ ト 、 平 日 休 日 の 延 長 営 業

等 の 要 因 を 言 う 。  

( 金 融 機 関 選 択 に お け る ) コ

ミ ュ ニ テ ィ 要 因  

コ ミ ュ ニ テ ィ と は 地 域 的 な つ な が り だ け で は な

く 、 人 的 な つ な が り を 持 っ た 同 窓 会 、 町 内 会 、

趣 味 の 会 、 ス ポ ー ツ ク ラ ブ 等 の 対 面 型 や ソ ー シ

ャ ル ネ ッ ト ワ ー ク サ ー ビ ス 等 の 非 対 面 型 の コ ミ

ュ ニ テ ィ も 含 む 。  

両 親 、 家 族 、 兄 弟 や 知 人 友 人 、 機 関 内 に 知 人 友

人 が い る こ と も 含 ま れ る 。  
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( 金 融 機 関 選 択 に お け る ) 論

理 的 要 因  

金 利 、 手 数 料 、 商 品 ・ サ ー ビ ス の 品 揃 え 、 支 店

網 、 信 用 格 付 、 業 歴 等 、 一 般 的 に 目 に 見 え る 形

で 、 金 融 機 関 毎 に 比 較 可 能 な 条 件  

( 金 融 機 関 選 択 に お け る ) 感

覚 的 要 因  

経 営 理 念 、 ブ ラ ン ド 、 支 店 の 雰 囲 気 、 ス タ ッ フ

に 対 す る 印 象 、 新 聞 、 コ マ ー シ ャ ル 等 の 宣 伝 広

告 等 、 個 々 の 顧 客 の 主 観 的 な 要 素 の み で 決 ま る

も の 。  

 

5 .先行研究の問題点  

富 裕 層 マ ー ケ テ ィ ン グ が 遅 れ て い た ア ジ ア 地 域 に お い て も 、 そ の 重 要 性 や 社 会 、

経 済 に 対 す る 影 響 力 が 認 識 さ れ て お り 、 学 術 的 な 調 査 も 行 わ れ 始 め て い る 。 但 し そ

の 調 査 も 各 業 界 に よ る も の が 大 勢 で あ る 。  

し か し な が ら 経 済 の グ ロ ー バ ル 化 の 進 行 に 伴 っ て 国 家 間 の 経 済 協 力 が 一 層 進 み 、

人 々 の 移 動 も よ り 容 易 に な っ た 現 在 、 突 出 す る 富 裕 層 の 消 費 意 欲 と 能 力 、 移 動 頻 度

な ど を 考 え る と 、 自 国 だ け で な く 地 域 全 体 、 さ ら に は 世 界 範 囲 で 富 裕 層 市 場 を 捉 え

る こ と が 重 要 で あ る 。 加 え て 国 家 間 の 共 通 点 あ る い は 差 異 点 を 明 ら か に す る こ と に

よ り 、 特 に 新 興 富 裕 層 の 実 態 を よ り 鮮 明 に 浮 か び 上 が ら せ る こ と が グ ロ ー バ ル リ テ

ー ル バ ン ク の ロ ー カ ラ イ ズ 戦 略 へ の 示 唆 が 得 ら れ る と 考 え ら れ る 。  

 

6 .  リサーチクエスチョンの設定                                               

（ １ ） 日 本 を 含 め ア ジ ア 各 国 に お い て 富 裕 層 の 金 融 機 関 選 択 要 因 に は 非 富 裕 層 と 明

確 な 差 異 が あ る の か 。 日 本 と 他 国 に お い て は ど う か 。  

（ ２ ） 金 融 機 関 の 選 択 に お い て 富 裕 層 が 特 に 重 視 す る 要 因 は 何 か 。  

（ ３ ） 富 裕 層 は そ の 資 産 形 成 の 過 程 等 で 築 い た 人 的 ネ ッ ト ワ ー ク 、 コ ミ ュ ニ テ ィ を

利 用 し て 金 融 機 関 の 選 択 す る 傾 向 が あ る の か 。  

 

7 .  仮説の設定   

本 論 文 は 上 記 を 踏 ま え て 、 以 下 を 仮 説 と し て 提 示 す る 。  

（ １ ）富 裕 層 の 金 融 機 関 選 択 の 要 因 は 、非 富 裕 層 の 選 択 要 因 と は 異 な る 傾 向 を 示

す 。即 ち 一 般 の 消 費 行 動 に 見 ら れ る 最 寄 り 指 向 、金 利・手 数 料 等 の 論 理 的 な 要 因 よ

り も 信 頼 の で き る 担 当 者 と の リ レ ー シ ョ ン や 誠 意 の あ る 対 応 と い う 人 的 、感 覚 的 な

要 因 、 専 門 的 な サ ー ビ ス が 金 融 機 関 選 択 に 強 く 影 響 を 及 ぼ し て い る 。  

非 富 裕 層 に お い て 金 融 機 関 の 選 択 は お お む ね 受 動 的 で あ る と 考 え る 。 例 え ば 自 宅

や 勤 務 先 の 近 く に あ っ た 、 給 与 振 込 口 座 と し て 指 定 さ れ た 等 々 で あ る 。 即 ち 金 融 機

関 で あ れ ば ど こ で も 変 わ ら な い と い う 考 え 方 で あ る 。 加 え て こ れ ら の 層 で は 、 各 金

融 機 関 と も 上 級 の サ ー ビ ス や 専 門 ス タ ッ フ を 配 置 し て い な い こ と が 通 常 で あ る か ら 、

金 融 機 関 を 選 択 す る 際 の 要 因 と し て は 信 用 度 、 ブ ラ ン ド 、 金 利 や 手 数 料 な ど の 表 面

的 な わ か り や す い 差 異 に 頼 る こ と に な る 。  

 一 方 富 裕 層 に お い て は 、 よ り 専 門 的 な サ ー ビ ス を 受 け な け れ ば 自 分 の 資 産 を 守 れ

な い と 思 う 傾 向 が 強 い と 考 え る 。 そ の た め 表 面 的 な 商 品 、 サ ー ビ ス で な く 、 自 分 の

資 産 を 真 剣 に 誠 意 を も っ て 守 っ て も ら え か つ 高 度 で 専 門 的 な サ ー ビ ス が 受 け ら れ る

金 融 機 関 、 ス タ ッ フ を 選 択 要 因 と す る こ と が 考 え ら れ る 。  

上 記 に つ い て 日 本 及 び 中 国 富 裕 層 の 比 較 を 行 う が 、 金 融 機 関 の 選 択 要 因 に つ い て
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有 意 な 差 が な け れ ば 、 日 本 独 自 の ロ ー カ ラ イ ズ で は な く 各 国 富 裕 層 に 対 す る ロ ー カ

ラ イ ズ と い う 点 に 着 目 す る 示 唆 も 得 ら れ る と 考 え る 。  

（ ２ ）富 裕 層 金 融 機 関 選 択 に は 、個 人 で 築 い た 人 的 な ネ ッ ト ワ ー ク や 親 族 、地 域

社 会 等 、 比 較 的 同 種 の 人 間 が 集 ま っ た コ ミ ュ ニ テ ィ に よ る 影 響 を 受 け て い る 。  

特 に 富 裕 層 の 方 は い ま ま で に 金 融 、 非 金 融 に か か わ ら ず 様 々 な 企 業 よ り セ ー ル ス

を 受 け て お り 、 よ り 多 く の 失 敗 の 経 験 を 多 く し て い る 方 が 多 い 。 情 報 の 非 対 称 性 に

よ り 、 自 ら が 収 集 、 理 解 の で き る 範 囲 が 限 ら れ て い る な か ら 、 非 富 裕 層 の 方 よ り も

多 く の 資 産 を 効 率 良 く 守 ら な け れ ば な ら な い と い う ニ ー ズ が あ る 。 そ こ で 自 分 と 価

値 観 や 生 活 様 式 が 似 て お り 、 し か も 当 該 金 融 商 品 や 各 種 サ ー ビ ス に つ い て 経 験 を し

て い る 人 間 の 話 で あ れ ば 信 頼 に 足 る と い う こ と で 選 択 の 強 い 要 因 に な る の で は と 考

え る 。  

    

8 .本論文における研究対象、研 究 フ レ ー ム ワ ー ク  

（ １ ） 研 究 対 象  

 本 研 究 は 国 境 を 越 え た 富 裕 層 の 金 融 機 関 選 択 行 動 に 焦 点 を 当 て て い る が 、 あ く ま

で も 日 本 市 場 に 対 す る ロ ー カ ル 戦 略 へ の 道 筋 を 示 す こ と を ベ ー ス と し て い る 。 そ こ

で 図 3 と 表 ３ の よ う に 、 富 裕 層 の 基 準 は 日 本 基 準 を 中 心 と し て 、日 本 国 内 の 富 裕 層

及 び 日 本 市 場 と 有 機 的 な つ な が り が あ る 東 ア ジ ア や イ ン ド に お け る 富 裕 層 を 比 較 研

究 対 象 と す る 。但 し 一 方 で 各 国 の 所 得 水 準 、各 国 の 富 裕 層 の 基 準 も 存 在 は し て お り 、

今 後 の 経 済 発 展 と も に よ り 日 本 基 準 の 富 裕 層 に 現 在 進 行 形 で 近 づ い て い く こ と が 考

え ら れ る た め 、 質 問 票 調 査 に お い て は 富 裕 層 の 範 囲 を 柔 軟 に 設 定 し て い く 。  

あ く ま で 超 富 裕 層 を 除 い て い る が 、筆 者 に 勤 務 す る 金 融 機 関 は 2004 年 に こ れ ら を

タ ー ゲ ッ ト と し て 専 門 的 な サ ー ビ ス を 提 供 し て い る プ ラ イ ベ ー ト バ ン ク 部 門 を 閉 鎖

し た 。 前 述 の 通 り 日 本 で は 超 富 裕 層 が 税 制 等 の 理 由 で 増 加 し に く い 環 境 で あ る 一 方

で 、 富 裕 層 、 準 富 裕 層 の 、 そ の 能 力 に よ り 一 代 で ス テ イ タ ス 到 達 可 能 で あ る こ と 、

ま た 常 に 再 生 産 、 増 加 が 可 能 で あ る ボ リ ュ ー ム ゾ ー ン で あ る こ と か ら 、 プ ラ イ ベ ー

ト バ ン ク サ ー ビ ス と 商 業 銀 行 サ ー ビ ス の 狭 間 に 位 置 す る こ の セ グ メ ン ト こ れ ら の 層

の 獲 得 が リ テ ー ル 金 融 機 関 に と っ て 最 重 要 で あ る こ と に よ る 。  
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図 3 本 研 究 の 分 析 対 象 で あ る 富 裕 層 と 準 富 裕 層  

 

 

 

  

超富裕層 金融資産5億円以上     

6.1万世帯 65兆円 

 富裕層     同1億円以上     

84.2万世帯  189兆円 

   準富裕層   同5,000万円以上 

271.1万世帯  195兆円 

アッパーマス層同3,000万円以上    
659.8万世帯   254兆円 

マス層          同3,000万円未満         

3,940万世帯   470兆円 

ア ジ ア （ 中 国 、 香 港 、

台 湾 、韓 国 、イ ン ド 等 ）

日 本 と の 往 来 が 多 く 、

日 本 市 場 の 実 質 的 な 顧

客  

日 本  

ﾌﾟﾗｲﾍﾞｰﾄﾊﾞﾝｸの 領 域  

受 動 的 選 択 顧

客 支 店 網 の 厚

い 地 場 銀 行 が

有 利 。  
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表 3 .  日 本 の 富 裕 層 ・ 超 富 裕 層  職 業 に よ る 分 類  

 三 大 都 市 圏 (東 京 都、神 奈 川 県、埼

玉 県 、 愛 知 県 、 大 阪 府 、 京 都 府 、

兵 庫 県 )  

地 方 圏 (左 記 以 外 )  

大 富 豪 ( 金 融 資 産

1 ,000 億 円 以 上 )  

・上 場 企 業 オ ー ナ ー 経 営 者 (老 舗 企

業 ・ 新 興 企 業 )  

稀 に 存 在  

富 豪 (金 融 資 産 100

億 円 ～ 1 ,000 億 円 )  

 

・ 上 場 企 業 オ ー ナ ー 経 営 者  

・非 上 場 企 業 オ ー ナ ー 経 営 者 (大 企

業 )  

・上 場 企 業・非 上 場 企 業 の

オ ー ナ ー 経 営 者  

・ 大 病 院 の 経 営 者  

・ 不 動 産 オ ー ナ ー  

金 融 資 産 (5 億 円 ～

100 億 円 )  

・上 場 企 業 オ ー ナ ー 経 営 者 (新 興 企

業 )  

・ 非 上 場 企 業 オ ー ナ ー 経 営 者  

・ 大 病 院 の 経 営 者  

・ 不 動 産 オ ー ナ ー  

同 上  

富 裕 層  ・ オ ー ナ ー (上 場 企 業 予 備 軍 )  

・非 上 場 企 業 オ ー ナ ー 経 営 者 (中 堅

企 業 )  

・ 開 業 医  

・ プ ロ フ ェ ッ シ ョ ナ ル  

・ 自 営 業  

・ 不 動 産 オ ー ナ ー  

・ 大 企 業 の 役 員 ・ 外 資 系 金 融 機 関

の 専 門 職  

・ 給 与 所 得 者 ・ 主 婦  

・上 場 企 業・非 上 場 企 業 の

オ ー ナ ー 経 営 者 ( 中 堅 企

業 )  

・ 開 業 医  

・ 自 営 業  

・ 不 動 産 オ ー ナ ー  

準 富 裕 層  上 記 に 加 え て  

・ 退 職 者 (退 職 金 受 領 者 )  

・ 会 社 員 (上 級 管 理 職 、 専 門 職 )  

同 左  

 

※ 出 所  野 村 総 合 研 究 所 『 富 裕 層 フ ァ ミ リ ー 』 P.4 を 筆 者 が 一 部 加 筆  

 

（２）研究フレームワーク  

 前 節 ま で に 述 べ た よ う に 、 富 裕 層 は 自 身 が 持 つ 人 的 、 物 的 な ネ ッ ト ワ ー ク を 能 動

的 又 は 受 動 的 に 利 用 し て 、人 生 に お け る 様 々 な 場 面 に お い て 良 い と 思 わ れ る「 選 択 」

を 行 っ て お り 、 こ れ は 富 裕 層 に 限 ら ず 、 一 般 消 費 者 に お い て も 言 え る こ と で は な い

か と 考 え ら れ る 。但 し 富 裕 層 は 一 般 消 費 者 と は 異 な り 、そ の 過 程 で よ り 多 く の 経 験 、

努 力 、 情 報 の 獲 得 、 判 断 、 選 択 を 行 っ て き て い る と 考 え ら れ る 。 富 裕 層 の 金 融 機 関

選 択 の 背 後 に あ る 考 え 、 即 ち 仮 説 を 実 証 で き れ ば 、 金 融 機 関 は そ の 点 を 意 識 し た 戦

略 を 自 社 の 経 営 資 源 を 踏 ま え て 行 う こ と が 、 成 功 へ の 道 筋 で は な い か 。 意 識 を し な

い も し く は 行 動 を 起 こ さ な い 金 融 機 関 は 、 た と え 地 元 に 根 差 し た 金 融 機 関 で あ ろ う

と グ ロ ー バ ル リ テ ー ル バ ン ク と い え ど も 、 リ テ ー ル バ ン ク の 柱 と も い う べ き 富 裕 層

ビ ジ ネ ス で 成 功 を 掴 め な い 。  

 

 

超 富 裕

層  

富 裕 層

及 び 予

備 軍  
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図 4 .研 究 フ レ ー ム ワ ー ク ①  外 的 側 面 か ら 見 た 要 因  

 

 

図  5 .研 究 フ レ ー ム ワ ー ク ②  内 的 側 面 か ら 見 た 要 因  

 

第三章 調査の結果  

 本 論 文 に お い て は 時 間 的 、 物 理 的 な 制 約 を 考 慮 し 、 RQ、 仮 説 の 実 証 方 法 と し て 先

行 文 献 調 査 、 ラ イ ブ ラ リ ー 調 査 に よ り ま ず 該 当 地 域 に お け る 富 裕 層 マ ー ケ ッ ト に お

け る 一 般 的 な 動 向 を 明 ら か に す る 。 次 に イ ン タ ビ ュ ー 調 査 と 質 問 票 調 査 に よ り 、 文

献 に お け る 調 査 時 期 と の ギ ャ ッ プ を 埋 め 、 正 に 「 今 」 現 在 の 富 裕 層 の 生 情 報 、 ど の

よ う な 要 因 、 情 報 源 を 頼 り に し て 金 融 機 関 を 選 好 し て い る か を 浮 か び あ が ら せ る 。

質 問 票 の 項 目 が 彼 ら に と り わ か り や す く か つ 本 研 究 の 目 的 に 沿 っ た 、 よ り 偏 り の な

い も の に す る た め 、 イ ン タ ビ ュ ー 調 査 を 先 行 し て 行 う 。  

 

1 .インタビュー調査の実施要綱  

 本 研 究 の フ レ ー ム ワ ー ク で 仮 定 し て い る 富 裕 層 の 金 融 機 関 選 択 行 動 の 正 に 現 在 進

行 形 か つ 日 本 を 含 む ア ジ ア 広 域 の 状 況 を 検 証 す る こ と を 目 的 と し て イ ン タ ビ ュ ー 調

査 を 行 っ た 。  

本 研 究 は サ ー ベ イ 調 査 も 実 施 し て い る が 、 定 性 的 な イ ン タ ビ ュ ー 調 査 に お い て 得

た 事 実 を 更 に 補 強 す る も の と し て 定 量 的 な サ ー ベ イ 調 査 を 組 み 合 わ せ る こ と に よ り 、

調 査 自 体 の 普 遍 性 を 高 め 、 仮 説 の 検 証 し 、 示 唆 を 得 ら れ る も の と 考 え た 。  

 

2 .調査実施内容   

（１）富裕層へのインタビュー  

日 本 で の 調 査 対 象 は 専 門 技 能 や マ ネ ジ メ ン ト 能 力 を 背 景 に 富 裕 層 と な っ た 医 師 A

氏 (50 歳 台 )、企 業 役 員 B 氏 (50 歳 台 )、会 社 員 時 の 給 与 等 の 蓄 積 、相 続 に よ り 富 裕 層

の 仲 間 入 り を し た C 氏 (60 歳 台 、退 職 者 )。い ず れ も 日 本 人 で あ る が 、富 裕 層 と な っ

た 経 緯 が 全 く 異 な っ て い る 。 し か し な が ら 以 下 の 共 通 点 が 見 ら れ た 。 ま ず 両 親 、 そ
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れ も 父 親 の 価 値 観 の 影 響 を 強 く 受 け て い る 。 そ れ が 金 融 機 関 の 選 択 ま で 影 響 を 及 ぼ

し て い た 。 す な わ ち 父 親 が 好 意 を 持 っ て い る 金 融 機 関 に は 本 人 も 同 様 に 好 意 を 持 っ

て い る こ と 。 そ し て そ れ が そ の ま ま 金 融 機 関 の 選 択 、 取 引 に つ な が っ て い る こ と で

あ る 。 上 記 ３ 者 と も に 大 卒 か つ 有 名 大 学 卒 と 高 学 歴 で あ り 、 両 親 が 教 育 熱 心 で あ る

家 庭 で あ っ た 。  

い ず れ に お い て も 現 在 所 属 し て い る 同 窓 会 や ス ポ ー ツ ク ラ ブ 等 の コ ミ ュ ニ テ ィ に お

い て は 金 融 機 関 の 話 題 が で る こ と は ほ と ん ど な い 。 特 に 同 窓 会 に つ い て 昔 か ら の 同

級 生 と 会 社 の 肩 書 や 資 産 状 況 を 抜 き に し て 、 純 粋 に 会 い た い と い う 気 持 ち を 持 っ て

い る 。 実 際 に は 同 窓 会 に 来 な い 同 級 生 は 様 々 に 苦 労 や 劣 等 感 を 持 っ て い る こ と も あ

り 、 会 っ て も そ う い っ た 話 を す る と 気 ま ず い 雰 囲 気 に な る こ と を 非 常 に 心 配 し て い

た 。 家 族 内 で も 金 融 機 関 の 話 が 出 る こ と は な い 。 し か し な が ら 金 融 機 関 、 商 品 、 サ

ー ビ ス に 対 す る 欠 乏 感 を 持 っ て お り 、 金 融 機 関 に 勤 め る 知 人 ・ 友 人 を 通 じ て 情 報 を

得 る よ う 努 力 し て い る 一 面 も あ っ た 。医 師 A 氏 は 医 師 会 に お け る 各 種 優 遇 取 引 も 金

融 機 関 の 選 択 要 因 と な っ て い た 。 両 者 も 金 融 機 関 の 選 択 は 全 体 的 に 受 動 的 だ っ た 。

医 師 A 氏 は 普 段 の 業 務 が 繁 忙 す ぎ て あ ま り 金 融 機 関 自 体 に 関 心 を 持 っ て い な か っ た 。

一 方 、相 続 富 裕 層 C 氏 は 今 の 生 活 を 楽 し み た い 、お 金 の こ と を 考 え る の は「 が め つ

い 」 と 考 え 、 金 融 機 関 に 対 し て は 一 定 の 距 離 を 取 っ て い る こ と が 見 ら れ た 。 グ ロ ー

バ ル リ テ ー ル 金 融 機 関 を 選 択 す る か ど う か で は 、A 氏 は 米 国 滞 在 経 験 者 で あ る た め 、

イ ン タ ー ナ シ ョ ナ ル バ ン キ ン グ カ ー ド が 利 用 で き る と い う メ リ ッ ト を 感 じ て 、 グ ロ

ー バ ル リ テ ー ル 金 融 機 関 を 一 部 取 引 先 と し て 選 択 し た 。一 方 C 氏 は 海 外 旅 行 の 経 験

も 少 な く 、 日 系 で は な い グ ロ ー バ ル リ テ ー ル 金 融 機 関 に は ほ と ん ど 関 心 を 示 し て い

な か っ た 。  

中 国 ・ 上 海 に お い て は 企 業 経 営 者 の R 氏 (40 歳 台 )と 面 談 を 行 っ た 。 49 才 、 会 社

経 営 者 、 会 社 経 営 者 、 上 海 フ ァ ッ シ ョ ン 協 会 理 事 、 フ ラ ン ス の 経 営 管 理 学 院 で 博 士

号 取 得 。雑 誌『 尚 流 』内 で の 上 海 の 著 名 人 300 人 に 紹 介 さ れ る 程 、上 海 で は 有 名 な

方 (R 氏 を 担 当 し て い る 中 国 工 商 銀 行 ( ICBC)P B 担 当 者 よ り )。推 定 金 融 資 産 は 数 億 円 。

銀 行 選 択 要 因 と し て は 時 価 総 額 が 世 界 最 大 で あ り 、 経 営 に 安 定 感 が あ り か つ 地 元 と

い う こ と が 主 要 な 要 因 と な っ て い た 。 R 氏 は 香 港 に も 会 社 を 保 有 し て い る た め 、 法

人 取 引 の 関 係 か ら 香 港 上 海 銀 行 (HSB C)に お い て も 個 人 で の 取 引 が あ る 。日 本 の イ ン

タ ビ ュ ー 調 査 と 異 な る の は 、 た と え 本 業 が 繁 忙 で あ っ て も グ ロ ー バ ル リ テ ー ル 金 融

機 関 に も 一 定 の 関 心 を 示 し て い た こ と で あ る 。 自 身 の 持 つ 人 的 な ネ ッ ト ワ ー ク 内 で

は ビ ジ ネ ス に 限 ら ず 、 金 融 機 関 情 報 も 入 手 を し て い た 。 但 し 中 国 内 で は 中 国 系 で は

な い グ ロ ー バ ル リ テ ー ル 金 融 機 関 は 資 本 や 業 務 規 制 の も あ り 十 分 な サ ー ビ ス を 提 供

で き て い な い こ と に 理 解 を 示 し な が ら も 、 中 国 国 内 で は 十 分 な サ ー ビ ス が 期 待 で き

な い と 考 え 、 積 極 的 な 選 択 、 取 引 に 至 っ て い な い と い う こ と が 見 ら れ た 。  

在 日 イ ン ド 人 で 輸 入 商 社 を 経 営 し て い る K 氏 (年 齢 不 詳 )に も 電 話 に よ る イ ン タ ビ

ュ ー を 行 っ た 。 在 日 の イ ン ド の ネ ッ ト ワ ー ク か ら は 金 融 機 関 に 関 す る 情 報 を 交 換 す

る こ と は 少 な い 。 こ れ は 自 身 が 会 社 経 営 者 と し て 銀 行 と の 接 触 が あ り 、 金 融 機 関 の

情 報 に 詳 し い こ と が 影 響 し て い る 。 彼 が 金 融 機 関 を 選 択 す る 上 で 重 視 す る の は 、 金

利 、 手 数 料 で あ る 。 運 用 商 品 で あ れ ば そ の 実 績 。 自 身 の 資 産 を い か に 増 や す か と い

う こ と に 関 心 が あ っ た 。  

韓 国 ・ ソ ウ ル に て 機 械 部 品 の 製 造 ・ 販 売 会 社 の オ ー ナ ー で あ る D 氏 (50 歳 台 )は 、

金 融 機 関 の 選 択 に つ い て 会 社 と 個 人 を 完 全 に 分 け て い た 。 会 社 は 継 続 的 な 融 資 取 引
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の た め 、 地 元 銀 行 と の 取 引 を メ イ ン に し て い た が 、 ソ ウ ル 市 北 部 の 高 級 住 宅 街 に あ

る 自 宅 を 購 入 の 際 に は 、 韓 国 シ テ ィ バ ン ク の 住 宅 ロ ー ン を 利 用 し て い た 。 ロ ー ン の

金 利 等 の 条 件 が 良 か っ た こ と も あ る が 、 シ テ ィ バ ン ク の グ ロ ー バ ル バ ン ク と し て の

イ メ ー ジ が 気 に 入 っ て い た と 仰 っ て い た 。 D 氏 は 米 国 の 樹 脂 部 品 メ ー カ ー の 韓 国 総

代 理 店 に も な っ て い る た め 、 米 国 出 張 経 験 も 多 く 、 当 時 世 界 最 大 級 の 金 融 機 関 で あ

っ た シ テ ィ バ ン ク と 取 引 を す る こ と は ス テ イ タ ス で も あ る と お 話 し を し て い た 。 ま

た ビ ジ ネ ス で 築 い た ネ ッ ト ワ ー ク か ら 金 融 機 関 に 関 す る 情 報 も 入 手 を し て い た 。  

（２）富裕層向けサービス提供側への調査～ゆかし (YUC ASE E)～  

・ 概 要  

 2006 年 誕 生 の 純 金 融 資 産 1 億 円 以 上 を 有 す る 富 裕 層 の 為 の 会 員 制 プ ラ イ ベ ー ト

ク ラ ブ で あ る 。 富 裕 層 特 有 の 悩 み を 自 分 と 同 じ よ う な 過 程 で 富 裕 層 に な っ た 方 々 の

知 恵 や 、 同 じ 目 線 で 本 音 が 言 え る 場 で あ り 、 外 資 系 投 資 銀 行 の 幹 部 や ベ ン チ ャ ー 企

業 の 経 営 者 、 専 門 職 の 会 員 達 は 、 お 互 い に 助 け 合 い 、 実 体 験 に 基 づ く 知 恵 を 共 有 し

て い る 。 ＜ ゆ か し ＞ は 自 分 の 好 み を 主 張 せ ず 、 会 員 の 意 思 だ け を 反 映 す る エ ー ジ ェ

ン ト に 徹 し て い る 。 当 然 な が ら 、 情 報 の 事 実 関 係 や 本 当 の 富 裕 層 に ふ さ わ し い も の

で あ る か ど う か は 事 務 局 に て 吟 味 さ れ て い る 。 会 員 の 内 訳 と し て 上 は 77 歳 の 病 院

院 長 か ら 下 は 10 億 円 を 運 用 す る 20 代 の 学 生 個 人 投 資 家 ま で い る 。創 立 者 の 高 岡 壮

一 郎 氏 は そ の 設 立 の 背 景 を 次 の よ う に 述 べ て い る 。 「 イ ン タ ー ネ ッ ト の 技 術 の 進 展

と 規 制 緩 和 、 金 融 開 放 に よ り 今 や 世 界 は 一 つ に な っ て い ま す 。 世 界 各 国 は 、 自 国 の

成 長 を 続 け る 為 、 他 国 か ら 人 材 と 資 金 を 引 き 寄 せ る 為 、 そ れ が 結 局 は 国 民 す べ て に

恩 恵 を も た ら す と い う 前 提 で 、 富 裕 層 個 人 に と っ て 魅 力 的 な 政 策 立 案 を 競 い 合 っ て

い ま す 。 ア メ リ カ も 中 国 も シ ン ガ ポ ー ル も 、 人 材 ・ 資 金 と い う 資 源 を 求 め て 争 う 一

人 の プ レ イ ヤ ー な の で す 。 」  

・ ゆ か し 会 員 デ ー タ  

図 6 .保 有 純 金 融 資 産 額  
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図 7 .職 業 構 成  

 

図 8 .世 帯 年 収  

 

図 9 .居 住 地  
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図 10 .年 齢 構 成  

 

※ ア ブ ラ ハ ム ・ グ ル ー プ ・ ホ ー ル デ ィ ン グ ス 株 式 会 社 ＜ ゆ か し ＞ 会 員 属 性 資 料 よ り  

 

・ 当 該 企 業 選 定 理 由  

 本 研 究 で は 、 外 資 系 リ テ ー ル の 顧 客 と し て の 可 能 性 が 高 い 、 新 興 の 富 裕 層 の 動 向

調 査 が メ イ ン の テ ー マ に な っ て い る 。 ＜ ゆ か し ＞ 顧 客 の 属 性 は き わ め て こ れ ら の 富

裕 層 と 重 な っ て お り 、 ＜ ゆ か し ＞ 会 員 の 金 融 機 関 選 好 に 対 す る 考 え 方 、 ネ ッ ト ワ ー

ク 、 コ ミ ュ ニ テ ィ に 対 す る 生 の 声 を 聞 く こ と に よ り 、 質 問 票 調 査 の 補 完 と し て 十 分

説 得 力 を 持 つ 資 料 と な り 得 る た め 。 前 述 の 富 裕 層 の イ ン タ ビ ュ ー で は 、 両 親 等 近 親

者 の 影 響 を 受 け て お り 、 コ ミ ュ ニ テ ィ に よ る 影 響 が 少 な か っ た が 、 更 に 調 査 を 進 め

い く な か で 当 サ イ ト が 浮 か び 上 が り 調 査 を し た 。  

・ ゆ か し を 通 じ て 見 え た 富 裕 層 の 実 態 、 金 融 機 関 選 好 に 対 す る 考 え  

 こ こ で は 投 稿 さ れ た 富 裕 層 の 生 の 声 を 拾 い 、 彼 ら の 行 動 様 式 、 金 融 機 関 、 サ ー ビ

ス ・ 商 品 に 関 す る 共 通 点 を 考 察 し た い 。  

-会 員 の 実 像 -  

 東 京 都 在 住 ・ 30 代 ・ フ ァ ン ド マ ネ ー ジ ャ ー  

「 東 京 大 学 を 出 て 、 外 資 系 証 券 に 就 職 。 そ の 後 ヘ ッ ド ハ ン テ ィ ン グ で フ ァ ン ド 会

社 に 転 職 し ま し た 。 フ ァ ン ド の 運 用 を 担 当 し て い た の で す が 、 運 用 成 績 が よ か っ た

た め 一 気 に 収 入 が 増 え 、 気 が 付 い た ら 資 産 が 数 億 円 に な っ て い ま し た 。 今 は 30 代

の 前 半 で 独 身 で す が 、 仕 事 仲 間 や 学 生 時 代 の 友 人 で も 自 分 の こ と を お 金 持 ち だ と 思

っ て い る 人 は い ま せ ん 。 特 に 言 い 出 す 機 会 も な い で す か ら ね 。 た だ 自 分 と 同 じ よ う

に 努 力 し て 資 産 を 築 い た 若 い 人 が た く さ ん い る の だ ろ う し 、 そ う い う 人 た ち と 情 報

交 換 を で き る よ う に な れ ば 刺 激 的 だ ろ う な と 思 っ て 入 会 し ま し た 。 」  

 兵 庫 県 在 住 ・ 40 代 ・ 個 人 投 資 家  

「 商 社 に 勤 務 し た あ と 、 独 立 し て 輸 入 商 社 を 経 営 し て い ま し た 。 中 国 の 株 式 や 不 動

産 で 十 億 円 単 位 の 資 産 を 築 い た の を き っ か け に 投 資 業 に 専 念 し て い ま す 。 と い っ て

も 、 朝 か ら 晩 ま で パ ソ コ ン モ ニ タ ー の 前 に 張 り 付 く の は 性 に 合 わ な い の で 、 普 段 は

妻 と ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 を し て い ま す 。 」  

 神 奈 川 県 在 住 ・ 30 代 ・ 医 師 の 妻  

「 夫 が 開 業 医 を し て い ま す 。 結 婚 前 は キ ャ ビ ン ア テ ン ダ ン ト を し て い た の で す が 、

子 ど も も 生 ま れ た の で 今 は 趣 味 と 実 益 を 兼 ね て フ ラ ワ ー ア レ ン ジ メ ン ト の 教 室 を 運

営 し て い ま す 。 ＜ ゆ か し ＞ は 雑 誌 や テ レ ビ で は 聞 い た こ と の な い よ う な ワ イ ン の 話

年

齢  
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や 、 紹 介 が な い と 絶 対 に 入 れ な い 隠 れ 家 レ ス ト ラ ン の 情 報 な ど 、 学 生 時 代 の 友 人 や

子 ど も の マ マ 友 達 と は 違 っ た 、 新 し い 情 報 や 刺 激 に 溢 れ て い る の で 非 常 に 楽 し く 利

用 し て い ま す 。 そ の 世 界 の 専 門 家 な ど 、 普 段 な ら ち ょ っ と 臆 し て し ま う の で す が 、

皆 さ ん び っ く り す る ぐ ら い 親 切 で 、 メ ー ル 一 本 で 何 で も 気 軽 に 教 え て く だ さ る の で

本 当 に 感 謝 し て い ま す 。 」  

 東 京 都 在 住 ・ 30 代 ・ 会 社 員  

「 生 ま れ は ア メ リ カ で 、 4 歳 半 ま で シ カ ゴ で 過 ご し ま し た 。 大 学 で 日 本 に 戻 っ て き

て 、 大 手 商 社 に 就 職 し た の で す が 、 外 資 系 の コ ン サ ル テ ィ ン グ 会 社 を 経 て 、 今 の 不

動 産 投 資 会 社 に 至 り ま す 。友 人 を 増 や す の が 好 き な の で ＜ ゆ か し ＞ に 入 り ま し た 。」  

 東 京 都 在 住 ・ 50 代 ・ 会 社 経 営 者  

「 お か げ さ ま で 、 東 証 一 部 ま で 上 場 で き ま し た 。 何 も な い と こ ろ か ら 始 め た に し て

は 、 ま ず ま ず か も し れ ま せ ん 。 個 人 の 立 場 で 色 々 と 刺 激 を 受 け た く て ＜ ゆ か し ＞ に

入 り ま し た 。  

 -経 済 の グ ロ ー バ ル 化 に つ い て -  

 東 京 都 在 住 ・ 40 代 ・ 弁 護 士  

「 富 裕 層 か ど う か で す か ？ お 金 の 過 多 よ り も 、 自 分 が 自 分 ら し く 居 ら れ る の が 本 当

の “ 富 裕 ” じ ゃ な い の で し ょ う か ？ 私 の 場 合 は 自 分 で 資 金 を 運 用 す る よ り も 、 専 門

知 識 を 深 め て 、 自 分 の 能 力 を 高 め る ほ う に 関 心 が あ り ま す 。 」  

 東 京 都 在 住 ・ 50 代 ・ 経 営 者  

「 子 供 に 相 続 し た い の は 、 財 産 も そ う で す が 、 や は り 知 恵 だ と 思 い ま す 。 自 分 で 考

え る 力 、 困 難 に 立 ち 向 か う 勇 気 な ど を 受 け 継 が せ た い と 思 っ て い ま す 。 」  

 東 京 都 在 住 ・ 30 代 ・ 個 人 投 資 家  

「 現 在 運 用 し て い る の は 13 億 円 ほ ど 。 投 資 で す か ら 保 有 資 産 の 時 価 は 常 に 変 動 し

ま す 。 目 先 の 変 動 よ り も 、 自 分 の 戦 略 や ポ リ シ ー が 一 貫 し て い る こ と が 大 切 で す 。

一 番 大 切 に し て い る の は 、 情 報 や 知 識 で す 。 情 報 や 知 識 が あ れ ば 、 現 時 点 で お 金 が

減 っ て い て も 、 い つ か は 取 り 返 す こ と が で き る と 思 う の で す 。 」  

 富 裕 層 の 方 の 傾 向 と し て 、 お 金 そ の も の よ り も 知 恵 ・ 知 識 を と て も 大 切 に し て い

る こ と が 伺 え る 。  

-SN S、 イ ン タ ー ネ ッ ト 利 用 に つ い て -  

 東 京 都 在 住 ・ 50 代 ・ 医 師  

「 以 前 、別 の ソ ー シ ャ ル ・ ネ ッ ト ワ ー ク ・ サ ー ビ ス を 試 し た こ と が あ り ま す が 、 50

歳 を 過 ぎ て 、20 代 の 働 い て い な い 人 と 話 し て も 面 白 く あ り ま せ ん で し た 。そ の 点 ＜

ゆ か し ＞ は 立 派 な 方 が 多 い で す ね 。 時 間 を う ま く お 使 い の 方 も 多 く て 、 す ご く 羨 ま

し い な と 感 じ て い ま す 。 そ ん な 方 が 私 の 書 い た た わ い も な い 日 記 に 感 想 を 書 い て く

だ さ る と す ご く う れ し い で す ね 。＜ ゆ か し ＞ で 得 た 情 報 を 活 用 す る こ と も あ り ま す 。

大 阪 と か 神 戸 へ 講 演 や セ ミ ナ ー で 出 張 し た と き に 、 ＜ ゆ か し ＞ で 教 え て い た だ い た

レ ス ト ラ ン を 利 用 し ま し た が 、 さ す が に よ か っ た で す ね 。 」  

-富 裕 層 の 悩 み 、 コ ミ ュ ニ テ ィ へ の 期 待 -  

 東 京 都 在 住 ・ 30 代 ・ 個 人 投 資 家  

「 日 本 は 好 き で す よ 。 繊 細 な と こ ろ な ん て い い で す よ ね 。 た だ お 金 持 ち に 対 し て は

や っ ぱ り 厳 し い と 思 い ま す ね 。 立 ち 位 置 が 掴 め な い と い う か 。 昔 か ら の 代 々 の お 金

持 ち は 周 囲 を そ れ を 知 っ て い る か ら 、 自 然 に そ う 振 る 舞 え る 。 と こ ろ が 、 私 の 家 の

よ う な と こ ろ は そ れ な り に 持 っ て い る の に 、 そ う 見 え て い な い 。 し か も 、 お 金 持 ち
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同 士 が 共 有 し て い る 情 報 も 入 っ て こ な い し 、 自 分 が 持 っ て い る 情 報 を ア ウ ト プ ッ ト

す る 相 手 も い な い 。 価 値 観 を シ ェ ア で き る 人 が い な い ん で す よ 。 だ か ら 下 手 に し ゃ

べ っ て し ま う と 「 何 あ の 人 、 お 金 持 ち ぶ ち ゃ っ て ・ ・ ・ と な っ て し ま う 。 ＜ ゆ か し

＞ は 価 値 観 の 近 い 人 が 多 い の で 、 有 益 な 情 報 を 気 兼 ね な く シ ェ ア で き る の が い い で

す ね 。 」  

 東 京 都 在 住 ・ 20 代 ・ 個 人 投 資 家  

「 大 学 生 の 時 に バ イ ト で 貯 め た 100 万 円 で 始 め た 株 式 投 資 で 4 億 円 程 度 の 資 産 を 築

き ま し た 。 今 は 株 式 投 資 の ほ か に 事 業 投 資 も し て い ま す 。 仲 良 く な り た い と 思 う 人

が い て も 、 利 用 し よ う と し て く る 人 や 、 住 む 世 界 が 違 う か ら と 一 方 的 に 引 い て し ま

う 人 も い て 、 自 然 体 の 関 係 を 築 い て い く の が 難 し く な っ て い る よ う に 感 じ ま す 。 」  

-富 裕 層 の 金 融 リ テ ラ シ ー -  

 東 京 都 在 住 ・ 50 代 ・ 経 営 者  

「 金 融 機 関 か ら は 何 回 も 騙 さ れ ま し た よ 。 こ ち ら が 儲 け よ う も 儲 け よ う と 思 っ て や

っ て い る こ と だ か ら 、 お 互 い 様 。 自 分 で 投 資 し よ う と 思 っ た わ け だ か ら 。 損 す る の

が 嫌 な ら 現 金 を 抱 い て 寝 て い れ ば い い 。 た だ そ う い う 人 間 の と こ ろ に は 、 金 融 機 関

も 情 報 を 持 っ て き ま せ ん 。 金 融 機 関 も 慈 善 企 業 じ ゃ な い で す か ら 。 話 し を 聞 い て く

れ な い 人 間 に 時 間 は 使 わ な い 。 儲 け た り 、 損 を し た り し な が ら 、 関 係 を 深 め て い く

し か な い で し ょ う ね 。 儲 か っ た ら 自 分 の お か げ 、 損 を し た ら 人 の せ い 。 そ ん な 人 間

は 金 融 機 関 か ら 嫌 わ れ て 、 チ ャ ン ス を 失 い ま す よ 。 」  

 東 京 都 在 住 ・ 30 代 ・ 経 営 者  

「 金 融 機 関 か ら 何 か 提 案 さ れ た ら 、 自 分 と 同 じ レ ベ ル の 資 産 を 持 っ て い る 人 間 に す

ぐ に メ ー ル し 、 相 談 し て み ま す 。 も し そ の 商 品 が 自 分 だ け に 提 案 さ れ て い る な ら 、

そ の 理 由 を 確 認 し な い と 。 自 分 よ り 上 の 資 産 を 持 つ 人 に も 同 じ 提 案 を 行 っ て い る な

ら 、そ の 情 報 は ま あ ま あ 信 用 で き る 。金 融 機 関 も 上 客 に は 無 茶 を し な い か ら 。逆 に 、

自 分 よ り 下 の 資 産 を 持 つ 人 に 販 売 し て い る 商 品 だ っ た ら 、 そ れ は 全 国 の 一 般 層 に 押

し 込 み 売 り を し て い る 商 品 の 可 能 性 が 高 い 。 ノ ル マ を 背 負 っ た 営 業 マ ン た ち が 、 投

資 知 識 の な い 人 を 対 象 に 販 売 し て い る 商 品 に 違 い な い 。 高 い 手 数 料 が そ の 商 品 の 中

に は 潜 ん で い る 。 そ ん な 商 品 に は 手 を 出 し て は い け ま せ ん 。 」  

 東 京 都 在 住 ・ 40 代 ・ 個 人 投 資 家  

「 一 般 の 人 が 興 味 を 持 っ た 時 点 で 、相 場 は ピ ー ク で す ね 。例 え ば 、イ ン タ ー ネ ッ ト ・

バ ブ ル と か 。イ ン タ ー ネ ッ ト・バ ブ ル が 来 る 前 に 、イ ン タ ー ネ ッ ト 関 連 に 投 資 し て 、

一 般 の 人 が こ ぞ っ て 買 う バ ブ ル が 来 た と き に 自 分 は 売 ら な い と 儲 か ら な い 。 私 は マ

ネ ー 雑 誌 を よ く 見 る の で す が 、 そ こ で 注 目 さ れ て い る と 売 り サ イ ン で す 。 逆 に ＜ ゆ

か し ＞ 会 員 が 興 味 を 持 っ て い る 情 報 に は 、 自 分 も 関 心 を 持 ち ま す 。 成 功 者 に つ い て

い く の も 、 投 資 家 の ひ と つ の て で す か ら ね 。 」  

 東 京 都 在 住 ・ 30 代 ・ 経 営 者  

「 プ ラ イ ベ ー ト バ ン ク サ ー ビ ス を 謳 い な が ら 、 詳 し く 見 て い る と 昔 か ら あ る 自 社 の

投 資 信 託 の セ ッ ト 販 売 で し か な か っ た 。 」  

 東 京 都 在 住 ・ 40 代 ・ 個 人 投 資 家  

「 富 裕 層 向 け コ ン シ ェ ル ジ ェ サ ー ビ ス と 言 い な が ら 、 複 数 企 業 の 販 売 代 理 店 に 過 ぎ

な か っ た 。 」  

 -各 種 富 裕 層 向 け ベ ン ダ ー か ら -  

 経 済 ・ 投 資 関 連 情 報 「 ゆ か し マ ネ ー 」 執 筆 者 の 一 人 、 榊 原 節 子 氏  
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「 情 報 だ け 集 め て も 、 ジ ャ ッ ジ で き る 能 力 が な き ゃ 、 投 資 を マ ネ ー ジ す る こ と は で

き い な い わ 。 上 場 企 業 の 財 務 担 当 者 で す ら 、 あ の 証 券 会 社 の 人 が 何 度 も 勧 め に 来 た

と か 、 何 度 も 電 話 を し て き た な ど と い う 理 由 で 、 フ ァ ン ド を 買 っ て い る 。 何 度 も セ

ー ル ス に 来 る 商 品 こ そ 、 売 れ な い 商 品 で は な い か と 疑 う こ と を し な い 。 セ ー ル ス を

す る 動 機 を 考 え な い と ね 。 こ と が 大 事 。 プ ロ ダ ク ト あ り き で は な く 、 一 連 の 資 産 管

理 の 手 法 を な る べ く 早 く マ ス タ ー す る こ と あ 勝 者 へ の 近 道 。 投 資 を 人 に 、 任 せ る の

で あ れ 、 任 せ 方 が わ か ら な け れ ば で き な い の で 、 は じ め は す べ て 同 じ だ と 思 う の 。

要 す る に 、 ア セ ッ ト ア ロ ケ ー シ ョ ン を 行 う っ て い う こ と す ら 知 ら な け れ ば 、 行 う わ

け が な い 。 ど う い う と こ ろ に ど う ゆ う サ ー ビ ス が あ る か と い う こ と を 知 る こ と も 大

事 だ と 思 う わ 。 」  

 富 裕 層 は ど の 金 融 機 関 が 今 、 何 を 考 え て い る の か 、 ど こ に 信 頼 で き る 業 者 が い る

の か 、 ど の 税 理 士 が 優 秀 な の か 、 そ う い う 情 報 に こ そ 価 値 を 置 い て い る 。  

 欧 米 系 高 級 リ ゾ ー ト 会 社 の 担 当 者  

「 当 社 の 商 品 は 3 億 円 か ら 5 億 円 の 別 荘 で す 。そ の 別 荘 は 誰 も が 購 入 で き る わ け で

は あ り ま せ ん の で 、 テ レ ビ や チ ラ シ な ど の 通 常 の 宣 伝 は 一 切 し て い ま せ ん 。 従 来 は

当 社 の ル ー ト で 人 づ て に 見 込 み 客 を 探 し て い ま し た 。 不 動 産 の 価 値 は 、 そ の 地 域 の

居 住 者 の 質 で 決 ま る か ら で す 。 富 裕 層 が 当 該 地 域 の 不 動 産 を 買 え ば 、 そ の 地 域 の 評

判 が よ く な り 、 そ の 地 域 の 地 価 は 上 昇 し ま す 。 そ う す る と 、 我 社 の 販 売 を 購 入 し た

人 は 、 別 荘 価 格 の 上 昇 で 喜 ん で い た だ け ま す 。 そ こ ま で 考 え て こ そ 、 当 社 へ の 信 頼

が 高 ま る の で す 。 」  

-各 国 の 富 裕 層 獲 得 を 巡 る 争 い に つ い て -  

 東 京 都 在 住 ・ 30 代 ・ 会 社 経 営 者  

「 最 近 の 日 本 は 少 し お か し い 気 が し ま す 。 海 外 の 金 融 機 関 の WEB サ イ ト か ら 、 日

本 語 を 消 す よ う に 政 府 が お 願 い し て い る そ う で す 。 イ ン タ ー ネ ッ ト を 使 っ て 海 外 に

資 金 が 出 て 行 く の を 防 ぐ た め で し ょ う 。 も と も と 金 融 自 由 化 っ て 、 海 外 投 資 を 増 や

し て 、 成 長 す る 海 外 に 国 民 が 投 資 を し て 、 利 子 収 入 や 配 当 収 入 で 日 本 国 民 が 生 き て

い く た め に 実 行 さ れ た ん で す よ ね ？ イ ギ リ ス み た い に 国 民 が 海 外 投 資 家 に な ら な い

と 生 き て い け な い と 政 府 は 考 え て い た は ず な の で は ？ そ れ な の に 個 人 の 海 外 投 資 を

制 限 す る の は い た だ け ま せ ん 。 憲 法 で 保 障 さ れ て い る 財 産 権 の 侵 害 で は な い で し ょ

う か 。 最 近 は 、 海 外 の 銀 行 に 送 金 す る と 脱 獄 と 疑 わ れ て 、 非 常 に 面 倒 く さ い そ う で

す 。 こ ち ら は 全 然 そ う い う 気 は な く 、 単 に 海 外 の 株 式 に 投 資 す る に は 、 海 外 口 座 か

ら 海 外 の 株 を 買 う 方 が 、 手 数 料 が 安 い だ け な の で す 。 」  

 こ こ に 挙 げ た 生 の 声 は 主 に 三 大 都 市 圏 を 中 心 と し た 主 に 新 世 代 富 裕 層 の 生 の 声 で

あ る 。彼 ら に は 次 に 見 ら れ る 特 徴 が あ る 。第 一 に 、1990 年 代 後 半 以 降 の「 知 識 社 会 」

と い う 時 代 背 景 の 中 を 、 現 役 で 生 き て い る 。 終 身 雇 用 や 年 功 序 列 な ど の 日 本 的 経 営

の 限 界 を 感 じ と り 、 試 行 錯 誤 を 重 ね な が ら 自 身 の 才 覚 と 信 念 を 貫 き 努 力 を 継 続 し て

い る 。 第 二 に 、 富 を 形 成 す る た め の 職 業 が 、 新 し い 知 識 や 、 他 者 と の 差 別 化 と い っ

た オ リ ジ ナ リ テ ィ 、 知 恵 が 重 視 さ れ る 業 種 で あ る こ と 。 そ の た め 彼 ら の 行 動 は 能 動

的 で あ り 、 活 発 で あ る 。 第 三 に 、 彼 ら に と っ て は 、 一 番 大 切 な も の は お 金 そ の も の

で は な い こ と 。 そ れ よ り も 富 を 生 み 出 す 源 泉 で あ る 、 「 自 分 の 知 恵 や 知 識 が 本 当 の

財 産 で あ る 」 と 認 識 し て い る こ と 。 第 四 に 、 成 功 を 求 め る 過 程 で の 人 と 人 と の つ な

が り 、 ネ ッ ト ワ ー ク を 大 切 に お り 人 脈 構 築 へ の モ チ ベ ー シ ョ ン が 高 い 。 第 五 に 、 金

融 機 関 の 提 供 す る 商 品 ・ サ ー ビ ス に も 差 別 化 を 求 め て い る が 、 提 供 さ れ る も の が 画
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一 的 で あ り 、 そ れ を 提 供 す る 金 融 機 関 ス タ ッ フ へ の 信 頼 感 が 低 い 。 こ れ は 見 せ か け

で な い 一 流 の も の を 好 み 、コ モ デ ィ テ ィ 化 さ れ た も の を 嫌 う 特 性 が よ く 表 れ て い る 。 

 

3 .サーベイ調査の実施  

サ ー ベ イ 調 査 は 、 「 ど の よ う な 理 由 で 金 融 機 関 を 選 択 し て い る か 」 と い う こ と を

明 ら か に し て 以 下 の よ う に 実 施 し た 。 富 裕 層 、 非 富 裕 層 の 相 違 も 調 査 の た め 対 象 は

限 定 し て い な い 。  

・ 実 施 日 時 ： 2012 年 6 月 中 旬 ～ 7 月 下 旬  

・実 施 対 象：国 内 外 の 富 裕 層 、非 富 裕 層 。日 本 、中 国 、韓 国 、イ ン ド 等 ア ジ ア 中 心 。

地 域 は 限 定 し て い な い が 、 主 に 都 市 部 在 住 の 方 。  

・ 実 施 方 法 ： E-mai l 及 び Facebook 等 の SNS を 使 用 し て 、 サ ー ベ イ 調 査 の 協 力 を

呼 び か け 、 web に よ る ア ン ケ ー ト を 実 施 し た 。 日 本 、 中 国 の 一 部 の 富 裕 層 の サ ン プ

ル に つ い て は 楽 天 リ サ ー チ （ 株 ） の 協 力 を 得 て 日 本 富 裕 層 30 サ ン プ ル 、 中 国 富 裕

層 19 サ ン プ ル 、 中 国 非 富 裕 層 41 サ ン プ ル を 回 収 し た 。  

・ 実 施 言 語 ： 日 本 語 、 英 語 、 中 国 語 。 英 語 、 中 国 語 に つ い て は 翻 訳 会 社 (株 )イ ン タ

ー グ ル ー プ に よ る ネ イ テ ィ ブ チ ェ ッ ク 付 、翻 訳 証 明 付 の 翻 訳 を 、筆 者 が web 質 問 票

に 転 記 。  

・各 国 の 所 得 水 準 を 一 部 考 慮 。問 15 の 年 収 の み 中 国 に お い て 、『 IMF-Wor ld  Economi c  

Out l ook  Data bases (20 12 年 4 月 版 )』 を も と に 中 国 は 日 本 の 10 分 の 1 に 設 定 。 ま

た 日 本 以 外 の 英 語 ア ン ケ ー ト に つ い て は 、 回 答 し や す さ を 考 慮 し 、 問 14、 問 15 に

つ い て 米 ド ル 建 て に て 表 記 (換 算 レ ー ト 1 米 ド ル =80 円 )、 中 国 語 ア ン ケ ー ト に つ い

て は 人 民 元 建 て に て 表 記 (換 算 レ ー ト 1 人 民 元 =13 円 )。 金 融 資 産 額 5 ,000 万 円 以 上

で あ れ ば 富 裕 層 、 準 富 裕 層 と し て い る 。  

 

4 .サーベイ調査の統計分析  

 日 本 対 象 の ア ン ケ ー ト か ら 合 計 71 サ ン プ ル 、内 富 裕 層 35 サ ン プ ル 、非 富 裕 層 か

ら 36 サ ン プ ル 。中 国 対 象 か ら 76 サ ン プ ル 、内 富 裕 層 20 サ ン プ ル 、非 富 裕 層 56 サ

ン プ ル を 回 収 。合 計 で 147 サ ン プ ル を 以 下 の 分 析 に 用 い た (属 性 図 10～ 13 )。イ ン ド 、

韓 国 、 そ の 他 ア ジ ア 各 国 か ら は 十 分 な サ ン プ ル が 回 収 で き ず 、 本 調 査 に お い て は 日

本 及 び 中 国 の 富 裕 層 、 非 富 裕 層 の 調 査 、 比 較 、 分 析 を 行 う こ と と す る 。  
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図 11 .日 中 サ ン プ ル 性 別  
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図 12 .  日 中 サ ン プ ル 職 業 別  
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図 13 .  日 中 サ ン プ ル 年 齢 別  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

34 

 

図 14 .日 中 サ ン プ ル 学 歴 別  

 

 

（１）日中富裕層の比較検討  

ほ ぼ 全 て の 項 目 に 関 し て 有 意 な 差 が 見 ら れ た 。 日 本 の サ ン プ ル に お い て は 富 裕 層

と 非 富 裕 層 の 選 択 要 因 の 差 が 小 さ く 、 中 国 に お い て は 富 裕 層 の 選 択 行 動 の 特 徴 が 際

立 っ て い る こ と が 考 え ら れ る 。 日 中 富 裕 層 の t 検 定 の 結 果 か ら 中 国 富 裕 層 の 平 均 値

が 比 較 的 高 か っ た も の と し て 「 信 用 度 」 「 世 界 的 な ブ ラ ン ド 」 「 グ ロ ー バ ル サ ー ビ

ス 」 「 有 益 な 金 融 情 報 」 「 長 期 間 同 一 担 当 者 」 「 ス タ ッ フ の 専 門 知 識 」 「 不 動 産 情

報 」「 節 税 ア ド バ イ ス 」「 ホ ー ム ペ ー ジ 」「 時 間 の 経 過 に よ る 担 当 者 と の 関 係 深 耕 」

で あ る 。  
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 中 国 富 裕 層 の 方 が 金 融 及 び 関 連 情 報 に 敏 感 で あ り 、 ス タ ッ フ や ホ ー ム ペ ー ジ を 駆

使 し て 積 極 的 に 収 集 す る 姿 が 見 ら れ る 。 ま た 中 国 の 経 済 成 長 が 世 界 の 工 場 と し て 海

外 か ら の 投 資 や 海 外 と の 取 引 の 結 果 で あ る こ と を 考 慮 す る と 、 個 人 的 に も 国 際 的 な

サ ー ビ ス を 希 望 し て お り 、 そ う し た サ ー ビ ス を 提 供 で き る 信 用 度 の 高 く 、 ブ ラ ン ド

力 の あ る グ ロ ー バ ル な 金 融 機 関 を 志 向 す る 傾 向 に あ る こ と が わ か っ た 。 日 本 の 富 裕

層 の 平 均 値 の 高 か っ た 項 目 と し て は 、 事 務 処 理 の 正 確 さ 、 迅 速 さ 、 平 日 延 長 営 業 や

土 日 祝 営 業 で あ り 、 金 融 機 関 の 専 門 的 な サ ー ビ ス よ り は 、 日 常 の 利 便 性 や ス ム ー ズ

な 取 引 に 対 す る 要 求 が 高 い 。 但 し 、 日 本 の 富 裕 層 に お い て も グ ロ ー バ ル サ ー ビ ス へ

の 関 心 が あ る こ と も わ か っ た 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

36 

 

表 4 .  日 本 、 中 国 国 内 の 富 裕 層 、 非 富 裕 層 の 比 較  

富裕層 非富裕層 富裕層 非富裕層

20 格付等の信用度を考慮する *

21 自国か外資系の金融機関であることを考慮する

22 企業理念を考慮する **

23 世界的なブランドのある金融機関であることを考慮する

24 自国内における当該金融機関の営業年数（歴史）を考慮する

25 金利の条件が良いことを考慮する

26 投資商品の品揃えを考慮する *

27 各種サービスの手数料が安いことを考慮する *

28
海外で使用可能な国際キャッシュカード等、グローバルなサービスが
あることを考慮する

**

29 自宅や勤務先の近くに店舗・ATMがあることを考慮する

30 平日夕方、夜間の延長営業や土日祝に営業していることを考慮する ***

31 インターネット取引が利用しやすいことを考慮する

32 担当者が自宅まで訪問してくれることを考慮する

33 知人、友人がその金融機関で勤務してくれることを考慮する **

34 有益な経済、金融情報を提供してくれることを考慮する **

35 スタッフの親身な対応を考慮する ***

36 担当者が長期間変わらないことを考慮する ** **

37 スタッフの人柄、態度、話し方、礼儀作法を考慮する **

38 スタッフの専門知識の豊富さを考慮する ***

39 スタッフの事務処理の迅速さ、正確さを考慮する **

40
お子様の海外留学などの教育に関する情報を提供してくれることを考
慮する

**

41
関連会社を通じて、不動産に関する情報提供をしてくれることを考慮
する

**

42
税理士等を通じて、節税に関するアドバイスをしてくれることを考慮
する

** **

43
美術品や貴金属に関するオークション情報を提供してくれることを考
慮する

44
弁護士等を通じて、国内外の法律についてアドバイスをしてくれるこ
とを考慮する

**

45 相続に関して専門的なサービスがあることを考慮する ***

46
提携会社を通じて、健康、医療に関するサービスを提供してくれるこ
とを考慮する

*

47 各種イベント、食事会に招待されることを考慮する **

48 店舗の外装、内装、インテリアや調度品を考慮する

49 新聞やコマーシャルでの宣伝内容を考慮する

50 ホームページの内容、検索しやすさを考慮する *

51 誰にも相談することなく、自らの判断で決めている

52 両親からの影響を強く受けている

53 勤務先と取引のある金融機関であることが影響している ***

54 家族と相談の上で決めている *

55 知人、友人からの影響を受けている **

56 金融関連の雑誌がきっかけとなった

57 金融機関のホームページがきっかけとなった **

58 取引開始時と現在では印象が変わっている

59 時間の経過とともに、取引するメリットを感じる

60 時間の経過とともに、金融機関を評価する点が変わっている

61 時間の経過とともに、より多くの種類の金融商品取引を行っている

62 時間の経過とともに、取引する金融機関の数が増えている *

63 時間の経過とともに、取引する金額が増えている

64 時間の経過とともに、担当者とより親密になった ***

65 時間の経過とともに、金利や手数料を気にしなくなる

66 時間の経過とともに、金融機関に対する愛着が湧いてくる

67 コミュニティに関わっている

68 富裕層限定のコミュニティに関わっている **

69 コミュニティ内相互の人間関係は親密だ

71 コミュニティ内で金融機関の話題が出ることがある

72
自身がコミュニティに対して金融機関の商品、サービスを紹介するこ
とがある

*

73 金融機関のスタッフがコミュニティに対してセールスを行っている

74
金融機関以外の業種(例：小売、サービス会社など)が、コミュニティ
に対してセールスを行っている

75
コミュニティ内でFacebook、mixiなどのSNS(ソーシャル・ネットワー
ク・サイト)サービスを利用している

76 複数のコミュニティから金融機関に関する情報を得ている

77
金融機関の商品、サービスをめぐり、コミュニティ内でトラブルに
なったことがある

*

78 コミュニティ内で投資クラブがあれば参加したい

79
コミュニティ内で国内外の金融サービスの情報がもっとあればよいと
思う

1%有意***  5%有意**  10%有意*

日本 中国質問
No.

質問内容
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（ ２ ） 日 本 に お け る 富 裕 層 、 非 富 裕 層 間 の t 検 定 、 比 較 検 討  

日 本 国 内 で の 富 裕 層 、 非 富 裕 層 間 に つ い て 、 日 本 の 富 裕 層 に 現 れ た 傾 向 は 、「 投

資 商 品 の 品 揃 え 」「 時 間 の 経 過 に よ る 取 引 金 融 機 関 数 の 増 加 」「 富 裕 層 限 定 コ ミ ュ ニ

テ ィ に 所 属 」「 コ ミ ュ ニ テ ィ 内 で 金 融 商 品 案 内 」で あ っ た 。非 富 裕 層 に は「 平 日 延 長

営 業 や 土 日 祝 の 営 業 」「 ス タ ッ フ の 親 身 な 対 応 」「 ス タ ッ フ の 専 門 知 識 」「 勤 務 先 と 取

引 が あ る 」 を 重 視 す る 傾 向 が 見 ら れ た 。  

 富 裕 層 に 強 い 特 徴 が 見 ら れ な か っ た こ と に つ い て 、 今 回 の 質 問 票 の 回 答 で は 職 業

が 会 社 員 で あ る 富 裕 層 若 し く は 専 門 職 、 そ の 他 合 計 で 全 富 裕 層 サ ン プ ル 35 名 中 26

名 と 約 75%を 占 め て い る 。こ れ ら の 方 々 は 富 裕 層 と い え ど も 日 常 の 生 活 で 金 融 機 関

を 利 用 す る こ と が 多 く 、 非 富 裕 層 の 上 位 の 人 と の 選 択 パ タ ー ン が 似 通 っ て い る 可 能

性 が あ る こ と が 考 え ら れ る 。  

 

（３）中国における富裕層、非富裕層間の t 検定、比較検討  

中 国 国 内 で の 富 裕 層 、 非 富 裕 層 間 に つ い て 、 中 国 富 裕 層 の 見 ら れ た 特 徴 と し て は

「 企 業 理 念 」「 グ ロ ー バ ル サ ー ビ ス 重 視 」「 担 当 者 の 長 期 間 不 変 」「 不 動 産 情 報 」「 節

税 ア ド バ イ ス 」「 法 的 ア ド バ イ ス 」「 相 続 に 関 す る 専 門 的 な サ ー ビ ス 」「 各 種 イ ベ ン ト

へ の 招 待 」 で あ る 。 既 述 の 通 り 、 中 国 富 裕 層 は グ ロ ー バ ル な サ ー ビ ス や 投 資 に 関 し

て 関 心 を 持 っ て お り 、 そ の た め の 専 門 的 な 商 品 や サ ー ビ ス 、 情 報 提 供 を 金 融 機 関 選

択 に 対 す る 要 因 と し て い る 。 ま た 金 融 機 関 の 企 業 理 念 を 重 視 し て い る 点 に つ い て 、

今 回 の 質 問 票 調 査 に お い て は 中 国 富 裕 層 の 職 業 に お い て も 会 社 員 は 多 い が 、 自 身 が

企 業 を 選 択 す る 際 に 戦 略 や 企 業 理 念 を 考 慮 す る の と 同 様 に 金 融 機 関 を 選 択 す る 上 で 、

当 該 金 融 機 関 の 企 業 理 念 に 留 意 し て い る こ と や 信 用 度 や 世 界 的 な 銀 行 と し て ふ さ わ

し い も し く は 将 来 に わ た っ て 存 続 で き る か を 見 て い る こ と が 考 え ら れ る 。  

 

（４）因子分析  

 当 初 全 て の 質 問 に 対 す る 因 子 分 析 を 計 画 し て い た が 、 質 問 数 に 対 す る サ ン プ ル 数

の 関 係 の た め 、 全 質 問 に 対 す る 因 子 分 析 が 困 難 で あ っ た 。 そ の た め 、 因 子 分 析 に 使

用 す る 質 問 に つ い て は 相 関 分 析 等 に よ り 質 問 の 内 容 が 極 力 同 じ も の を 除 き 、 選 択 要

因 に 関 す る 以 下 16 項 目 に つ い て 行 っ た 。 そ の 結 果 5 個 の 因 子 を 抽 出 し た 。 そ れ ぞ

れ 「 コ ミ ュ ニ テ ィ 因 子 」「 ス タ ッ フ 因 子 」「 サ ー ビ ス 因 子 」「 機 関 因 子 」「 ア ク セ ス 因

子 」 と 名 付 け る 。  
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表 5 . 因 子 分 析 の 結 果  

回転後の成分行列

コミュニティ スタッフ 機関 サービス アクセス

自身がコミュニティに対して金融商品サービスを紹介する .856 .234 .147

コミュニティ内で国内外の金融サービスの情報がもっとあれば
よい

.831 .273 .102 .105

金融機関スタッフがコミュニティに対してセールスを行ってい
る

.830 .156 .106 .108 .134

富裕層限定のコミュニティに関わっている .787 .158 -.142

新聞等の宣伝内容を考慮 .735 .171 .191

投資商品の品揃えを考慮する .567 .199 .453 .365

スタッフの専門知識を考慮 .193 .867 .127

スタッフの親身な対応を考慮 .167 .813 .288

スタッフ事務処理の迅速さや正確さを考慮 .574 .432 .262

企業理念を考慮する .257 .242 .829

グローバルサービスを考慮 .208 .738 .121 .354

格付等の信用度を考慮する .177 .312 .571 .290

各種サービスの手数料が安いことを考慮する .253 .844 .178

インターネット利便性を重視 .118 .230 .789

店舗ATMのアクセス性を重視 .135 .150 .885

平日延長営業や土日祝の営業重視 .148 .129 .280 .834

因子抽出法: 主成分分析

 回転法: Kaiser の正規化を伴うﾊﾞﾘﾏｯｸｽ法

a. 6 回の反復で回転が収束しました。

成分

 

合計 分散の% 累積% 合計 分散の% 累積%

1 5.948 37.172 37.172 5.948 37.172 37.172

2 2.344 14.65 51.822 2.344 14.65 51.822

3 1.342 8.39 60.212 1.342 8.39 60.212

4 1.148 7.176 67.388 1.148 7.716 67.388

5 1.015 6.344 73.732 1.015 6.344 73.732

6 0.716 4.477 78.209

7 0.653 4.079 82.288

8 0.544 3.397 85.685

9 0.417 2.607 88.292

10 0.392 2.452 90.744

11 0.378 2.363 93.106

12 0.298 1.859 94.966

13 0.241 1.507 96.473

14 0.234 1.462 97.935

15 0.181 1.13 99.065

16 0.15 0.935 100

成分
初期の固有値 抽出後の負荷量平方和

 

（ ５ ） 回 帰 分 析  

 因 子 分 析 に よ り 抽 出 し た 5 因 子 を も と に 回 帰 分 析 を 実 施 し た 。金 融 機 関 選 択 に 関

す る 国 内 外 の 満 足 度 に 加 え て 、 金 融 機 関 に 対 す る 愛 着 や 取 引 金 額 及 び 取 引 品 目 の 増

加 を 加 え て こ れ ら を 従 属 変 数 と し た 。 独 立 変 数 と し て 上 記 ５ 因 子 に 交 互 効 果 項 と し

て「 ス タ ッ フ x サ ー ビ ス 」「 ス タ ッ フ x 機 関 」「 機 関 x ア ク セ ス 」「 機 関 x サ ー ビ ス 」

「 サ ー ビ ス x ア ク セ ス 」「 コ ミ ュ ニ テ ィ x 機 関 」「 コ ミ ュ ニ テ ィ x ス タ ッ フ 」「 コ ミ

ュ ニ テ ィ x サ ー ビ ス 」、ダ ミ ー 変 数 と し て「 国 別 ダ ミ ー 」「 富 裕 層 ダ ミ ー 」を 加 え「 日

本 」「 富 裕 層 」 を 基 準 と し て 分 析 を 行 っ た 。  
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表 6 . 回 帰 分 析 の 結 果  

国内金融機関選択

満足度

海外又は外資系金

融機関選択満足度

金融機関に対する

愛着
取引金額増加 取引品目増加

コミュニティ ** *** ***

スタッフ * *

サービス ** *

機関 *** **

アクセス **

国別ダミー *** ***

富裕層ダミー *

スタッフxサービス ***

スタッフx機関

機関xアクセス *

機関xサービス

サービスxアクセス **

コミュニティx機関 ** **

コミュニティxスタッフ ** *** **

コミュニティxサービス

***  1%有意　　　**  5%有意　　　*  10%有意  

 

国 内 金 融 機 関 選 択 に 対 す る 満 足 度 に 影 響 を 及 ぼ し て い る 有 意 な 影 響 は 見 ら れ な

か っ た が 、 海 外 又 は 外 資 系 金 融 機 関 選 択 に 対 す る 満 足 度 に つ い て は 、「 ス タ ッ フ x

サ ー ビ ス 」「 コ ミ ュ ニ テ ィ x サ ー ビ ス 」 が 満 足 度 に 影 響 及 ぼ し て い る 。 金 融 機 関 に

対 す る 愛 着 、 取 引 金 額 の 増 加 、 取 引 品 目 の 増 加 と い う 点 で は 、「 コ ミ ュ ニ テ ィ 」「 ス

タ ッ フ 」及 び そ れ ら を 含 む 交 互 効 果 項 が 強 い 影 響 を 及 ぼ し て い る こ と が 表 れ て い る 。 

特 に 日 本 の 富 裕 層 及 び 富 裕 層 に 近 い 層 の 金 融 機 関 の 選 択 に お い て 、 自 分 自 身 の 決 定

と い う よ り は 、 自 身 の 所 属 す る コ ミ ュ ニ テ ィ の 影 響 や 対 応 す る 金 融 機 関 の ス タ ッ フ

の ス キ ル 、人 柄 、親 身 な 対 応 や サ ー ビ ス そ の も の が 選 択 及 び 長 期 満 足 度 や 取 引 金 額 、

取 引 す る 金 融 商 品 品 目 が 増 加 す る こ と わ か っ た 。 国 内 金 融 機 関 に 強 い 要 因 が 見 ら れ

な か っ た 点 に つ い て 、 所 属 す る 企 業 の 取 引 先 で や む を 得 ず や 給 料 振 込 口 座 と し て な

ど 受 動 的 に 開 設 す る こ と が あ り 、 ス タ ッ フ や コ ミ ュ ニ テ ィ 等 の 関 与 が 入 る 余 地 が な

か っ た こ と が 考 え ら れ る 。  

従属変数 国内金融機関満足度

モデル R R2乗 調整済R2乗 推定値の標準誤差

1 0.423 0.179 0.005 0.988

従属変数 海外又は外資系金融機関満足度

モデル R R2乗 調整済R2乗 推定値の標準誤差

1 0.808 0.653 0.557 0.936

従属変数 金融機関に対する愛着

モデル R R2乗 調整済R2乗 推定値の標準誤差

1 0.791 0.626 0.549 0.9672

従属変数 取引金額増加

モデル R R2乗 調整済R2乗 推定値の標準誤差

1 0.725 0.526 0.549 0.9672

従属変数 取引品目増加

モデル R R2乗 調整済R2乗 推定値の標準誤差

1 0.773 0.597 0.516 0.89133
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第四章 考察と実践的インプリケーション  

1.仮 説 の 検 証  

（ １ ） 仮 説 1 の 検 証  

富 裕 層 と 非 富 裕 層 間 の 金 融 機 関 選 択 要 因 の 差 異 が 見 ら れ る こ と に つ い て は 支 持

さ れ た 。  

し か し な が ら 、 本 研 究 に お け る 日 本 の 富 裕 層 、 非 富 裕 層 間 の 差 異 に つ い て は 、 非

富 裕 層 の 方 が 金 融 機 関 に 対 す る 期 待 が 大 き く 、 機 関 、 ス タ ッ フ 、 サ ー ビ ス 、 ア ク セ

ス 等 総 合 的 に 検 討 を し て 選 択 し て い る こ と が 伺 え た 。 富 裕 層 に つ い て は 富 裕 層 限 定

の コ ミ ュ ニ テ ィ へ の 期 待 や 投 資 商 品 を は じ め と し た 富 裕 層 に と っ て ふ さ わ し い 有 益

な 情 報 を 求 め て い る 姿 が 浮 か び あ が っ た が 必 ず し も そ れ を 金 融 機 関 に 求 め て い る わ

け で は な く 、 む し ろ 金 融 機 関 と い う 枠 を 超 え た も の に 発 展 し て い る こ と が 伺 え た 。  

中 国 に お い て は 日 本 と 異 な り 、 富 裕 層 の 金 融 機 関 に 対 す る 期 待 度 ・ 要 求 の 高 さ が

見 ら れ た 。 担 当 者 と い う 人 的 な 要 素 を 重 視 し つ つ 、 企 業 理 念 や 不 動 産 、 節 税 、 相 続

等 の 各 種 専 門 的 な サ ー ビ ス 、 イ ベ ン ト 等 へ の 招 待 等 へ の 関 心 が 強 く 出 て い た 。  

世 界 最 大 の 中 国 工 商 銀 行 に お い て も 富 裕 層 専 門 部 署 は 4 年 前 に 立 ち 上 げ た ば か り

で あ る 。 中 国 に お い て は 金 融 機 関 に よ る 富 裕 層 向 け の 専 門 サ ー ビ ス が ま だ 確 立 さ れ

て お ら ず 、 そ れ が 富 裕 層 の 金 融 機 関 に 対 す る 要 求 、 選 択 に お け る 強 い 要 因 に な っ て

い る こ と が 伺 え る 。  

（ ２ ） 仮 説 2 の 検 証  

日 本 に お い て は 支 持 さ れ る が 、 中 国 に お い て は 一 部 支 持 。  

日 本 に お い て は 質 問 票 調 査 、 統 計 分 析 に お い て も 、 ま た ケ ー ス で 取 り 上 げ た 「 ゆ

か し 」 に も 見 ら れ る 通 り 、 富 裕 層 が 金 融 機 関 を 選 択 す る 上 で 人 的 ネ ッ ト ワ ー ク 、 コ

ミ ュ ニ テ ィ を 活 用 し て い る こ と が 表 れ て い る 。 但 し イ ン タ ビ ュ ー で も あ っ た が 、 家

族 や 同 窓 会 等 で は 資 産 に ま つ わ る 話 題 は 忌 避 も し く は 当 初 よ り 期 待 を し て い な い 場

合 が あ る 。 一 方 で ネ ッ ト に よ る 富 裕 層 の コ ミ ュ ニ テ ィ や 金 融 機 関 の ス タ ッ フ の 人

柄 ・ 対 応 を 選 択 要 因 と し て い る と こ ろ か ら 、 弱 い 紐 帯 で は あ る が 、 自 分 と 同 じ 生 活

レ ベ ル か も し く は 人 柄 の 良 い 、 専 門 性 の 高 い 金 融 機 関 の ス タ ッ フ と の リ レ ー シ ョ ン

を 求 め て 金 融 機 関 を 選 択 し て い る こ と が 見 ら れ た 。  

日 本 で は 金 融 機 関 に お け る 富 裕 層 向 け 商 品 、サ ー ビ ス に お け る イ ン フ ラ が 整 備 さ れ

つ つ あ る が 、 一 方 で ど の 商 品 ・ サ ー ビ ス が 本 当 に 良 い か を 選 択 す る 複 雑 さ 、 困 難 さ

が 増 し て き て い る 。 高 齢 化 社 会 、 巨 額 債 務 の 問 題 等 日 本 の 将 来 に 対 す る 不 透 明 な 状

態 に も あ り 、 自 身 の 資 産 を 守 る た め に は 金 融 商 品 、 節 税 等 の 専 門 的 な サ ー ビ ス を 利

用 す る 必 要 性 も 高 ま っ て き て い る 。 こ れ ら 双 方 の 問 題 を 解 決 す る 手 段 と し て 、 コ ミ

ュ ニ テ ィ 、 誠 実 な 金 融 機 関 担 当 者 を 効 果 的 に 利 用 し て い る 。 金 融 機 関 の 提 供 す る 商

品 、 サ ー ビ ス が 似 通 っ て い る か ら と 選 択 を 回 避 す る の で は な く 、 そ の 商 品 、 サ ー ボ

ス 特 性 の 差 異 や 実 際 に 経 験 し た 情 報 の 蓄 積 を 活 用 し て 、 個 々 の 富 裕 層 が 自 身 の 最 適

な 選 択 を し 、 そ の 結 果 に 満 足 を し て い る こ と が 明 ら か と な っ た 。  

 

2.含 意 と 考 察  

本 研 究 は 、 経 済 ・ 金 融 市 場 を 動 か す キ ー プ レ ー ヤ ー で あ る 富 裕 層 、 準 富 裕 層 を 中

心 と し た 顧 客 の 視 点 か ら 金 融 機 関 そ れ も グ ロ ー バ ル リ テ ー ル を 展 開 す る 金 融 機 関 を

選 択 す る 際 の 影 響 要 因 を 日 本 の 富 裕 層 だ け で は な く 、 ア ジ ア 富 裕 層 の 動 向 も 採 り 上
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げ 、 調 査 す る こ と に よ っ て グ ロ ー バ ル リ テ ー ル を 展 開 す る 金 融 機 関 の ロ ー カ ル 戦 略

の 課 題 を 明 ら か に し て 、 経 営 効 率 が 向 上 す る た め の 方 策 を 提 示 す る こ と を 目 的 と し

て い る 。  

イ ン タ ビ ュ ー 調 査 、 質 問 票 調 査 に よ り 得 ら れ た 知 見 で は 、 富 裕 層 金 融 機 関 の 選 択

要 因 は 非 富 裕 層 と は 異 な る と 言 え る が 、 本 研 究 に お い て 日 本 の 非 富 裕 層 は 富 裕 層 で

は な い も の の 、 そ の 予 備 軍 と 見 ら れ る 若 手 の 専 門 職 や 大 手 企 業 の 会 社 員 が 多 く 含 ま

れ て お り 、 金 融 リ テ ラ シ ー の 高 い こ と が 伺 え た 。 そ の た め 当 初 富 裕 層 に 強 く 現 れ る

こ と が 予 想 さ れ た 専 門 性 の 高 い サ ー ビ ス に お い て も 非 富 裕 層 の 要 因 と し て 強 く 現 れ

た 。日 本 市 場 の し か も 富 裕 層 、準 富 裕 層 マ ー ケ ッ ト に ロ ー カ ラ ー ズ し て い く 際 に は 、

富 裕 層 、 準 富 裕 層 の 選 択 要 因 に 焦 点 を 当 て る こ と が 、 そ の ま ま 富 裕 層 と 準 富 裕 層 の

予 備 軍 に も 効 果 が あ る こ と が 示 唆 さ れ て い る 。  

 日 本 市 場 に お い て 、外 資 系 銀 行 は メ ガ バ ン ク を は じ め と し た 邦 銀 と は そ の 支 店 網 、

人 員 数 等 に つ い て 圧 倒 的 な 劣 位 に あ る が 、 富 裕 層 は 外 資 系 金 融 機 関 を 選 択 す る 際 に

は よ り 能 動 的 な 選 択 行 動 に 動 き 、 金 融 機 関 担 当 者 や 自 身 の 所 属 す る コ ミ ュ ニ テ ィ の

蓄 積 さ れ た 情 報 、ノ ウ ハ ウ を 積 極 的 に 活 用 し て い る 。邦 銀 に は 無 い 担 当 者 の 専 門 性 、

例 え ば 資 産 運 用 、税 務 、不 動 産 、相 続 、決 済 等 に け る グ ロ ー バ ル レ ベ ル ま で の 精 通 。

加 え て 高 度 な 対 顧 客 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 図 る た め の 教 養 、 人 格 教 育 に 経 営 資 源 を

注 力 す る こ と に よ り 、 強 み に 変 え ら れ る 可 能 性 が あ る 。 人 材 育 成 の 一 例 で あ る が 、

2012 年 12 月 に は 公 益 社 団 法 人 日 本 証 券 ア ナ リ ス ト 協 会 よ り 日 本 初 の プ ラ イ ベ ー ト

バ ン キ ン グ 教 育 プ ロ グ ラ ム が 実 施 検 討 を さ れ て い る 。 内 容 は 海 外 不 動 産 の 取 得 ・ 譲

渡 や 米 国 に お け る 相 続 ・ 贈 与 等 が 含 ま れ て お り 、 ま さ に グ ロ ー バ ル に 展 開 す る 外 資

系 金 融 機 関 ス タ ッ フ に と っ て 実 務 で 経 験 し て い る 内 容 を よ り 体 系 的 に 専 門 知 識 、 職

業 倫 理 を 身 に つ け る 場 が 整 備 さ れ つ つ あ る 。  

外 資 系 銀 行 と 同 様 に 支 店 網 の 少 な い 信 託 銀 行 で は 、 ネ ッ ト に よ る 富 裕 層 会 員 サ ー

ビ ス を 展 開 し て い る 金 融 機 関 が あ る 。 し か し な が ら 当 該 金 融 機 関 の 枠 内 で の 交 流 で

は 、 富 裕 層 側 に 抱 え 込 ま れ る 警 戒 感 を 抱 か せ 、 一 方 で 要 求 水 準 が 広 く 高 い 富 裕 層 の

心 を 掴 む こ と は で き な い 。 「 ゆ か し 」 が 一 例 で は あ る が 、 金 融 機 関 の 枠 を 超 え た オ

ー プ ン な 富 裕 層 コ ミ ュ ニ テ ィ と い う 場 を 創 る と い う こ と が 必 要 で は な い か 。 若 し く

は コ ミ ュ ニ テ ィ を 発 掘 ま た 既 に あ る 富 裕 層 コ ミ ュ ニ テ ィ に 対 す る 継 続 的 な 働 き か け

に よ る ネ ッ ト ワ ー ク 拡 大 へ の サ ポ ー ト に よ り 富 裕 層 の 信 頼 を 醸 成 し 最 終 的 に は 外 資

系 金 融 機 関 の 選 択 に つ な が る 。 継 続 的 に 富 裕 層 、 準 富 裕 層 を 生 む オ ン サ イ ト コ ミ ュ

ニ テ ィ と し て 考 え う る の は 有 名 大 学 同 窓 会 や 弁 護 士 会 、 医 師 会 等 の 専 門 職 種 業 界 団

体 、 富 裕 層 居 住 地 区 自 治 会 、 オ フ サ イ ト と し て は 先 述 の 「 ゆ か し 」 や Facebook、

LINE 等 の S N S で 自 然 発 生 的 に 生 ま れ た コ ミ ュ ニ テ ィ 等 で あ る 。  

上 記 に 取 り 組 む こ と に よ り 、 外 資 系 金 融 機 関 に お い て も 日 本 の 富 裕 層 市 場 に 入 り

込 み 、 そ の 存 在 感 を 高 め る こ と は 可 能 で あ る と 考 え る 。  

 

3.本 研 究 に お け る 限 界 と 残 さ れ た 課 題  

 本 論 文 の 富 裕 層 の 金 融 機 関 選 択 要 因 に 関 す る 研 究 は 、 富 裕 層 の 動 向 研 究 、 国 際 比

較 研 究 と 金 融 機 関 の サ ー ビ ス マ ー ケ テ ィ ン グ の 研 究 を 融 合 さ せ た も の で あ る 。 富 裕

層 の 動 向 に つ い て は サ ン プ ル 数 が 十 分 で あ る と は 言 い 難 く 、 物 理 的 、 時 間 的 要 因 に

よ り 海 外 へ の サ ン プ ル 調 査 、 質 問 票 調 査 も そ の 依 頼 先 等 に 偏 り が 見 ら れ た こ と は 事

実 で あ る 。  
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富 裕 層 そ の も の 定 義 が あ い ま い で あ り 、ま た 富 裕 層 も 年 齢 、経 緯 、職 業 等 様 々 で あ

り 、そ の 考 え 、ラ イ フ ス タ イ ル 、金 融 機 関 に 対 す る 考 え 方 も 千 差 万 別 で あ る な か で 、

焦 点 が 十 分 に 定 ま ら な か っ た こ と も 事 実 で あ る 。  

 金 融 機 関 の サ ー ビ ス マ ー ケ テ ィ ン グ に お い て は 金 融 機 関 の 「 選 択 」 と い う 点 に 研

究 の 中 心 に 当 て て い る た め 、 選 択 後 の 「 維 持 」 「 顧 客 ロ イ ヤ ル テ ィ の 向 上 」 「 顧 客

防 衛 」 「 顧 客 奪 取 」 と い う 点 で の 分 析 は で き て い な い 。 た と え 選 択 を さ れ て も 、 選

択 後 に 不 満 が あ っ た 場 合 に 様 々 な 理 由 に よ り 離 脱 し な い こ と も 考 え ら れ る が 、 果 た

し て そ れ が 成 果 と 言 え る の か と い う 課 題 も あ る 。  

 し か し な が ら 新 興 国 の 経 済 成 長 、 グ ロ ー バ ル 化 、 そ れ に 伴 う 富 裕 層 の 増 加 、 金 融

ニ ー ズ の 多 様 化 は 避 け ら れ な い 。 前 述 の 金 融 リ テ ー ル サ ー ビ ス は 顧 客 の 一 生 に わ た

る 金 融 ニ ー ズ を 取 り 込 む こ と で 収 益 が 最 大 化 す る ビ ジ ネ ス で あ る 。 し か も そ れ が 相

対 的 に 金 融 資 産 の 多 く 、 再 生 産 が 可 能 な 富 裕 層 、 準 富 裕 層 を 取 り 込 め な け れ ば 、 金

融 機 関 と し て の 成 功 は で き な い と 考 え る 。 幸 い に グ ロ ー バ ル 化 に よ り 、 金 融 サ ー ビ

ス の 国 境 が 相 対 的 に 低 下 し て い る 今 、 自 社 ス タ ッ フ の 真 の 育 成 及 び 富 裕 層 の 持 つ ニ

ー ズ と 、 そ の 人 的 ネ ッ ト ワ ー ク と コ ミ ュ ニ テ ィ の 考 え に 金 融 機 関 は 謙 虚 に 耳 を 傾 け

る 必 要 が あ る 。  

  

謝辞  

 本 論 文 の 作 成 に あ た り 、 熱 心 な ご 指 導 と 適 切 な 助 言 を い た だ き ま し た 神 戸 大 学 黄

磷 教 授 、 山 梨 学 院 大 学 現 代 ビ ジ ネ ス 学 部 日 髙 優 一 郎 准 教 授 他 様 々 な サ ポ ー ト を 頂 き

ま し た 国 内 外 の 御 先 生 方 に 深 い 感 謝 の 意 を 表 せ て い た だ き ま す 。 ま た イ ン タ ビ ュ ー

調 査 や 質 問 票 調 査 に ご 協 力 い た だ き ま し た 神 戸 大 学 大 学 院 経 営 学 研 究 科 の 学 生 の 皆

さ ま や 日 本 、 中 国 、 韓 国 、 イ ン ド の 知 人 そ の 他 多 く に 方 々 に も こ の 場 を お 借 り し て

感 謝 の 意 を 表 し た い と 思 い ま す 。 ご 協 力 誠 に あ り が と う ご ざ い ま し た 。  

 



 

43 

 

参考文献 
1.Dr.Kaj Strobacka(1997)「Segment Based on Customer Profitability-Retrospective Analysis of Retail 

Bank Customer Bases」 

2.J.W.B. Bos, C.J.M. Kool(2006)「The role of bank strategy and local market conditions」 

3.Venky Nagar, Madhav V. Rajan(2005)「Measuring Customer Relationships: The case of the Retail 

Banking Industry」 

4.Ryals. L.(2005) “ Making Customer Relationship Management Work: The Management and Profitable 

Management of Customer Relationships” Journal of Marketing, Vol.69(October),pp.252-261 

5.金春姫、韓東后、鎌田博美(2009)『東アジアにおける富裕層マーケティング研究の現状』 

6.欧州大手金融機関の成長戦略～金融機関の将来像～ みずほ総研論集 2010 年Ⅲ号 

7.グローバル化のもとでの金融業の国際展開と欧州メガバンク 川本(2005) 

8.中国におけるリテール金融ビジネスの現状と可能性 金融財政事情(2010-09-27) 

9.外資参入で競争激化 各国クレジットカード事情 ジェトロセンサー(2011-08) 

10.リテール金融分野における HSBC のグローバル経営 金融財政事情(2005-08-08) 

11.田村正紀編著(2002)『金融リテール改革』千倉書房 

12.青野正道、北林雅志、赤石篤紀(2005)『金融サービス業のグローバル戦略』(中央経済社) 

13.DIAMOND ハーバードビジネスレビュー編集部(2005)『金融サービス業の戦略思考』(ダイヤモンド社) 

14.週刊ダイヤモンド 2011 年 10 月 8 日号 

15.黄磷(2003)『新興市場戦略論』千倉書房 

16.野村総合研究所 宮本弘之(2007)『富裕層ファミリー』東洋経済新報社 

17.ロバート・フランク(2007)『ザ・ニューリッチ』ダイヤモンド社 

18.高岡壮一郎(2008)『富裕層はなぜ YUCASEE(ゆかし)に入るのか』幻冬舎 

19.㈱日本能率協会総合研究所『中国ライフスタイル白書 2009 年版』 中国富裕層ライフスタイルレポート 

20 古橋隆之(2009)『海外タックス・プランニング』総合法令出版 

21.戸谷圭子(2006)『リテール金融マーケティング』東洋経済新報社 

22.マッキンゼー(2004)『リテール・バンキング戦略』ダイヤモンド社 

23.真鍋一史(2003)『国際比較調査の方法と解析』慶応義塾大学出版会 

24.池尾恭一、青木幸弘、南知恵子、井上哲浩(2010)『Marketing:Consumer Behavior and Strategy』有斐

閣 

25.Christopher H. Lovelock、 Louren K. Wright(2002)『サービス・マーケティング原理』白桃書房 

26.Philip Kotler、 Kevin Lane Keller(2008)『コトラー&ケラーのマーケティング・マネジメント第 12

版』ピアソン・エデュケーション 

27.David A. Aaker(1994)『ブランド・エクイティ戦略』ダイヤモンド社 

28.Naresh K. Malhotra(2006)『マーケティング・リサーチの理論と実践』同友館 

29.Frederick F. Reichheld(1998)『顧客ロイヤルティのマネジメント』ダイヤモンド社 

30.M・E・ポーター(1995)『新訂 競争の戦略』ダイヤモンド社 

31.Emanuel Rosen、濱岡豊(2002)『The Anatomy of BUZZ』 

32.盛山和夫(2004)『社会調査法入門』有斐閣ブックス 

33.張秋華、太田康夫翻訳(2012)『中国の金融システム』日本経済新聞出版社 

34.細野薫、渡部和孝、石原秀彦(2009)『グラフィック金融論』新世社 

35.Arat Bird、上野康夫、戸谷圭子、粟田康弘、藤田哲夫翻訳(1999)『金融リテール戦略 – 米国スーパー

コミュニティ銀行に学ぶ』東洋経済新聞社 

36.石井淳蔵(2012)『マーケティング思考の可能性』岩波書店 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

44 

 

参考資料 
日本語質問票 

神戸大学大学院経営学研究科の研究プロジェクトにおいて、どのような理由でお取引する金融機関を決め

ているかを調査しております。皆さまの取引のきっかけや金融機関に対する考え方、ご利用方法、どのよ

うなことが満足、不満か、望んでいる商品・サービスについて等、下記のアンケートにお答えいただけれ

ば幸いです。結果につきましては、個人名や組織名の特定はせず、あくまでも学術的な研究目的に限定し

て利用致します。アンケートの所要時間は 20 分程度になっておりますので、何卒よろしくお願い申し上げ

ます。 

 

1.国籍 

○ 日本○ 中国○ 韓国○ インド○ その他（下記にご記入下さい） 

2.居住都市名 

3.職業 

○ 企業オーナー、上場企業役員○ 専門職（医師、弁護士、公認会計士、税理士等）○ 自営業 

○ 会社員○ その他（下記にご記入下さい） 

4. 年齢  

○ 60 歳～○ 50～59 歳○ 40～49 歳○ 30～39 歳○ ～29 歳 

5. 性別 

○ 男性○ 女性 

6. 学歴 

○ 大学院卒○ 大学卒○ 高校卒○ 中学卒○ その他（下記にご記入下さい） 

7. 家族の状況 

○ 独身○ 配偶者のみ○ 配偶者と子供○ 独身、親と同居○ その他（下記にご記入下さい） 

8. 自宅の状況 

○ 賃貸○ 自己所有○ 家族所有○ その他（下記にご記入下さい） 

9. 保有不動産の件数 

○ 10 件以上○ 7～9 件○ 4～6 件○ 1～3 件○ 未保有 

10. 自家用車の保有台数及び車種 

○ 5 台以上○ 3～4 台○ 2 台○ 1 台○ 未保有 

保有の方は車種をご記入下さい。 

11. 保有クレジットカード 

○ ブラックカード○ プラチナカード○ ゴールドカード○ 一般カード○ 未保有 

12. 海外旅行の頻度(仕事の出張は除きます) 

○ 20 回以上/年○ 10 回以上 20 回未満/年○ 5 回以上 10 回未満/年○ 1 回以上 5 回未満/年○ 行かない 

13. インターネットの利用頻度 

○ 毎日○ 週 4～5 回○ 週 2～3 回○ 週 1回○ 利用しない 

14. 金融資産の状況 

○ 5 億円以上○ 1 億円以上 5 億円未満○ 5,000 万円以上 1 億円未満○ 3,000 万円以上 5,000 万円未満 

○ 3,000 万円未満 

15. 年収 

○ 1 億円以上○ 5,000 万円以上 1 億円未満○ 3,000 万円以上 5,000 万円未満○ 1,000 万円以上 3,000 万

円未満 

○ 1,000 万円未満 

16. 金融機関口座保有数 

○ 10 口座以上○ 7～9 口座○ 4～6 口座○ 1～3 口座○ 未保有 

17. メインとなる金融機関の有無 

○ はい○ いいえ 

18. メインの金融機関との取引件数 

○ 5 年以上○ 1 年以上 5 年未満○ 1 年未満 

19. 金融、経済に関する基礎的なことを理解している。 

○ あてはまる○ ややあてはまる○ どちらでもない○ ややあてはまらない○ 全くあてはまらない 

 

ここからは金融機関をどのような要因で選択しているかをお伺いします。 

20. 格付等の信用度を考慮する。 

○ あてはまる○ ややあてはまる○ どちらでもない○ ややあてはまらない○ 全くあてはまらない 
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21. 自国か外資系の金融機関であることを考慮する。 

○ あてはまる○ ややあてはまる○ どちらでもない○ ややあてはまらない○ 全くあてはまらない 

22. 企業理念を考慮する。 

○ あてはまる○ ややあてはまる○ どちらでもない○ ややあてはまらない○ 全くあてはまらない 

23. 世界的なブランドのある金融機関であることを考慮する。 

○ あてはまる○ ややあてはまる○ どちらでもない○ ややあてはまらない○ 全くあてはまらない 

24. 自国内における当該金融機関の営業年数（歴史）を考慮する。 

○ あてはまる○ ややあてはまる○ どちらでもない○ ややあてはまらない○ 全くあてはまらない 

25. 金利の条件が良いことを考慮する。 

○ あてはまる○ ややあてはまる○ どちらでもない○ ややあてはまらない○ 全くあてはまらない 

26. 投資商品の品揃えを考慮する。 

○ あてはまる○ ややあてはまる○ どちらでもない○ ややあてはまらない○ 全くあてはまらない 

27. 各種サービスの手数料が安いことを考慮する。 

○ あてはまる○ ややあてはまる○ どちらでもない○ ややあてはまらない○ 全くあてはまらない 

28. 海外で使用可能な国際キャッシュカード等、グローバルなサービスがあることを考慮する。 

○ あてはまる○ ややあてはまる○ どちらでもない○ ややあてはまらない○ 全くあてはまらない 

29. 自宅や勤務先の近くに店舗・ATM があることを考慮する。 

○ あてはまる○ ややあてはまる○ どちらでもない○ ややあてはまらない○ 全くあてはまらない 

30. 平日夕方、夜間の延長営業や土日祝に営業していることを考慮する。 

○ あてはまる○ ややあてはまる○ どちらでもない○ ややあてはまらない○ 全くあてはまらない 

31. インターネット取引が利用しやすいことを考慮する。 

○ あてはまる○ ややあてはまる○ どちらでもない○ ややあてはまらない○ 全くあてはまらない 

32. 担当者が自宅まで訪問してくれることを考慮する。 

○ あてはまる○ ややあてはまる○ どちらでもない○ ややあてはまらない○ 全くあてはまらない 

33. 知人、友人がその金融機関で勤務してくれることを考慮する。 

○ あてはまる○ ややあてはまる○ どちらでもない○ ややあてはまらない○ 全くあてはまらない 

34. 有益な経済、金融情報を提供してくれることを考慮する。 

○ あてはまる○ ややあてはまる○ どちらでもない○ ややあてはまらない○ 全くあてはまらない 

35. スタッフの親身な対応を考慮する。 

○ あてはまる○ ややあてはまる○ どちらでもない○ ややあてはまらない○ 全くあてはまらない 

36. 担当者が長期間変わらないことを考慮する。 

○ あてはまる○ ややあてはまる○ どちらでもない○ ややあてはまらない○ 全くあてはまらない 

37. スタッフの人柄、態度、話し方、礼儀作法を考慮する。 

○ あてはまる○ ややあてはまる○ どちらでもない○ ややあてはまらない○ 全くあてはまらない 

38. スタッフの専門知識の豊富さを考慮する。 

○ あてはまる○ ややあてはまる○ どちらでもない○ ややあてはまらない○ 全くあてはまらない 

39. スタッフの事務処理の迅速さ、正確さを考慮する。 

○ あてはまる○ ややあてはまる○ どちらでもない○ ややあてはまらない○ 全くあてはまらない 

40. お子様の海外留学などの教育に関する情報を提供してくれることを考慮する。 

○ あてはまる○ ややあてはまる○ どちらでもない○ ややあてはまらない○ 全くあてはまらない 

41. 関連会社を通じて、不動産に関する情報提供をしてくれることを考慮する。 

○ あてはまる○ ややあてはまる○ どちらでもない○ ややあてはまらない○ 全くあてはまらない 

42. 税理士等を通じて、節税に関するアドバイスをしてくれることを考慮する。 

○ あてはまる○ ややあてはまる○ どちらでもない○ ややあてはまらない○ 全くあてはまらない 

43. 美術品や貴金属に関するオークション情報を提供してくれることを考慮する。 

○ あてはまる○ ややあてはまる○ どちらでもない○ ややあてはまらない○ 全くあてはまらない 

44. 弁護士等を通じて、国内外の法律についてアドバイスをしてくれることを考慮する。 

○ あてはまる○ ややあてはまる○ どちらでもない○ ややあてはまらない○ 全くあてはまらない 

45. 相続に関して専門的なサービスがあることを考慮する。 

○ あてはまる○ ややあてはまる○ どちらでもない○ ややあてはまらない○ 全くあてはまらない 

46. 提携会社を通じて、健康、医療に関するサービスを提供してくれることを考慮する。 

○ あてはまる○ ややあてはまる○ どちらでもない○ ややあてはまらない○ 全くあてはまらない 

47. 各種イベント、食事会に招待されることを考慮する。 

○ あてはまる○ ややあてはまる○ どちらでもない○ ややあてはまらない○ 全くあてはまらない 

48. 店舗の外装、内装、インテリアや調度品を考慮する。 

○ あてはまる○ ややあてはまる○ どちらでもない○ ややあてはまらない○ 全くあてはまらない 
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49. 新聞やコマーシャルでの宣伝内容を考慮する。 

○ あてはまる○ ややあてはまる○ どちらでもない○ ややあてはまらない○ 全くあてはまらない 

50. ホームページの内容、検索しやすさを考慮する。 

○ あてはまる○ ややあてはまる○ どちらでもない○ ややあてはまらない○ 全くあてはまらない 

 

ここからは金融機関と取引をするきっかけについてお伺いします。 

 

51. 誰にも相談することなく、自らの判断で決めている。 

○ あてはまる○ ややあてはまる○ どちらでもない○ ややあてはまらない○ 全くあてはまらない 

52. 両親からの影響を強く受けている。 

○ あてはまる○ ややあてはまる○ どちらでもない○ ややあてはまらない○ 全くあてはまらない 

53. 勤務先と取引のある金融機関であることが影響している。 

○ あてはまる○ ややあてはまる○ どちらでもない○ ややあてはまらない○ 全くあてはまらない 

54. 家族と相談の上で決めている。 

○ あてはまる○ ややあてはまる○ どちらでもない○ ややあてはまらない○ 全くあてはまらない 

55. 知人、友人からの影響を受けている。 

○ あてはまる○ ややあてはまる○ どちらでもない○ ややあてはまらない○ 全くあてはまらない 

56. 金融関連の雑誌がきっかけとなった。 

○ あてはまる○ ややあてはまる○ どちらでもない○ ややあてはまらない○ 全くあてはまらない 

57. 金融機関のホームページがきっかけとなった。 

○ あてはまる○ ややあてはまる○ どちらでもない○ ややあてはまらない○ 全くあてはまらない 

 

ここからは、時間の経過による金融機関に対する印象についてお伺いします。 

 

58. 取引開始時と現在では印象が変わっている。 

○ あてはまる○ ややあてはまる○ どちらでもない○ ややあてはまらない○ 全くあてはまらない 

59. 時間の経過とともに、取引するメリットを感じる。 

○ あてはまる○ ややあてはまる○ どちらでもない○ ややあてはまらない○ 全くあてはまらない 

60. 時間の経過とともに、金融機関を評価する点が変わっている。 

○ あてはまる○ ややあてはまる○ どちらでもない○ ややあてはまらない○ 全くあてはまらない 

61. 時間の経過とともに、より多くの種類の金融商品取引を行っている。 

○ あてはまる○ ややあてはまる○ どちらでもない○ ややあてはまらない○ 全くあてはまらない 

62. 時間の経過とともに、取引する金融機関の数が増えている。 

○ あてはまる○ ややあてはまる○ どちらでもない○ ややあてはまらない○ 全くあてはまらない 

63. 時間の経過とともに、取引する金額が増えている。 

○ あてはまる○ ややあてはまる○ どちらでもない○ ややあてはまらない○ 全くあてはまらない 

64. 時間の経過とともに、担当者とより親密になった。 

○ あてはまる○ ややあてはまる○ どちらでもない○ ややあてはまらない○ 全くあてはまらない 

65. 時間の経過とともに、金利や手数料を気にしなくなる。 

○ あてはまる○ ややあてはまる○ どちらでもない○ ややあてはまらない○ 全くあてはまらない 

66. 時間の経過とともに、金融機関に対する愛着が湧いてくる。 

○ あてはまる○ ややあてはまる○ どちらでもない○ ややあてはまらない○ 全くあてはまらない 

 

以下はコミュニティに関することをお伺いします。コミュニティとは同窓会、町内会、趣味の会、スポー

ツクラブ、最近でソーシャルネットワーク等に非対面のコミュニティがあります。公式、非公式問わず、

複数人の人的なネットワークとして関係が存在し、人々がつながりをもって関わりあっているものを総称

しています。 

 

67．コミュニティに関わっている。 

○ あてはまる○ ややあてはまる○ どちらでもない○ ややあてはまらない○ 全くあてはまらない 

68. 以下はコミュニティに何らかの形でかかわっている方のみお答え下さい。富裕層限定のコミュニティ

に関わっている。 

○ あてはまる○ ややあてはまる○ どちらでもない○ ややあてはまらない○ 全くあてはまらない 

69．コミュニティ内相互の人間関係は親密だ。 

○ あてはまる○ ややあてはまる○ どちらでもない○ ややあてはまらない○ 全くあてはまらない 
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70． 関わっているコミュニティのなかで、金融機関の選択に強く影響しているものは何ですか。またその

理由も教えてください。 

     影響を受けているコミュニティの種類 

     理由 

71. コミュニティ内で金融機関の話題が出ることがある。 

○ あてはまる○ ややあてはまる○ どちらでもない○ ややあてはまらない○ 全くあてはまらない 

72. 自身がコミュニティに対して金融機関の商品、サービスを紹介することがある。 

○ あてはまる○ ややあてはまる○ どちらでもない○ ややあてはまらない○ 全くあてはまらない 

73．金融機関のスタッフがコミュニティに対してセールスを行っている。 

○ あてはまる○ ややあてはまる○ どちらでもない○ ややあてはまらない○ 全くあてはまらない 

74．金融機関以外の業種(例：小売、サービス会社など)が、コミュニティに対してセールスを行っている。 

○ あてはまる○ ややあてはまる○ どちらでもない○ ややあてはまらない○ 全くあてはまらない 

    どのような業種・サービスですか。 

75．コミュニティ内で Facebook、mixi などの SNS(ソーシャル・ネットワーク・サイト)サービスを利用

している。 

○ あてはまる○ ややあてはまる○ どちらでもない○ ややあてはまらない○ 全くあてはまらない 

76．複数のコミュニティから金融機関に関する情報を得ている。 

○ あてはまる○ ややあてはまる○ どちらでもない○ ややあてはまらない○ 全くあてはまらない 

77．金融機関の商品、サービスをめぐり、コミュニティ内でトラブルになったことがある。 

○ あてはまる○ ややあてはまる○ どちらでもない○ ややあてはまらない○ 全くあてはまらない 

78．コミュニティ内で投資クラブがあれば参加したい。 

○ あてはまる○ ややあてはまる○ どちらでもない○ ややあてはまらない○ 全くあてはまらない 

79．コミュニティ内で国内外の金融サービスの情報がもっとあればよいと思う。 

○ あてはまる○ ややあてはまる○ どちらでもない○ ややあてはまらない○ 全くあてはまらない 

 

最後に様々な金融機関の中から実際に選択して利用している国内外の金融機関についてお伺いします。 

 

80．国内で満足している金融機関を１つ挙げて下さい。 

81. 前問の国内金融機関に対する満足度。 

○ 80～100%○ 60～79%○ 40～59%○ 20～39%○ 20%未满 

82．どのような点に満足していますか。 

□ 金融機関自体の信用力□ 企業理念□ 商品の品揃え□ 金利、手数料□ 行員の対応□ 有益な情報提供 

□ 豊富な店舗、ATM 

国内金融機関の選択についてご意見がありましたらご記入下さい。 

83. 海外若しくは外資系で満足している金融機関を 1つ挙げて下さい。 

84．前問の海外若しくは外資系金融機関に対する満足度。 

○ 80～100%○ 60～79%○ 40～59%○ 20～39%○ 20%未满 

85．どのような点に満足していますか。 

□ 金融機関自体の信用力□ 企業理念□ 商品の品揃え□ 金利、手数料□ 行員の対応□ 有益な情報提供 

□ 豊富な店舗、ATM 

海外若しくは外資系の金融機関の選択についてご意見がありましたらご記入下さい。 
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